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プロローグ







　それは、中学三年生の秋あき頃ごろの事だった。

　ちょうど進路がどうのこうのと、身の回りが慌あわただしくなってくる頃で――

『なあレン、お前高校とかどうすんの？』

　モニター上のチャットウィンドウが、そんな文字列を表示した。

　発言主は、画面に映っているガチムチの獣じゆう人じんキャラだ。

　キャラネームはアキラ。このＭＭＯＲＰＧエターナルファンタジー（通つう称しようＥＦ）や他ほかのネトゲでずっと一いつ緒しよにやって来た、親友ともいえるフレンドだった。

『んー。まあ普ふ通つうに近くで行けそうなところに行く予定』

　と俺おれはチャットを返す。

　俺のアバターであるレン（高たか代しろ蓮れんだからレン。そのまんま）は、雄ゆう大だいな景色を一望できる高い岩山のてっぺんに座すわっている最中だった。

　アキラは、キャラの見た目に似合わずきれいな風景が大好きだったりする。

　このお気に入りの場所によく俺を連れてきては、二人で他た愛あいもない雑談チャットをするのが恒こう例れい行事になっていた。

　アキラほど絶景マニアでない俺は、話の最中にちょこちょこアイテム合成してスキル上げ内職にはげんだりしている。

　今も画面内のレンは合成モーションに入ってます。

『うわ、それつまんねえ』

『え？　いや今何気に合成レベル99のクリムゾンハンマー作ろうとしてたぜ？　ミスったら結構財さい布ふに痛いし、俺ヘコむぞ』

『いや、合成の話じゃない！　進路！』

　アキラも俺と同じで中三なんだよな。

『普通に高校行くことに何の問題が？』

『普通の高校はつまらんだろ？　普通はよくないよ普通は』

『そうかぁ？　特に問題ないんだから結構なことなんじゃね？』

『ほらよく言うじゃん「量産機になるな」って！　せっかくだから人生楽しまないと！』

『まあ何か広告とかで見るけども……』

　ちょっと胡う散さん臭くさいけどな、あれ。

『で、俺の進路について何か？』

『ああ、うん。俺、世せい成せい学園受けようかなと思ってさ。レンも一緒に行かねえ？』

『世成学園？　ってああ、ネトゲ学園？』

『そうそう』

　その名前は俺も聞いたことがあった。

　何でも、学校教育にネトゲを取り入れてるそうな。

　しかもただのＭＭＯじゃなくて、最先端技術のＶＲバーチヤルリアリテイを組み込んだＶＲＭＭＯらしい。

　授業もそのＶＲＭＭＯの空間でするらしい。

　ＶＲＭＭＯを通じ、よく学びよく遊ぶがコンセプトとか。

　何か夢がある感じだわな。

『でもお高いんでしょう？』

『そこは俺たちの関知するところじゃないし。でもさ、学校公こう認にんでネトゲやりまくりつつも成績も上がるらしいんだよな。面白おもしろそうだから一緒にいこーぜ！』

『まあ興味あるっちゃあるけどなー……』

　ＶＲＭＭＯなんて家庭用には出回っていない。

　ゲーマーとしては興味を惹ひかれざるを得ない。

　どんな感じかわくわくするのは正直なところだ。

『それに、だ。俺たちってヘビーゲーマーじゃん？』

『そうだな』

『言いい換かえればネトゲ廃はい人じんじゃん？　オタクじゃん？』

『まあ世間からはそう見えるかもな』

『そう、そしてまあ一いつ般ぱん人じんからはキモがられるわけじゃん？　モテないじゃん？』

『そうかもな。俺あんま気にならんけど。気になる派か？』

　親の影えい響きようでさ。好きなことをとことん突つき詰つめろ！　ってよく言われてる。

　で、ゲームばっかりやってるけど別に怒おこられないどころか温かく見守ってくれる。

　そもそも親父おやじがゲーム会社で働いてるからな。

『普通は気にする。だけどネトゲ学園なら似たような奴やつが集まるじゃん？　類友だよな』

『ふむ』

『ゲーム好きが集まるんだから、学校のネトゲで英えい雄ゆうになりゃモテるんだよ！　すなわちお前でもモテると！　凄すごくない？　それ。世界観の大だい転てん換かんだぞ』

『いや、なぜに自分を棚たなに上げて俺に限定した？』

　実は中の人はイケメンだったりするのか？

　いや、フレ歴は長いけどリアルに会ったことは一回もねーし分からんね。

『え？　じゃあお前モテるの？』

『いやあ、それはないな』

　きっぱり。まあそれだけは断言できる。

　多分順当に行ったら、一生を童どう貞ていで終えるんだろう。

　でもそれってそんなに悪い事か？

　今時似たような奴はいっぱいいるだろうに。

　好きな事やりまくった結果的にそうなったんなら、別にそれでいいんじゃね？

　決してリアルな女の子に興味がないわけではない。

　ただ、それが全すべてなのかって話。そうじゃないでしょうと。

『よし、じゃあ決まりだ。ネトゲ学園一緒に受けよう！　な！』

『いや待て、何か今ストーリーが超ちよう展てん開かいしたんですが』

『いーじゃん！　俺まだまだお前とつるんでゲームやりたいんだよ！　なーなー行こうぜ行こうぜ！』

　ガチムチのおっさんキャラの割に、結構中の人はテンション高めというか、子供っぽいというか――何かにつけて好こう奇き心しん旺おう盛せいなんだよな。

　でもまあ、いい奴だし一緒にゲームやってて楽しいのは確かだし……

　ここはひとつ、男同士の友情で進路決めるのも悪くはないか！

　どうせ何も考えずに近くの高校行こうとしてただけだし。

『……よし決めた！　いいぜ、親に話してみるわ』

『おおー！　さすがレン、話が分かる！』

　そんな事があって、俺の高校の進路は決まった。

　ネトゲ学園こと世成学園を受験。んで合格。アキラの方も問題なく合格。

　春からまた新しいゲームで一緒にやれるのを楽しみにしてた。

　けど――

　一緒にやろうと約束していたアキラは、俺の前に現れなかったんだよなー。







第１章　アキラ＝あきら







　キーンコーンカーンコーン。

　ファンタジー世界の中の教室っぽい空間に、予よ鈴れいが鳴なり響ひびいた。

　窓まど際ぎわの席の俺は、ぼーっと窓の外の景色を眺ながめていた。

　雲が真横とか下の方に見える――まるでここが天空に浮ういているみたいだ。

　実際、ここは浮ふ遊ゆう都市にある学校という設定だ。

　教室にいる生徒たちは俺の一年Ｅ組のクラスメート。

　みんなの恰かつ好こうはガチガチのフルアーマーの騎き士しだったり、革かわ鎧よろいの軽戦士風だったり、とんがり帽ぼう子しの魔ま法ほう使つかい風だったり。

　俺だって深い藍あい色いろのフード付きローブを着ている。ジョブが魔法職だから。

　ここはゲームの中だから、服装の規定はない。

　一応装備としての学生服は配布されているが。

　世せい成せい学園の目玉であるＶＲＭＭＯＲＰＧのアンリミテッド・ワールド（通称ＵＷ）。

　今俺は家からＵＷアンリミテツド・ワールドにログインして、授業の開始を待っているところだった。

　ゲーム内設定的には、プレイヤーは世界の中心の海の空高くに浮かぶ浮遊都市ティルーナの魔法学院の生徒ということになっていて、そこで普通の学校と同じような授業を受ける。通学が家から徒歩〇分ってのは凄い。

　リアルな校舎とかもいらんし、電脳空間の有効活用といいますか、日本全国どこからでも通えるわけだし。教科書とかも全部ゲーム内アイテムで電子書しよ籍せきみたいなものだし。

　ペーパーレス、ボーダーレス、校舎レスの未来志向とか先生が言ってた。

　いろいろ実験的なことをやってる学校なんだなーと。

　学校を運営する資本が、元をたどればゲーム関連の企き業ぎよう連合らしい。

　ゲーム業界が教育業界とコラボしてみた。

　ゲームの新しい可能性を探さぐっている。

　教育業界としてもゲームとの融ゆう合ごうでこの少子化社会での生き残りを模も索さくする。

　世間的に言うとそんな感じらしい。

　俺は小難しいことはどうでもよくて、面白いゲームを楽しめればそれでいいかなと。

　さて普通の学校が授業やってる時間は、俺おれ達たちもこの空間で授業だ。

　それが終わったら自由行動。

　クエストやったりレベル上げしたり、普通にネトゲやる感じになる。

　もう入学から一か月くらいが経たって、このシステムにも慣れてきた。

「高たか代しろくん、ちょっといい？」

　と、俺のところにやって来たのは、クラス委員の前まえ田ださんだ。

　ちょっとツンとしたような雰ふん囲い気きだけど、結構な美人で大和やまとなでしこって感じ。

　このＵＷアンリミテツド・ワールドはモーション周りのシステムのために、ゲーム内のキャラに自分の容姿が反映される。けど髪かみ色や髪かみ型がたのエディットは可能だ。

　前田さんはそういうのやってないみたいだ。すげー真ま面じ目めな感じがする。

　まあ俺も髪色いじってないし、いじらなきゃダメな理由もないが。

「ん？　おー何か用？」

「高代くんのレベル、クラスの平均よりだいぶ低いみたいだけど、何か困っているの？」

　今の俺のキャラレベルは４。ジョブは紋もん章しよう術じゆつ師しだった。

「え？　ああ――ちょっと待った」

　俺はシステムウィンドウを呼び出し、コンフィグ設定から簡易ステータス表示をオンに切きり替かえる。





　前田琴こと美み（１－Ｅ）

　レベル18　学者　ステータスアイコンなし。






　ついでに教室を見み渡わたしてみる。

　みんな大体15～20くらいまでに収まっている。

　あー。大分差がついたなー。

「強制はしないけど、高代くんも追いついてミッションに協力して欲ほしいの。レベル上げなら手伝うから」

　入学してからすぐ、一発目の大規模イベントとして一年生の全員にクラス対たい抗こうミッションが発動されて、今も継けい続ぞく中だった。

　内容はモンスターが大発生してるトリニスティ島に乗り込んでボスを倒たおすってもの。

　どこかのクラスがそれを倒した時点で終しゆう了りようする対抗レース形式だ。

　勝ったクラスには全員にゲーム内ボーナスがある。

　で、前田さんはクラス委員で攻こう略りやくリーダーだし、みんなをまとめなきゃいけない。

　だけど俺的には、なるべくレベル上げたくないんだよ。

　一応、入学式のちょっと前にアキラからメールで連れん絡らくがあった。

　どうもリアルでケガしたらしく、入院になるから学校行くのが遅おくれるって話だった。

　俺達が家に置いてるＶＲの端たん末まつが病院にも持ち込めればよかったんだけど……

　まあサイズがでかいからなあ、日焼けマシン的に中にすっぽり入るやつだし。

　入院先に持ち込みってのはなかなか難しいだろうな。

　気にせずに先にガンガンやっといてって言われたけど、やっぱアキラと一緒にこのゲームやろうって約束したし、暫しばらくレベル上げずに待ってようかなってさ。

　ネトゲの初期って、一番手て探さぐりでワクワクするポイントだしな。

　その面白い時期は、やっぱアキラと共有したいなーと。熱い友情だねこれ。

　しかし、俺に気を遣つかってくれる前田さんには申し訳ない。

　彼かの女じよも好きで攻略リーダーやってるわけじゃなく、入試の成績が良かったからクラス委員に指名されて、で、クラス委員だから攻略リーダーにって流れだし。

　ゲーム経験はオフゲーメインで、ネトゲは初めてらしいし、なのに一いつ生しよう懸けん命めいやってるんだから、協力するべきなんだが――うーん……

「あーごめんな、別に困りごとがあるわけじゃねーんだ。頑がん張ばって追いつくから」

　結局俺は歯切れの悪い答えしか返せなかった。

　そんな俺を見て、ちょっと離はなれた席から声がかかった。

「おーい、ことみーことみー」





　矢や野の優ゆう奈な（１－Ｅ）

　レベル24　聖騎士パラデイン　ステータスアイコンなし。






　うぉーレベル高い。クラスで一番高いかもな？　うちのクラスのエースだな。

　ジョブもパーティの中心である盾役タンクの聖騎士パラデイン。花形だよなー。

　ただし見た目はギャル風っていうかギャルだ。今時ちょっと珍めずらしい。

　つまりギャルパラディンだな。ちょっとけだるそうな雰囲気だけど、可愛かわいい子だ。

「何？　優奈」

「高代ならほっといても大だい丈じよう夫ぶ大丈夫ー。心配いらないって」

　聞いたところ、放課後はミッションクリアのためにみんなで集まってレベル上げしてることが多いみたいだ。

　矢野さんはいろんなパーティに入ってやって、盾役タンクやってるらしい。

　敵の攻こう撃げきを一手に引き受けて、味方に攻撃がいかないように守るのが盾役タンクの役目。

　ここが安定してると他が割と適当でも何とかなる。最重要ポジションだ。

　矢野さんは結構上手うまいらしい。聞くとネトゲ経験は豊富みたいだった。

　ちなみに前田さんの学者は攻撃役アタツカーで、俺の紋章術師は支援役バツフアーに分類される。

「優奈、どうして心配いらないの？」

「んっと。こう見えても高代って、ネトゲの世界じゃちょっとした有名プレイヤーなワケで。通称ダメジョブマイスターのレン。いろんなゲームで不ふ遇ぐう中の不遇ジョブ使って、トッププレイヤーの一角に食い込んでたんだよね。ＥＦとか、デモクエとかさ」

　前にクラスメートと雑談してた時にどんなゲームやってたとかの話になった。

　それで話しているうちに、彼女が俺のことを知っていたのが分かった。

　別ゲーをやっていた自分を知ってるやつが普通にいる。

　ましてや普通にそれを教室で話す。

　ゲーム好きが集まる学校ならではの光景だと思う。

　ここには、廃はいゲーマーであることは隠かくすべしという不文律が無い。

　ゲーマーにとって居い心地ごこちいい世界なのは確かだ。

　余計な気を遣わないでいいから。

「高代くん、本当なの？」

「いやそんな有名ってほどじゃねーよ。単に趣しゆ味みなだけで」

　こう、ダメって思われてる存在を何とか輝かがやかせるのが好きなんだ、俺。

　両親の野球好きに影響されて野球に例えると、野の村むら再生工場とかロートル左さ腕わん魔ま改かい造ぞうとかトライアウトからの復活とか、育成枠わくからの覚かく醒せいとか、そういうのにロマンを感じる。

　不遇ジョブは触さわってるヤツも少ないから、一番新たな発見に出会いやすいしな。

　とはいえ、どうにもならないってことも結構ある。

　いま矢野さんが成功例を挙げていたが、同じくらい失敗例もある。

　そのほとんどで、アキラと一緒にやって来たんだよな。

「んーでよ、ここきてＵＷアンリミテツド・ワールドやってもキッチリ不遇ジョブ選んでんじゃん？　これはなんかやらかす予兆なのは確定的に明らか……って期待してんの、あたし。だから好きにやらせてていいと思うなーっと」

　このＵＷアンリミテツド・ワールドでも不遇ジョブはいくつかあり、一まとめにボンクラーズと呼ばれる。

　俺の選んだ紋章術師は、ボンクラーズのリーダーと目される存在だった。

　敵の弱体を得意とする支援系の魔法職だけど、攻こう撃げき魔ま法ほうは一いつ切さい覚えないし武器も杖つえしか装備できなくて、身体能力も低い。

　矛ほこ能力に関してはぶっちぎりの全ジョブ最下位だ。

　回復役ヒーラーの僧侶クレリツクでもハンマー装備出来たり、わりと殴なぐれる。
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　杖くらいしか持てない他の物理攻撃苦手ジョブには、もれなく攻撃魔法があるし。

　なら支援能力が突き抜ぬけてるのかといえば、そうでもない。

　同じ支援系の代表格の吟ぎん遊ゆう詩人は、味方の強化も敵の弱体もできる。

　しかも吟遊詩人は弓も装備出来て、物理攻撃もそれなり。

　紋章術師は敵の弱体のみで、しかもＭＰを食う。吟遊詩人の呪歌はＭＰがいらない。

　攻撃能力は最下位。得意の支援は二番手以下。

　ソロ戦せん闘とうは最弱だし、ＰＴ戦闘でも役割が被かぶる上位互ご換かんがいる。

　紋章術師のスペックはこんな感じだ。足りてない感が半はん端ぱない。

　納なつ得とくのジョブ人口最下位。ボンクラーズの筆頭だ。

　入学後すぐのオリエンテーションに、二年の先せん輩ぱいが来ていた。

　そしてジョブ間のヒエラルキーについても軽く教えてくれた。

　俺としては迷うことなく、あえてこのボンクラーズのリーダーをチョイスした。

　俺の手でこいつを魔改造して輝かせてみせるぜ！　ってさ。

　やっぱゲームは楽しまないと意味がない。

　自分のプレイスタイルは曲げんぞ！

　本当ならアキラと一緒にこいつをどうやってモノにするか、あーでもないこーでもないって試し行こう錯さく誤ごしたかったな。

「よくわからないけど、期待していていいってこと？」

「まあ、もうちょっと待ってくれると……」

　レベルはアキラを待つために出来るだけ上げていない。

　が、その分試行錯誤する時間は沢たく山さんあった。

　紋章術師の魔改造のメドは、実はもうある程度は立っている。

　いつでも実じつ践せん段階に移れるっちゃ移れるんだが――

「お好きにどぞどぞ。けどあたしらでミッションクリアして、出番なくなっても知らんよーってコトでよろしく」

「あーうん。攻略は順調なのか？」

「割といい感じじゃん？　今十層中の八層攻略中って感じ」

「他のクラスと比べても、トップ集団には入るくらいの進しん捗ちよくじゃないかしら」

　よかった。だったらもうちょっとアキラを待っててもいいな。

　なんて思っていると、教室の扉とびらが開いて担任の先生がやって来た。

「はいはーい。ゲームバカども、おっはよー」

　めちゃめちゃ軽くてフランクな感じ。恰好は魔法学校の女教師という雰囲気。

　うちの担任の仲なか田た先生だ。まだ今年で二十四歳さいって言ってた。

　明るい美人のお姉さんって表現がぴったりだ。元々うちの学校の一期生らしい。

「今日もめんどいけどまず勉強――の前にお知らせでーす」

　ほほう、何だろ？　仲田先生はにこにこしながら続ける。

「今日から追加キャラ一名入りまーす。クラス対抗ミッションも佳か境きように近づいてきちゃってるけど、これからもクラス対抗イベントはあるし、みんな仲良くしてあげてねー。じゃあ青あお柳やぎさん、入って入ってー。はいみんな拍はく手しゆっ！」

　ぱちぱちぱちぱち。って事で教室に現れたのは、一言で表すと美少女である。

　サラッサラのロングヘアに、アイドル顔負けの滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かわいらしい顔立ち。

　そして小動物系の可愛らしさに反して、胸が大きいっぽいように見える。

　なんつーか、非の打ち所がないというのはこの事か……

「青柳あきらです。よろしくお願いします」

　現れた美少女は少し緊きん張ちよう気味にそう笑え顔がおを見せた。

　その光景だけなら、何てことない。

　しいていえばなんかほっこりするとかそういう感じだけど――

「えええええぇっ!?」

　その場で俺だけ、びっくりして声を上げてた。

　アオヤギアキラ……ってそれ、俺のフレのアキラのフルネームじゃん！

　まさかアキラ……!?　いやそれともすんごい偶ぐう然ぜんで別人なのか!?

「んー高代君、どしたのかな？」

「あ、いや……知り合いと同じ名前だったんで、びっくりして」

「とか言って、さっそくこの美少女とお近づきになろうとしてるんじゃないのー？　意外と手が早いわねー、君。まあ先生は止めませんけどねー」

　あからさまにニヤニヤしている。教師っていうかその辺のおばちゃんみたいだ。

　教室にくすくす笑いが起きる。くそう、なんか恥はずかしい気がするぜ。

「まあいいでしょ、んじゃ高代君に免めんじて青柳さんの席は高代君の隣となり！　ちょうど空いてるし、はいどうぞ青柳さん」

　促うながされて青柳さんは俺の隣の席に。

　なんか悪いから謝あやまっといた方がいいか。でもちょっと気まずい。

　けど、俺が何か言う前に向こうからこっちを向いて話しかけてきた。

「あの、高代……蓮れんくん？」

「？　なんで名前知って――ってやっぱ一緒にネトゲやりまくってたフレのアキラ!?」

　俺の返事を聞いて、青柳さんはめちゃくちゃ嬉うれしそうに笑った。

「わああっ！　やっぱレン君だあ！　やったああっ！　いきなりビンゴ！」

　よっぽど嬉しかったのか、がばっと抱だき着つかれた。

　家族親族以外の女の子に抱き着かれた経験なんてないから、ゲーム内とはいえすんごいびっくりしてドキドキしたね、正直。

「おおおおっ!?　何その超ちよう速そく展開!?　最近の若い子はスピード感が凄いわね！」

　先生が歓かん声せい上げてた。クラス中もびっくりしてざわざわしてる。

　それに気づいて青柳さんが恥ずかしそうに謝ってた。

「あ、ご、ごめんなさい……ずっと一緒にゲームやってたフレだったんです。初めて会ったから嬉しくなっちゃって――」

　っていうか俺、一緒にネトゲやっててアキラが男だって信じて疑ってなかった。

　だってガチムチの獣人男キャラだし、いつも。獣人選べなきゃおっさんだし。

　とはいえ数年来のフレなのに気が付かんとは……

　俺って実は鈍にぶいのか……マジで死ぬほどびっくりなんだが。

　これまでのアキラとのプレイを思い出し――こんな美少女だって知ってれば、それなりの態度ってもんがあったような気がする。

　何ら遠えん慮りよなしに、言いたいこと言ってやりたいことに付き合わせてたぞ。

　平静を取とり戻もどした教室で先生が朝のホームルームを進める中で、青柳さんはこっそりこっちを向いて笑いかけてくる。

「ということでわたし、実は女の子でしたっ。びっくりした、蓮くん？」

「ああ。マジで死ぬほど……」

「だよねえ。絶対気づいてないなって思ってたよお」

「ははは。しかし青柳さんが女の子だったとは……」

　って言うと、ちょっとほっぺたをむくれさせて不満げな顔をされた。

「あーそれなんか他人行ぎよう儀ぎ。わたしと蓮くんの仲じゃん、あきらでいいよ？」

「ん？　そ、そうか？　んじゃあ――あきら」

「うんうん」

　にこにこって小動物系の笑顔。

　ああこういう切り替え早くてテンションがコロコロ変わる感じはアキラっぽいかも。

　仲田先生がホームルームを終えて去り際ぎわ、アキラ改めあきらに呼びかけていた。

「あ、青柳さん。放課後ゲーム内のジョブとかの初期設定やるから、何がいいか考えといてねー。他のみんなみたいにオリエンテーションの時間取ってあげられないけど、そこはごめんねー」

「はい、分かりました」

　そんな衝しよう撃げきの再会？　があって――

　授業の合間の休み時間に、あきらは初登校が一月遅れた事を謝ってた。

「ごめんね、自分から誘さそったのに一緒にスタートできなくて……蓮くんすごい怒ってるんじゃないかって、心配してたの」

「いやあ、全然怒ってない怒ってない」

　笑顔でボキボキ拳こぶしを鳴らしてみる。

　鳴るのが凄い。このゲームは凄い作りが細かい。

「ひいい怒ってる怒ってるううぅ……っていうか芸コマだねこのゲーム。指鳴るんだあ」

　あきらも俺と同じところを注目していた。

「だな。ＶＲＭＭＯってすげーわ」

「ゲームっていうより、何か異世界にワープした感じだもんね。このリアリティはハンパないよ。どっちがリアルなのか分からなくなりそう」

「ログウィンドウとかゲージが見えるところは、いかにもゲームっちゃゲームだよな」

　こうしている間にも自分のＨＰ／ＭＰ／ＡＰアーツポイントのゲージは視界に見える。

　ログウィンドウも、固定表示にすれば常に視界に置くことができる。

　ＨＰ・ＭＰは言わずもがなのヒットポイントとマジックポイント。

　ＡＰアーツポイントは剣けんや槍やりなどのアーツを使うのに必要になる。

　アーツは『ダブルスラッシュ』等の必ひつ殺さつ技わざだ。

　強力なアーツほど消費ＡＰアーツポイントが多くなる。

　ＡＰアーツポイントはＭＰと違ちがって基本値が０で敵に攻撃をヒットさせるか、ダメージを受けるかで溜たまっていくシステムだ。

　格ゲーの超ちよう必ひつ殺さつ技わざのゲージと考えれば一番しっくりくる。

　それはさておき、今度はこっちの状じよう況きようを説明する番だった。

　あえて不遇ジョブの紋章術師を選んで、更さらに俺だけレベルが低い事が分かると、あきらはちょっと嬉しそうだった。

「あ、わたしの事待っててくれたんだあ。嬉しいな、ありがとうね？」

「いや俺が勝手に待ってただけだし、礼なんていらんいらん。やっぱ立ち上がりの一番わくわく感ある時期は一緒にやりてーなーってさ」

　あきらからは先に進めといてって連絡も貰もらってたしな。

　なのに待ってたのは、これは単なる俺のワガママだ。

「ただまあ、レベル以外は色々やっちまったけどな……」

「ほうほう？　じゃあ今回の魔改造は成功しそうなんだ？」

「まだ実践で試ためしてないけど、何となく行けそうな感じはしてる」

「じゃあここから一気にががーん！　と巻き返しだね。これでもわたし達たちって選ばれしネトゲエリートだと思うし、一気に追いついてクラス対抗ミッション優勝しちゃお」

「ネトゲエリート……つまり重度のネトゲ廃人ですよね？」

「ああっ!?　せっかくかっこよく言いかえてみたのにー！」

　こういう下らないこと言ってくるのは、やっぱフレのアキラそのものだ。

　何か安心すると言えば安心する。

「それじゃあ、わたしのジョブはどうしよっかなあ。何かおススメってある？　放課後までに決めとかないとね」

「一いつ般ぱん論ろんと俺理論がありますが」

「じゃあ一般論から」

「聖騎士パラデイン、魔ま剣けん士し、魔道士ウイザード、吟遊詩人、僧侶クレリツクあたりじゃねーかな」

　俺は盾役タンク、攻撃役アタツカー、支援役バツフアー、回復役ヒーラーの各役割ロールから代表格を挙げる。

　攻撃役アタツカーは前衛型と後衛型で大分性質が違うので、魔剣士と魔道士ウイザードをそれぞれ。

　これはこのゲームの攻こう略りやく本ぼん『ＵＷアンリミテツド・ワールドガイドブック』で評価が高いジョブだった。

　何で学校のネトゲに攻略本があるんだって話だけど、情報収集が趣味の先せん輩ぱい方がたが取りまとめて、それをゲーム内アイテム化して販はん売ばいしてる模様。

　このゲームにはギルドシステムもあるけど、情報を売る情報屋ギルドがあって、そこが販売元だ。

　ギルドは部活みたいなものだって、オリエンテーションに来た先輩が言っていた。

　まあ新入生の俺達からしてみれば、攻略情報があったら普通に見る。

　今挙げたのはＡランクジョブ。ちなみに紋章術師は最低のＥランクだ。

「今言ったのが各役割ロールで一番優ゆう遇ぐうジョブだな」

　俺的には、優遇されたジョブで優遇された結果を残して何が楽しいんだって話だ。

　けど、戦うのが好きなんじゃなく勝つのが好きな人もいるし、そこは人それぞれ。

　別にいいと思う。

「ふんふん――じゃあ蓮くん理論では？」

「ソードダンサーかな。二番手で空くう賊ぞく」

　どっちもＤランク評価だ。そしてボンクラーズ入りしている。

「どっちも不遇ジョブ系だけど、俺的にはいてくれたら助かる」

「ふんふんふん――」

「というわけでソードダンサーお願いしまーす」

　一緒にネトゲやってたノリでさらっと無む茶ちや振ぶりしてみる。

「うん。おっけー」

「あざす！　さっすがマイベストフレンド！　ってかやけにあっさりＯＫだな？」

　いつももうちょっとぶーぶー言われたはずだけどなー。

「遅れて心配かけちゃったし、待っててくれて嬉しかったからサービスね」

　こうして、あきらのジョブはソードダンサーに決定した。

　そして授業が終わって放課後――

　前田さんがあきらのところにやってきて、声をかけていた。

「青柳さん。よかったらレベル上げを手伝うけれど、一いつ緒しよにどう？」

「わ、ありがとう。でもレベル差ありすぎてＰＬっぽくなっちゃうだろうし、迷めい惑わくになっちゃうから遠慮するね。前田さんは攻略リーダーなんだし、攻略に専念して。わたしは蓮くんとレベル上げていくから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ＰＬっていうのはパワーレベリングの略。

　高レベルプレイヤーの力を借りて、通常より早いスピードで経験値稼かせぎをすること。

　ほかのプレイヤーが敵を倒している側そばでＰＬをやると、一気にモンスターの数が減って狩かり場ばが枯かれるし、あまり褒ほめられた行こう為いではない。

「そう？　高代くんも本気でレベル上げしてくれるのね？」

「イエス。今日から本気出します！」

「追いついてミッション協力するからね！　せっかくやるんだし、絶対優勝しよ！」

「分かった、期待してるわね。じゃあよかったらこれを持って行って」

「おぉ～『ＵＷアンリミテツド・ワールドガイドブック』！　噂うわさの攻略本だあ、いいの？」

「うん。必要なところは覚えたつもりだから大丈夫。良かったら使って」

「暗記!?　前田さん凄いねそれ」

「そ、そう？　でも英単語とか覚えるよりは面白いし――」

　ああ、前田さんうちのクラスで一番勉強得意だしな。

　だからクラス委員で攻略リーダーなわけで。受験勉強的なノリなわけか。

　しかしこれ結構するのにポンとくれるとは、前田さん面めん倒どう見みいいなー。

「ありがとう。使わせてもらうね。それじゃわたし、職員室行ってくるね。先生に呼ばれてるから」

　というわけであきらはジョブとかの初期設定をするために職員室に行き、クラスのみんなはレベル上げやミッション攻略のために出て行って、教室には俺おれだけ残った。

　あきらが戻ってくるのを待って、レベル上げに行く予定。

　待ってる間は手持ちの素材を使って、合成スキル上げでもしておこう。

　暇ひまを見てコツコツやっとかないとな。

　小一時間くらいが経って――あきらが戻って来た。

「ちょっと蓮くんっ！」

　顔を赤くして、なんかちょっと怒ってる？　感じ。

　髪色の設定をいじったらしく、ピンクっぽい色味になっていた。

　それとそれまでの学生服から、服が変わっている。

　ジョブ設定したときに、そのジョブの初期装備がもらえる。それになっていた。

「なにこれぇ!?　戻ってくるときもめっちゃ見られて、すごい恥ずかしいんだけど！」

　あちこちにフリフリやひらひらのあるドレスは、とても可愛らしいのだが――

　その実、相当露ろ出しゆつ度どが高かったりする。

　腋わき見せだわ胸むな元もともぱっくり穴あきだわで、あきらの巨乳が思いっきり強調されていた。なんかもう谷間がぷるぷるしてるし。

　当然のごとく下も超ちようミニで、ふとももがもろに見える。
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　ってか中も見えそうなギリギリのライン。

　うーん……はっきりいってエロいですな、これは。

「おぉぉう……いいね！」

　俺はグッとサムアップして応こたえた。

　ソードダンサーの装備は全体的にこんな感じらしい。

　このジョブはＤランク評価で、ボンクラーズの一員だ。

　だけど、実は性能自体は結構高いと評価されてもいる。

　役割ロール的には回復役ヒーラー。けれど少し特とく殊しゆで、回復魔法を使うのではなくて、回復効果のあるダンスで回復を行う。

　そしてダンスはＭＰを消費しない。ソードダンサーはＭＰ持ってないから０だ。

　何を消費するかというと、ＡＰアーツポイントになる。

　ＡＰアーツポイントは超必殺技のゲージみたいなもの。

　だから、敵に攻撃をヒットさせたり食くらったりで溜めないといけない。

　そのために敵に接近して殴り続ける立ち回りになる。前衛型の回復役ヒーラーなわけだ。

　使える武器は片手剣か両手剣。ＡＰアーツポイントをダンスじゃなくてアーツに使えば攻撃役アタツカーもできたりして、いろいろ立ち回れる。テクニカルで中々面白おもしろそうなジョブだ。

　じゃあ何が評価を下げるのか？

　それはつまり、装備全ぜん般ぱんの露出度が高過ぎること。

　モニターを前にして自キャラを眺める普ふ通つうのＭＭＯＲＰＧなら、露出度高かろうがニヤニヤしていられる。

　けど自分自身がゲーム内キャラになる感覚のＶＲＭＭＯだと、感覚がリアルに近い分、大だい胆たんなデザインの装備は着るのが普通に恥ずかしい。

　だから、自分に自信がある人専用ジョブとか言われたりする。

　女子になってほしいジョブナンバーワンで、女子がなりたくないジョブナンバーワンでもある。そんな中の人問題によって人口が少ないっていう悲しいジョブだ。

　まああきらのリアクション見てたら納得だ。確かにこれは恥ずかしいかもな。

　見てる俺からすればそれはもう、ありがとうございますだけどさ。

「蓮くんひょっとして、えっちい目的でソードダンサーって言ってたりしないよねえ!?」

「それはない！　俺昨日までアキラは男だと思ってたけど、ソードダンサーやってくれって言おうと思ってたぞ！　性能のためにはちょっとキモくても我が慢まんするつもりだった！」

「……ホントにぃ？　とか言いつつ喜んでたよねえ？」

　不ふ審しんそうな目線が突つき刺ささる。

「そりゃキモい絵を我慢するつもりが、美少女のビキニアーマー的な何かに差し代わったら嬉しいに決まってるでしょうに」

「美しょ……うーん……し、仕方ないなあ。もう決まっちゃったし、これで行くしかないかあ。よし、気を取り直してレベル上げ行こっ！」

　コロッと笑顔になった。やっぱ表情豊かだ。

「でもやっぱ恥ずかしいから、移動中はこれで……」

　そう言うと、学生服に装備を切り替えてた。気持ちは分かるが、ちと残念。







第２章　デッドエンド







　それから、俺達は校舎を出て浮ふ遊ゆう都市ティルーナの街中エリアに。

　そこから飛空艇ていが発着する港に向かった。

　ＵＷアンリミテツド・ワールドの世界各地にはワープ用の移送方陣ゲートがある。

　だけどこれ、一回現地で触ふれて開通しないとワープできない。

　ワープ開通が済めば学校にある転送ルームからすぐワープできる。

　あきらは最初の移送方陣ゲートも開通してないし、はじめは飛空艇で行くしかない。

　港に着くとトリニスティ島行きの飛空艇はもう出発寸前。

　急いで乗り込むとすぐに飛び立った。

　俺達の他ほかの乗客も何人かいたけど、数は少ない。

　みんなわざわざ飛空艇を使わずに移送方陣ゲートでショートカットするからな。

　港を飛び立った飛空艇は、浮遊都市の全景を背に、真っ青に澄すみ切った空を進む。

　空も、下に見える海も、全部が青くて綺き麗れい。すごい幻げん想そう的てき。

　絶景マニアのあきら大歓喜で、甲かん板ぱんに出て大はしゃぎしていた。

「うわあああああっ！　すっごい絶景だよこれえ！　気持ちいいねーっ！」

「ああ、この臨場感はこのゲームでしか味わえねーよなー！」

「これだけでもこの学校にしてよかったなあー！　すっごいリアルー！　あっそうだ、スクリーンショット撮とりたい！　ねえ蓮れんくん、どうやって撮るのこれ？」

「ん。ほいこれ」

　俺はアイテムボックスから『魔ま導どう式映写機』を取り出だす。

　デザイン的にはアンティークなカメラという感じ。それをあきらに渡わたした。

「やるよ。このゲームのスクショはカメラで撮るんだってさ。これで撮って、画像をエクスポート設定したら、学校からデータがメールで送られてくる感じっぽい」

「わぁ、ありがとー！　蓮くん準備いいね」

「まあ絶対欲しがるって分かってたから、合成で作っといた」

「さっすがあ！　話が分かる！」

　あきらは甲板のあっちこっちに移動して、写真を撮りまくっていた。

　こうやってはしゃいでる姿は何かいいな。

　別ゲーではしゃいでスクショ撮りまくってるガチムチ獣じゆう人じんキャラでも何か可愛い奴やつだなって思って見てたけどさ、今は何て言うか、正しい意味で可愛いぞ。

「蓮くん！　一緒に撮ろうよー！　すいません船員さーん、写真撮って下さーい」

　あきらが、甲板に配置されていたＮＰＣの船員さんに話しかける。

　ＮＰＣは名前が緑で表示されるので、すぐに分かる。プレイヤーは青白い色だ。

　ＮＰＣの思考ルーチンも凝こりまくっているらしく、船員さんＮＰＣは快くカメラを受け取って、バックに浮遊都市が映るような位置取りを俺おれ達たちに促す。

「はいその辺でー。もうちょっとお互たがい近寄って下さいねー」

「はーい」

　あきらがすっと俺に寄って、腕うでに抱き着いてくる。

　そうなると肘ひじのところにおっきい胸がこう、むにっと――

　や、柔やわらかい……ていうかこのゲームこんなところまで無意味にリアルすぎだろ。

「蓮くん蓮くーん」

　あきらがなんか悪そうな顔してる。

「え？」

「わたし前にさあ、この学校来ればモテるって言ったじゃん？」

「あー言ってたなあ」

「どう？　今女の子にモテてるっぽいぞー？」

　あからさまにからかわれてる気配。

　しかしこちとら彼女いない歴イコール年ねん齢れいのヘビーゲーマーだ。

「えっと……ど、どうも……」

　気の利きいた切り返しなんて浮うかんできませんが！

　そういう事言われても、ただドキドキするだけなんですけど！

「な、なんか面白く返してよお……わたしも何か恥ずかしくなってきちゃったし……」

　なんか俺の緊張が向こうにも伝でん染せんしたっぽい。

「ご、ごめん……」

「いや、いいんだけど……ひょっとして嫌いやだった？」

「いやそんなことは――」

　こんな可愛い子に抱き着かれて、嬉しくないはずはない。けど慣れてないので照れる。

「はい撮りまーす。ちょっと表情硬かたいですよー。笑顔でお願いしますねー」

　そんな感じで写真を撮ってもらい、船員さんＮＰＣにはお礼を言った。

　どんな顔して写ったんだろ俺は。恥ずかしいから見たくないぞ。

　それから暫しばらくしてちょっと落ち着くと、話題はお互いのキャラスペックに。

「そういえば蓮くんのステータスって、今どんな感じなの？」

「んーと……」

　俺はシステムウィンドウを呼び出して、ステータスの詳しよう細さいを開く。

　何もない空中に、透とう過かウィンドウがポンッて浮かび上あがる感じ。

「見ていい？」

「どぞどぞ」

　で、あきらがウィンドウをのぞき込む。

　ステータスは複数ページにまたがるので、まず先頭ページから行こう。
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【キャラステータス】




　ジョブ　紋もん章しよう術じゆつ師し

　レベル　４




　ＨＰ　１０３／１０３

　ＭＰ　41／41

　ＡＰアーツポイント　０／３００




　ＳＴＲ筋力　９

　ＶＩＴ耐久　10

　ＤＥＸ器用　11

　ＡＧＩ敏捷　11

　ＩＮＴ知性　20

　ＭＮＤ精神　15

　ＣＨＲ魅力　13




　タレント１　暗器使い

〈効果〉　暗器系統の武器の装備を可能とする

　タレント２　スキルチェーン

〈効果〉　スキル・アーツを３つまで連結した奥おう義ぎを編み出す

　タレント３　ファイナルストライク

〈効果〉　スキル「ファイナルストライク」を習得

　タレント４　流れ作業

〈効果〉　合成モーションをスキップして実行可能ただしＨＱ発生なし

　タレント５　なし




　ＬＵＢレベルアツプボーナス　12

　ＭＥＰメリツトポイント　１４１

　所持金　５４３３８ミラ




【装備一覧】

　メインウェポン　仕込杖（ＯＥＸ）

　サブウェポン　　なし

　頭　なし

　胴どう　シャーマンローブ

　腕　なし

　脚あし　シャーマンスロップス

　足　ノービスシューズ

　アクセサリ１　なし

　アクセサリ２　なし






　ってこんな感じ。

　ＬＵＢレベルアツプボーナスはレベルが上がるごとに貰える。

　これを振ふってステータスを上げられる。

　各ステータスの意味は――

　ＳＴＲ筋力は物理攻こう撃げき力りよくに影えい響きようする。

　ＶＩＴ耐久は物理防ぼう御ぎよ力りよくや最大ＨＰに影響する。

　ＤＥＸ器用は物理攻撃の命中率やクリティカルヒット率に影響する。

　ＡＧＩ敏捷は物理攻撃の回かい避ひ率や移動速度に影響する。

　ＩＮＴ知性は魔ま法ほう攻撃力や最大ＭＰに影響する。

　ＭＮＤ精神は魔法防御力や最大ＭＰに影響する。

　ＣＨＲ魅力はダンスの効果や様々な判定に影響する。

　ベースのステータスは、ジョブごとに傾けい向こうがある。

　そこから任意にステ振ぶりして補正できる仕組みだ。

　今のところまだ溜めるだけで振っていない。

　ＭＥＰメリツトポイントはタレントやアーツや武器防具だったり、いろんなものと引ひき換かえにできるポイント。

　まさにメリットしかないポイントで、あればあるだけ嬉しいものだけど――

　これの唯ゆい一いつの入手方法は、学校のテストだったりする。

　今持ってる値は俺の入試五教科の合計点マイナス１００ポイントだ。

　次の定期テストは頑がん張ばらないとなー……

　ちなみに１００ポイントはタレントの『ファイナルストライク』と交こう換かんした。

　そのタレントについて。

　これは各プレイヤーに５スロット用意されていて、ジョブの装備可能品を拡張したり、追加でスキルを覚えたり、合成を楽にできるようにしたりと効果は多種多様。

　この組み合わせでキャラ性能がだいぶ変わってくるから、自由度は相当高い。

　腕の見せ所というか、試行錯誤のし甲が斐いがある。

　紋章術師なら『皆かい伝でんの証あかし〈回復魔ま法ほう〉』とかがあるといいかも知れない。

　純ヒーラーの回復魔法には性能で劣おとるけど、回復魔法が使えるようになる。

　これで敵の弱体にしか活いきないＭＰが回復にも使えるようになるわけだ。

「ふんふん……暗器使いにスキルチェーンで奥義――ほほーう……」

　あきらは手元に『ＵＷアンリミテツド・ワールドガイドブック』を開いて俺のステータスウィンドウと見比べる。

「うわ！　『暗器使い』と『ファイナルストライク』はＥ評価で、『流れ作業』はＤで、『スキルチェーン』だけ辛かろうじてＣとかだよお？　攻略本的にはどう見てもダメダメなセッティングなんですけど……これで魔ま改かい造ぞうできてるの？」

「最低限はな。スタート地点には立ってると思う」

「ふうん……蓮くんが自信あるならそれでいいんだろうけど――奥義とか攻撃役アタツカー向けのセッティングだよね、紋章術師って超ちよう低てい火か力りよくの支援役バツフアーだよねえ？」

　と、いまいち釈しやく然ぜんとしない感じ。

「まあ見てなさいって。攻略本って言っても絶対じゃねーし。新しい流行が生まれれば評価なんてコロッと変わるんだよ」

「とのビッグマウスですが、わたしはここからの大失敗パターンも結構見てるので、結果見るまで信用しませーん」

「あっははははは」

　うーんさすがにあきらは話が分かる。でも今回は自信あるけどな。

　世間一いつ般ぱんに広く出回ってるゲームじゃないから、これまでの総プレイヤー数は普通のゲームより少ないはず。ということはプレイヤー側の試し行こう錯さく誤ごが足りなくて、ダイヤの原石が埋うもれてるって可能性は他のゲームより高い。

　俺のセッティングはダイヤの原石になれる――！　はずだ。

「でもこのタレントのシステムって自由度高そうだし、スキルチェーンで奥義作成とかも面白そうだね、いろいろ試せそうだし。ねえ、これどうやって取ったの？　わたしも奥義作りたい！」

「トリニスティ島の最初の街のクエで取れたな。まあ『野の兎うさぎの肉』３０００個集めなきゃダメだったけど」

「うわマゾい何それー！　やだー！」

「素材集めがてらできたから、俺にとってはご褒ほう美びでしたが」

　アイランドバニーっていう、最弱レベルの敵から戦利品を集めるクエストだった。

　敵レベルが低すぎて、レベル４で経験値が入らなくなったのが逆に都合が良かった。

　低レベルを維い持じしてあきらを待っていられたから。

「トリニスティ島の一層でひたすらウサギ狩がりしつつ、そこらの岩場で鉱石採さい掘くつしたり、森で木こりしたり、古こ墳ふんで穴掘ほりしたりな。おかげで合成スキルは結構上がったし、うなるほど素材が溜たまって溜まって――」

「わ、わたしのせいとはいえ……さすが蓮くんはルーチンワークに強いねぇ」

「ルーチンワークとローラー作戦は俺の得とく意い技わざですから」

　多分俺、工場とかのバイトに向いてる。やった事はないけれど。

　心を無にするのがコツなんだよ。

　そしたらいつの間にか素材の数とか、合成のレベルが上がってるから、積みあがる数字を見てニヤニヤできる。

「……わたしは別の方法でスキルチェーン取ろうっと。４５０ＭＥＰメリツトポイントだっけ。うーんＭＥＰメリツトポイント貴重だし迷うなあ」

「ＭＥＰメリツトポイントはいくつあるんだ？」

「４６５だよー」

「！　すっげ!?　五教科平均で93点とかじゃねーか!?」

「運だよ、運。問題が簡単だっただけかな」

　俺は五教科合計で２４１点なんだけどな……まあ今はいいか。

「俺のあとのタレントは『暗器使い』が初期タレントで、『ファイナルストライク』はＭＥＰメリツトポイントと交換して、『流れ作業』もクエで取ったな。こっちのクエは『ウッドテーブル』２５６個合成して納品だったから楽だった」

「２５６個合成が楽かどうかはグレーゾーンだと思うけどなあ、わたし」

「そういえば、あきらの初期タレントは何がついた？」

　キャラの初期設定をした時点で、一つだけタレントが貰える。

　何が貰えるかはランダムで、完全に運うん試だめしのくじ引き感覚だったりする。

「んー？　『闘神の息い吹ぶき』だよ」

「ええええっ!?　マジかよ!?」

「うん。へっへー、ラッキーだよね？」

　滅め茶ちや苦く茶ちやいいタレントだった。ＭＥＰメリツトポイントなら１０００とかするはずだ。

　効果はＡＰアーツポイントが時間経過で自動的に増えるというもの。

　敵を殴なぐるかダメージを食うかしないと貰えないＡＰアーツポイントが時間で増えるのは相当大きい。

　全すべてのアーツ使いにとって獲かく得とく推すい奨しようの良タレントだ。攻略本でも納なつ得とくのＡ評価。

　特にＡＰアーツポイントを回復力に変へん換かんするソードダンサーには、ＡＰアーツポイントはいくらあっても足りない。

　まさにうってつけ。ピンポイントにズバッと引いてくる。

　昔からあきらはとんでもなくヒキが強く、類たぐい稀まれな豪ごう運うんの持ち主だったりする。

　一緒にアイテム取りしてても、まずあきらが先に出すしなー。

「あ、相変わらず運いいなー……俺なんて『暗器使い』なのに」

　安定のＥランク評価なんだが。身も蓋ふたもなく言えばゴミタレントだぞ。

　俺たちはとりあえず、俺のステータスの２ページ目を見ていく。
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【魔法一覧】

　ディバイトサークル（消費ＭＰ５～∞　再使用時間　０／10秒）

　〈効果〉　侵しん入にゆう者しやのＶＩＴ耐久を25％引き下げる効果のある紋もん章しよう陣じんを設置

紋章術師専用




　ディアジルサークル（消費ＭＰ５～∞　再使用時間　０／10秒）

　〈効果〉　侵入者のＡＧＩ敏捷を25％引き下げる効果のある紋章陣を設置

紋章術師専用




【スキル一覧】

　ターンオーバー（再使用時間　０／３００秒）

　〈効果〉　現ＨＰとＭＰを入いれ替かえる　紋章術師専用




　ファイナルストライクＬＶ１（再使用時間　０／３００秒）

　〈効果〉　次の一いち撃げきで武器が消しよう滅めつするが大ダメージ




【アーツ一覧】

　チャージスペル（消費ＡＰアーツポイント　１００）

　〈効果〉　杖技　ＭＰを最大値の20％回復する




　抜ばつ刀とう術じゆつ（消費ＡＰアーツポイント　０）

　〈効果〉　暗器技　不意を打つ強きよう烈れつな抜ぬき打うち　１回攻撃

１戦せん闘とうに１回のみ発動可能　現ＨＰが低いほどダメージ上じよう昇しよう

防御力無視　スウェイ不可






　と、こうなっている。

　あきらが注目したのは『抜刀術』だった。

「『抜刀術』が暗器のアーツかな？　暗器ってクセが強くて扱あつかい辛づらい上に入手ハードルが高く、しかも肝かん心じんの暗器技は一発芸仕様で実用性皆かい無むって書かれてるけど……ホントにそうなんだ？」

　攻略本片手に質問が飛んでくる。

「だなー。基本暗器のアーツって、ＨＰ減ってないとよえーんだよ。ＨＰ満タンだと通常攻撃と変わらんし、一戦闘に一発のみだし。消費ＡＰアーツポイントが０だからいつでも撃うてるのだけはいいけど」

　暗器ってリアルには不意打ち用の隠かくし武器だ。

　一回正体見せたら隠す意味がないことのゲーム的再現で一戦闘に一発なんだろう。

「じゃあＨＰをぎりぎりまで減らして撃てばいい感じ？」

「結構いいダメージだけどな……けどＨＰを限界ギリギリまで減らすのってむずいぜ」

「まあそうだねえ。ガチな相手にそんな余よ裕ゆうかましてたら死んじゃうし。パーティ組んでるヒーラーの人にも余計な心配させるしね」

「そう。だから安全に使おうと思うと、ソロで舐なめプできる雑魚ざこ敵相手にまったりＨＰ削けずって貰もらってゲージ赤くして、おもむろに『抜刀術』叩たたき込んでダメージ見て喜ぶ、っていうのがベストになるわな。まあアイランドバニー師し匠しようには何回もお付き合い頂いたけど」

「あはは……やったんだ」

「しかも暗器系って全部ＯＥＸ属性付いてるんだよな」

「ＯＥＸ？」

「Ｏが同時に一つしか持てない、ＥＸが他人に渡せない」

「……じゃあ自分で作るか拾うか？」

「そう。自分で合成必ひつ須す」

　隠し武器だし人目に触れないように自分で仕込むっていうのをゲーム的に……以下略。

　とりあえず、頑張って作れるようにはした。

　暗器作成を目指して一層で素材集めをして、合成スキル上げもして。

　目標を定めてコツコツやるのは楽しいから、俺的には苦に感じなかった。

「うーん……」

「しかもデフォルトで暗器装備できるジョブはないんだよ。タレント枠わくは絶対一個消費するっていう。タレント枠って五枠だけだろ？　その貴重な枠にこれ入れますかって話」

「うん、いらないね。貫かん禄ろくのＥランクだね」

「だよな。そこは俺も認める。流石さすがにこれが初期タレントじゃなかったら、俺だって選んでねえよ」

　最終的に試ためしに取ってみる事はあったかもしれない。だけど絶対優先度は低かった。

「まあじゃ次、３ページ目な」
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【奥義一覧】




　デッドエンド（ターンオーバー⇒ファイナルストライク⇒抜刀術　発動可能）






　３ページ目は今のところ奥義だけしか表示するものがなく、短い。

　だがそれを見たあきらの表情が変わった。

　さすがにあきらにここまで見せれば、大体察しはつくだろう。

「んむむぅ!?　あ！　なるほど……こ、これはなんか怪あやしげな魔改造臭しゆうがプンプンするんですけど……」

「やあ、お客さんお目が高い！」

「ねえ、あとで試し打ちするのを見せて……」

　と、あきらが途と中ちゆうで何かに気が付いて俺の後方を指さした。

「あれ？　ねえ蓮くん、向こうから黒い飛空艇が近づいてくるけど、あれ何？」

「え？　んー見たことねーな」

　結構あっちこっちが傷いたんでいる感じがする。

　蜃しん気き楼ろうみたいにゆらゆらしてるようにも見える。

　何と言うか、不気味な感じ。それが急速にこっちに近づいてくる。

　俺達に続いて、船員さんＮＰＣも接近する飛空艇に気が付いたようだ。

「ゆ、幽ゆう霊れい船せん……！　幽霊船だーっ！　あの噂は本当だったんだ……！」

　幽霊船？　そんなのあったのか。低確率で発生するレアイベントか？

「いけないお客さん！　すぐに船内に避ひ難なんしてください！」

　必死な船員さんに背中を押おされて、俺達は甲板から船内に連れていかれる。

　相手がＮＰＣとはいえ、こう必死な様子を見せられると素す直なおに従ってしまう。

　だけど逆に、喜び勇んで船内から出ていこうとする奴らもいた。

　俺達の他にいたプレイヤーの乗客だった。

　六人でパーティを組んでいるみたいで、レベルは18～20くらい。

　ジョブ構成は重じゆう騎き士し、闘士ウオーリア、猟師ハンター、盗賊ローグ、僧侶クレリツク、吟ぎん遊ゆう詩人か。

　パーティリーダーの星印のアイコンが付いたプレイヤーに注目してみる。





　片かた岡おか真しん一いち（１－Ｂ）

　レベル20　盗賊ローグ　ＰＴリーダー。






　みんなＢ組の生徒みたいだ。

「っしゃキタキター！」

「大チャンスだ他にＰＴいねえし！」

「張ってた甲か斐いがあったな！」

　そうテンションを上げながら甲板に行こうとするのを、職務に忠実な船員さんＮＰＣは止めようとしていた。

「いけませんお客さん！　危険ですよ！」

「わりいな！　どいてろよ！」

　強ごう引いんに突き飛とばされてた。そして片岡達たちのパーティは甲板に出て行った。

「何あれ態度悪いなあ。大だい丈じよう夫ぶですか？」

　あきらが船員さんを助け起こす。

「は、はい……すみません、ありがとうございます」

「何が起きるのかねー。何回か飛空艇乗ってるけど、こんなの初めてだわ」

　俺おれは船室の窓から甲板の様子を見る。

「うーん攻こう略りやく本ぼんにも何も書いてなさげだよー」

「まあガイドブックってくらいだし、攻略本としては入門編なんだろうな」

「だとしたら、何であの人達これ知ってる感じなんだろうね？　初見だったらびっくりするよね？　そんな感じじゃなかったよお」

「ああ。狙ねらってた感じだよな。前にたまたま当たったことがあったとかかねー？」

　そこは聞いてみないとわからないんだけど。

「わたし達が戦っても、多分役に立たないよねえ？」

「まあレベル４と１だしな」

「じゃあここで安全にスクショ撮ってよーっと。なかなか見れなさそうだもんね」

　あきらは観戦モードを決め込んでいるみたいだった。

　迎げい撃げきに出たＢ組のＰＴは、吟遊詩人や僧侶クレリツクの強化用魔法や呪歌をかけてもらい、戦闘準備を整えていく。

　ＰＴメンバーのステータスアイコン欄らんに、良性ステータスアイコンが追加されていく。

「味方の強化できるのはいいよなー。紋章術師は敵の弱体だけだし」

「強化の方が効果を体感しやすいから、有あり難がたがられるしねえ」

「だなー。しかも紋章術師のサークルなんて設置式だから、敵に移動されたら無意味になるしな。そのかわり踏ふませさえすればレジストされんけど」

　レジストというのは、『○○は眠ねむりの呪じゆ文もんを唱えた、しかしきかなかった！』って現象の事を指してる。敵の耐たい性せいが高いと、そういう事が起こりやすくなる。

「んじゃヘイト管理が重要になるって感じだね」

「ああ。盾役タンクががっちりターゲット取ってくれると敵も動かねえからな」

　ヘイト――つまり敵からの敵対心になる。

　敵モンスターは、その時一番高いヘイトを取ってるプレイヤーを狙って攻撃する。

　ヘイトはダメージを与あたえたり、味方を回復したりの敵対行動を取ることによって増え、逆にその敵からダメージをもらったり、時間経過することによって減っていく。

　だから盾役タンクがターゲットを維持するには、敵からの攻撃でヘイトを減らしつつも、ほかのＰＴメンバーより多くのヘイトを持っている状態を維持しなければならない。

　盾役タンクはヘイトを稼かせぐ手段をそれぞれ持っているから、それを駆く使しすることになる。

　そこがうまく機能していれば、モンスターは盾役タンクに張り付く。

　だから、紋章術師的にはその足元にサークルを展開して弱体を行うことになる。

「だけど、対人戦だと見てすぐ避よけられちゃうよね」

「そう、そこなんだよな。このゲーム対人もあるもんな」

　あきらの言う通り、対人ではサークルを見た相手がその上に乗らなければいいだけになってしまう。だから紋章術師は対人戦ではますます役立たず扱いだったりする。

「うーん何かこう、物足りない感……」

「効果範はん囲いを思いっきり広げて避けられないようにする手もあるけど、範囲を広げれば広げるほどＭＰ消費も大きくなるってね」

　大範囲のサークルを魔法で設置すれば、ＭＰが満タンでも一瞬で空にできてしまう。

　それだけ範囲の拡張はＭＰ消費が激しい。

「『ターンオーバー』があるしＭＰの持久力は悪くなさそうなのにね」

『ターンオーバー』は、再使用時間リキヤスト五分でＨＰとＭＰの値を入れ替える紋章術師の専用スキルだ。

　ＭＰが空でもＨＰが残っていればＭＰを補ほ充じゆうできる。

　あきらの言う通り、ＭＰの持ちを良くしてくれる。これは良スキルだと思う。

「魔道士ウイザードとか僧侶クレリツクもＭＰ補充スキル持ってるけどな。あっちはＨＰと入れ替えじゃなくて純じゆん粋すいにＭＰ回復だし、吟遊詩人の呪歌はそもそもＭＰ消費しないし」

「そこでも劣れつ化かなんだ……ボンクラーズのリーダーは伊達だてじゃないって感じだね」

　そう話してるうちに飛空艇が大きく揺ゆれた。

　見ると、幽霊船から発射されたアンカーがこちらの船体に巻きついていた。

　そしてそのアンカーを伝って、敵がわらわら乗り込んでくる。

　みんな武装をしたヒト形がただった。

　赤い目以外はのっぺらぼうで、真っ黒の表皮の異相。

　スペクターという種族のアンデッドモンスターだ。

　レベルは全部16だった。数は十体ほど。これは俺達では厳しそうだ。

　スペクター達と、待ち受けていたＢ組のパーティとの交戦が始まる。

「足止め頼たのむ！」

「おう！」

　まず吟遊詩人が前に出て『亡もう者じやのレクイエム』という呪歌を発動させる。

　その効果範囲に巻き込まれたスペクター達が、一いつ斉せいに止まって動かなくなった。

　対アンデッド特化の睡すい眠みん効果だ。便利だ、俺もあんなの欲ほしい……

　突とつ入にゆうしてきたスペクターの殆ほとんどは眠りに落ちた。だが、何体かは漏もれている。

　それが詩人に向かおうとする。

「おらこっち来い！」

　盾役タンクの重騎士が範囲系のヘイト獲得タウントスキルの『名乗り』を実行。

　スペクター達は重騎士に矛ほこ先さきを変える。敵のターゲットタゲ取りがうまく行った。

　三体に一斉に殴られても、全身鎧よろいでガードを固めてビクともしない。

　その隙すきに闘士ウオーリア、猟師ハンター、盗賊ローグの三人の攻撃役アタツカーが一体ずつ集中攻撃して撃げき破はする。詩人の強化用の呪歌が効いていることもあって、撃破が速い。

　僧侶クレリツクは後方に下がって、適てき宜ぎ重騎士や被ひ弾だんした攻撃役アタツカーの回復。

　けどガードを固めた重騎士は、物理攻撃にとても強い。

　そんなにダメージを貰っていないので、回復役ヒーラーとしては若じやつ干かん暇ひまそうだった。

　三体処理し終わったころに、眠っていた他ほかのスペクターが目を覚まし始める。

　しかしその頃ころには、『亡者のレクイエム』のリキャスト時間も経過している。

　もう一発『亡者のレクイエム』が発動。

　そこで漏れた敵をまた重騎士がヘイト獲得タウントスキルで拾って引き付ける。

　そして攻撃役アタツカー達が各個撃破。以下ループになりそうな展開だった。うまく回っている。

「なかなか快調って感じだねー」

　と、あきらが完全に観客のコメントをしている。

「だなあ」

　詩人の範はん囲い寝ねかせが大きい。あれで大部分足止めできてるから楽にやれている。

　更さらに味方の強化もしている。地味だけどいるといないとでは大おお違ちがい。それが支援役バツフアーだ。

　Ｂ組のＰＴは特にピンチらしいピンチもなく、スペクターの部隊を倒たおし終えた。

　すると少し数が増えた構成でもう一回敵てき襲しゆうがあったけど、それもうまく処理していた。

　更にスペクター部隊のおかわりが来るかと思っていたら、今度は様子が違ちがった。

　現れたのは一体だけ。

　だけど今までのスペクターと比べて、明らかに二回りくらい体が大きかった。

　恰かつ好こうも豪ごう華かで、海かい賊ぞく船せんの船長という雰ふん囲い気きだ。

　頭上に浮かぶネームを見ると、『幽ゆう霊れい艇てい長ちようのギルギア』と表示されてる。

　レベルは27。王おう冠かんアイコン付きのレアモンスターだった。

　いわゆるボス的な存在ということになる。

　スカイブルーに透すき通とおった、宝石みたいに綺き麗れいな剣けんを携たずさえている。

「わおーなんか強そうなの出たー！　スクショスクショ！」

　ボスの登場に喜んで、カメラで撮とりまくるあきら。

　ってか大丈夫なのかね。これあのＢ組のＰＴがやられたら、俺おれ達たちまであいつに倒されるんじゃなかろうか。

　まあ戦闘不能になっても、デスペナルティは経験値がちょっと減るくらいではあるんだが。

　Ｂ組のＰＴはギルギアが近づいてくるまでの間に強化をかけなおし、準備万ばん端たんで迎むかえ撃つ態勢を取っていた。

　重騎士が前に出て『名乗り』でターゲットを取ろうとする。

　それはきっちり成功していた。だけど、何故なぜかギルギアはそこで足を止めた。

　そしてその場でスカイブルーの剣を振り下おろす。

　当然間合いが少し遠いので地面を叩く。

　ん？　と思ったけれどすぐ理由が分かった。

　剣けん先さきから吹ふき上がるような衝しよう撃げき波はが生まれ、重騎士に向かって突っ込んで行ったのだ。

　予想していなかった重騎士は、避けられずに防ぼう御ぎよ姿勢を取る。

　ガードしたもののその上から削られ、結構なダメージを貰っていた。

　ログウィンドウをアクティブにして確かく認にんすると、１３７ダメージだ。

　大体ＨＰの３割くらいを持っていかれている。一撃でこれは結構重い。

　あの衝撃波は魔法属性なのか？

　重騎士は物理攻こう撃げき耐たい性せいは頭一つ抜けている反面、魔ま法ほう耐たい性せいは並み程度だった。

　少し間をおいてもう一発衝撃波。今度は予測していたからか、回避に成功する。

　その隙を見て、攻撃役アタツカー達が接近して近接攻撃を仕し掛かけていた。

　パーティリーダーの盗賊ローグの片岡と闘士ウオーリアが左右からボスを挟はさんで攻撃開始。

　猟師ハンターも離はなれたところから弓を射かけていく。

　攻撃役アタツカー達の通常攻撃で大体一発当たり10～20のダメージくらい。

　アーツ一発のダメージは50前後くらい。

　流石にボスだし堅かたいな。そこそこ回避スウエイも発動している。

　これはＡＧＩ敏捷が高いと発動する自動効果だ。

　盾役タンクの重騎士が、衝撃波に当たらないよう避けつつ間合いを詰つめた。

　ボスも衝撃波による遠えん隔かく攻こう撃げきを止やめ、盾役タンクに対して直接攻撃を仕掛ける。

　盾役タンクの被ひダメージは大きく、ボスからのアーツを食くらうとＨＰが25％以下のレッドゾーンに行ってしまっていた。

　それを僧侶クレリツクの回復魔法で持ち直し、何とか戦せん況きようを維持していた。

　被ダメージが大きい、すなわちヘイトの抜けが多いという事だから、ボスのターゲットがふらつきそうに思える。

　けれど、リーダー片岡が盗賊ローグのスキル『スケープゴート』を駆使し、重騎士のタゲ維持を上手うまくサポートしていた。

　これは30秒の間味方プレイヤーの陰かげから敵を攻撃すると、そのダメージヘイトが全部その味方プレイヤーに行くという効果だ。しかも攻撃にダメージボーナスまで乗る。

『スケープゴート』の効果時間中にアーツ発動を重ね、タゲの安定とダメージ稼ぎを両立させている。ボスの残りＨＰは７割ほど。このまま削り切れるかどうか――？

　暫しばらくそのまま維持し、残り５割――

　ここでボスが新たなアーツを放ってくる。ログには『クレセントスラッシュ』と出た。

　三日月のエフェクトを伴ともなった前方範はん囲い攻こう撃げきだった。

　タゲは変わらず重騎士が取っていたけど、運の悪いことに『スケープゴート』の効果時間中の盗賊ローグがその背後に立っていた。

　一いつ緒しよに巻き込まれてしまい、重騎士はＨＰレッドゾーン。

　リーダーの方は戦闘不能になってしまいその場に倒れた。

「あっ！　巻き込まれた！」

「あちゃー。こりゃ痛いぞ」

　盗賊ローグの『スケープゴート』によるサポートが無くなった。

　盾役タンクのターゲット維持が厳しくなりそうだ。

　俺の懸け念ねんは当たった。

　僧侶クレリツクの回復魔法によるヒールヘイトが、盾役タンクを上回ってしまった。

　そうなるとボスは僧侶クレリツクの方を向いて走っていく。

　それを止められずに、僧侶クレリツクがボスの剣の前に倒れてしまった。

　メインヒーラーがいなくなった。これは正直もう厳しい。

　あとは一人ずつ個別に倒されていき――結局Ｂ組のＰＴは全ぜん滅めつとなってしまった。

　ボスのアーツに盗賊ローグが巻き込まれて落ちたのがターニングポイントだった。

　あれがなければ、崩くずれてなかったかも……

　運が悪いというか、中の人が上手いというか。絶ぜつ妙みようのタイミングだった。

「惜っしいなあ、せっかくだから倒すとこ見てみたかったけど……」

　残念がるあきら。

「ていうかこれ、この後どうなるんだろ？　生き残りも全員殴られてく感じか？」

「あ！　こっち来てる来てる――！」

「うお！　マジかよ！」

　Ｂ組のＰＴを撃破した幽霊艇長のギルギアは、俺たちのいる船内の方に。

「も、もっと奥おくへ避難を――！」

　船員さんＮＰＣがそう言う。俺達はそれに従おうとしたけれど――

　ボスの姿がふっと掻かき消えて、こっちのすぐ近くにワープして出現した。

「な、何か逃にげられそうにないね――！　よし、こうなったら！」

　あきらはきりっと表情を引き締しめて、カメラをぎゅっと構えた。

「やられる前に最接近して、大だい迫はく力りよくのスクショを撮る！」

「いやー……相変わらずのスクショ厨ちゆうだわなー」

「わたし一ミリも経験値稼いでないから、デスペナ喰くらっても痛くないもん。蓮くんは逃げていいよ？　一応わたしが囮おとりになるから。すぐやられるけど」

「いや待った。ここは俺もちょっと試したいことがあってさ」

「おっ？　なになに？　さっきの奥おう義ぎ？」

「うん。まあせっかくだし見たいだろ？　魔改造の成果」

「うんうん！　よーしバッチリ撮ってあげるからね！」

　俺はあきらの前に二、三歩出てギルギアに臨のぞむ。

　まず、速そつ攻こうで『ディバイトサークル』を詠えい唱しようする。

　俺の足元に、結構大き目な紋もん章しようの円えん陣じんが生み出される。ボスの足元にもかかった。

　効果時間は一分間。足を踏み入れた敵のＶＩＴ耐久を下げる効果だ。

　範囲は命一いつ杯ぱい広げたから、一気に俺のＭＰは１になった。

　今はサークル自体に正直意味はないけど、この前フリは絶対必須だった。

　で、見た目は木製の杖つえにしか見えない武器を、刀を抜く寸前のような持ち方で構えた。　俺の武器は暗器の『仕込杖』。

『オークスタッフ』の中に『ブロンズソード』が仕込まれている。

　杖のトップの部分がぐりっと回るようになっていて、回すと剣が抜ける仕組みだ。

　ぐりっと回しておいて、準備完かん了りよう。相手の接近を待つ。

　少しの間合いを、ギルギアはゆっくり歩いて近づいてくる。

　今度はスカイブルーの剣の衝撃波を撃ってこない。舐められてるのか？

　まあ当然っちゃ当然なんだが、そんな舐めプのルーチンがある？　作りが細かいな。

　でも今の俺にはラッキーだ。おかげで安全にサークルの詠唱ができた。

　ギルギアのＨＰバーは、Ｂ組のＰＴとの戦闘で減ったままになっている。

　残り五割くらい。さっきの戦闘ログを追っかけながらざっとトータルのダメージ量を数えてみると、大体１０００前後だった。

　１０００でバー五割削れているので、残りも１０００くらいだろう。

　このレベルのボス系モンスターにしては低い方だ。その分防ぼう御ぎよ力りよくが高いんだろう。

　この見立てに間ま違ちがいがなければ――たぶん俺は、こいつを倒せる！

「よーし一発ぶちかます！　奥義！」

　声に応じて、俺の体が薄うすい光に包まれる。ブゥンと低く唸うなるような効果音もする。

　ギルギアが俺の目の前まで迫せまり、武器を構えた。こっちの奥義も射しや程てい圏けん内ない。

　さぁ紋章術師の俺流魔改造の結果、ここで見せてやるぜ！

「『デッドエンド』おぉぉ――っっ！」

『仕込杖』から抜き放たれた刀身は、若じやつ干かん悪そうな紫し暗あん系の眩まばゆい光に覆おおわれていた。

　その輝かがやく一いつ閃せんは異様な唸り、響ひびきを上げてギルギアに襲おそい掛かかった。

　向こうも俺を倒すべく剣を振ふり上あげてたけど、こちらの方が早かった。

　俺の放った奥義は、モロにギルギアを捉とらえていた。

　半分くらいだったＨＰバーが一気にギュンと削れていく。

　入った――！　ダメージは!?

　俺はギルギアを注視する。剣を振り上げた姿勢のまま、止まっていた。

　倒れろ倒れろ倒れろ倒れろっー！　こっちにはもう打つ手がないんだよ！

　俺の念が通じたのか――

　ギルギアは一拍ぱく置いてゆっくりと、仰あお向むけに倒れていった。

　ログウィンドウに注意を向ける。この二行が見えた。


　蓮のデッドエンドが発動。幽霊艇長のギルギアに１１２３のダメージ！

　蓮は幽霊艇長のギルギアを倒した。



　おおおおおお！　行けた行けた！

　結構すごくないかこれ！　レベル４でレベル27のボス撃破できましたよ!?

　これは俺の大好物のジャイアントキリング的な何かですね！

「えええええ!?　うっそおぉ！　そんなダメージ出るんだそれ!?」

　あきらは驚おどろいて目を真ん丸にしていた。

「っしゃああああぁぁっ！　見たかこのアホみたいな火力っ！」

　テンション上がった俺は、ガッツポーズ＆渾こん身しんのドヤ顔を披ひ露ろうしていた。

　同時に奥義を放った後の『仕込杖』は、粉々に砕くだけて消滅していく。
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　奥義に組み込んだスキル、『ファイナルストライク』の副作用だ。

　放った一撃が強化される代わりに、必ず武器が壊こわれて無くなる。

「くくくく……！　これは始まったなぁ紋章術師！　クビ寸前の育成選手が起死回生の魔ま改かい造ぞうにより覚かく醒せいし一流プレイヤーとなる的な流れだな！」

　そんな中突とつ然ぜん鳴なり響くファンファーレ。レベルアップ音だった。

　しかも連続で。俺レベルは低かったし、レアモンスターはボーナス経験値もある。

　鳴りやまないファンファーレは、俺だけの事じゃない。

　当然、パーティを組んでたあきらにも経験値が入って――

　二人して、レベルアップ音を鳴らしまくることになった。

「うわわっ!?　めっちゃレベル上がってるぅ！」

　最終的に俺は九回、あきらは十回のファンファーレを鳴らすことになった。

　一気にレベル13と11になったわけだ。

「どうよこれ？　いい感じに魔改造できてるだろ!?」

「すっごーい！　意味わかんないダメージ出てるね！　何のチートだってくらい！」

　あきらが尊敬のまなざしを向けてくる。

「ＨＰ減らしさえすれば、暗器のアーツは強いからな」

　奥義を撃った後の俺のＨＰは１になって、瀕ひん死し状態だった。

　奥義前に魔ま法ほうを使ってＭＰを空にしておいたが、それが奥義に組み込んだ『ターンオーバー』で反転して、結果ＨＰ１になったのである。

「なるほどねえ～！　『ターンオーバー』をＭＰ回復じゃなくてＨＰ減らす目的で使っちゃうってわけだ！　劣化ＭＰ回復スキルじゃなくてオンリーワンのＨＰ調整スキルだと」

「ああ。で、ＨＰ１で暗器アーツの『抜刀術』に繋つながるからダメージが最大になると。しかも防御力無視で回避スウエイ無視だから、相手の守備力回かい避ひ率りつは関係なしと」

　試し撃ちをしたときと、ギルギアに対するダメージはほとんど同じだった。

　ここが本当に同じになってくれるかは、少し不安だった。

　何せアイランドバニー師匠以外に撃ったのは初めてだったから。

「更に『ターンオーバー』と『抜刀術』の間に『ファイナルストライク』を仕込んでおくとダメージがぶっ壊れたことになるって感じだな。『仕込杖』もぶっ壊れますけどね」

「うんうん！　確かにいろんな意味でぶっ壊れてたよ！」

「紋章術師には一気にＭＰ空にできる魔法と、ＨＰＭＰ入れ替えの『ターンオーバー』があるから、簡単にＨＰ１に持って行けるんだよな。暗器のアーツと相あい性しよう抜ばつ群ぐんなのな」

　他ジョブにとってはネタ扱いでも、紋章術師にとっては神器だ。

　紋章術師も暗器も低評価だから、この組み合わせをわざわざ試す奴やつがいないんだろう。

　初めからダメだって事前情報を入れられていれば、そういう先入観を持つものだ。

　攻略本もいい事ばかりじゃないって事だ。

「凄すごい凄い！　これはいい魔改造だね！」

「まあ、撃った後はごらんの通りだけどな。ＨＰは１だわ武器は壊れて無くなるわ。一発で仕留めないとほぼ死ぬっていう漢おとこの奥義です」

「もろ自じ爆ばく特とつ攻こうだよねー。カミカゼアタック的な？」

「でもはまると単純に気持ちいいぜ。一いち撃げき超ちよう特とつ化か。大ダメージは正義！」

　このゲームは俺、この方向性で行こうと思います！

　紋章術師は単なる微び妙みような支し援えんジョブじゃない。

　一撃大ダメージに特化した攻撃役アタツカーだと。

　なおかつ元々の支援能力を封ふう印いんするわけじゃない。

　だからマルチロール。二刀流だね。

「ダメージしか見てない頭の悪い感じが実に魔改造っぽくてロマンあるねー。一撃必殺のロマン砲ほうだね、ロマン砲！」

　なんてはしゃいでた俺達だったが、ふとあることに気が付いた。

　ログウィンドウの端はしっこに、戦利品アイコンが点灯している。

「お？　あきら、戦利品出てるっぽい。ボスが何か落としたみたいだぞ」

「あ、そうなんだ？　ここのアイコンかあ、何落としたの？　見てみよ」

　俺達は戦利品リストを選んで開いた。内容はこうだった。





　スカイフォール（Ｏ）

種類：片手剣　装備可能レベル：10　攻こう撃げき力りよく：20　獲得ＡＰアーツポイント：12

ガード性能：44　ガードブレイク性能：51

特とく殊しゆ性能：ＨＰ１００％時、剣が衝撃波を発する




　ミュルグレの秘薬（Ｏ）×２

種類：消費アイテム

キャラクターの全スキルのリキャスト時間をリセットし、使用可能にする






　片手剣の『スカイフォール』って、これボスが持ってたやつか？

　それから『ミュルグレの秘薬』が二つ。これなかなかいい効果の薬だぞ。

「おおー！　ねえねえこれってボスが持ってた綺麗な剣じゃない？」

「だと思う。装備レベルの割に攻撃力高いし、面白おもしろそうな効果もある。良さげだな！」

　あのギルギアが剣から何か出してたのは、武器の性能だったみたいだな。

　条件がＨＰ１００％時に衝撃波だから、最初だけしか撃ってなかったのか。

　俺が戦った時は撃って来なかったもんな。なるほど納なつ得とく納得。

「あきらが使えよ。ソードダンサーが装備できるみたいだぜ」

「えっ？　いいのー？　わたしスクショ撮ってただけだよ？」

「俺装備できんしな。できたとしても奥義で壊すし。あきらが強くなれば俺も助かるわけだし、貰っといてくれよ。『ミュルグレの秘薬』の方は一個ずつ分けて持っとこうぜ」

「うん！　じゃあ遠えん慮りよなく使わせてもらうねー」

　戦利品の振り分わけを終えると、あきらは早さつ速そく『スカイフォール』を装備して見せる。

　彼かの女じよの手の中にスカイブルーの透き通った刃やいばを持つ剣が現れた。

「どうどう？」

「こうして間近で見るとやっぱ綺麗な剣だよなー。お洒落しやれ装備としても人気ありそうな感じだわ」

「うんうん！　いいなー気に入ったよ！　ありがとう蓮くん！」

「いえいえ」

「よおし、じゃあ早く試し切ぎりいこ試し切り！」

　待ち切れずにわくわくしている子供みたいだった。

　ちょうどその時、船内にもうすぐ到とう着ちやくのアナウンスが流れた。

　山をスライスして各層を浮うかべて積み上げたような形をしたトリニスティ島が視界に入ってくる。今日から一気に攻こう略りやくだ。気合入れていこう。

「さあ予定外にレベルも上がったし、一気に上の階層まで行っちゃいますか！」

「おー！　前まえ田ださんたちを助けてあげないとね！　目指せミッション優勝！」

　トリニスティ島に到着した俺達は、さっそく攻略に取とり掛かった。

　もうレベル13と11だから、一層なんて楽勝だ。

　移送方陣ゲートを開通しながら、上層に行くためのクエストをさくさくこなしていく。

　途中あきらがゲットした『スカイフォール』の試し切りと言って、意味もなくアイランドバニー師匠に剣の衝撃波を浴びせて喜んでいた。

　で、クエスト攻略が終わるとボス戦。

　十層構造の各階層には、上の階層に続く通路がある。

　そしてそこは、もれなく王冠アイコン付きのフロアボスが守っている。

　だけどレベルも上がっているし、一層だしボスも弱かったので余よ裕ゆうだった。

　一気に二層ぶち抜ぬきで三層にたどり着いたところで、この日は制限時間を迎えた。

　もっとやっていたかったけど、夜は十時までで強制終しゆう了りようだ。

　そして朝六時まではログインできない。教育的な配はい慮りよってやつだ。

　さすがにこの辺りは学校のネトゲだなという感じがする。

「じゃあ、ばいばーい。おやすみ蓮くん」

「おう、おやすみー。また明日なー」

　可愛かわいらしい笑え顔がおで手を振って、ログアウトしていくあきら。

　いや、改めて思うがあんな可愛い子が俺のフレのアキラだったとはな……

　世の中何が起こるかわからん。ほんとに今日はびっくりしたなー。

　まあ嬉うれしいハプニングなんで、俺としては一向に構いませんがね！

　俺の普ふ段だんの行いが良かったご褒ほう美びだと思っておくぜ。







第３章　初デュエル







　それから三日後の朝――

　俺はＵＷアンリミテツド・ワールドにログインすると、学園の教室に戻もどり欠伸あくびを噛かみ殺ころしながら席に着いた。

　既すでにあきらは俺の隣となりの席に座すわってた。

「おはよーう。寝ねぼすけさーん？」

　笑顔の中にちょっぴり怒いかり。

　昨日の夜は最速の朝六時に再開して授業始まるまで攻略を進めよう。朝練だ！　ってあきらと約束して、お開きになってた。

　で、俺が起きられなかったというわけだ。手を合わせて平ひら謝あやまりするしかない。

「わ、悪い。起きられなくて……」

「約束してたのにー。まあわたしは一か月遅ち刻こくしたから、あんまり怒おこれないけど。でも次やったら罰ばつゲームだからね？」

「は、はい……」

　どんな罰ゲームが待ってるのやら。

　なんて思っていると、矢や野のさんがびっくりした様子でこっちにやって来た。

「おおおおー！　高たか代しろってばどうしちゃったの!?」

「んお？　何が？」

　俺とあきらは顔を見合わせる。

「レベル！　たった三日でめちゃくちゃ上がってるんですけど!?」

「ああ――」

　俺が14であきら13だ。

　ここ二日島を攻略しているうちにまた少し上がっていた。

　王冠付きのボス系モンスターは固定経験値があるから、美味おいしいんだよ。

　このゲームの基本的な経験値の入り方には、二種類ある。

　まず敵とパーティ内のプレイヤーの最大レベルとの差から計算される普ふ通つうの経験値。

　一体あたりの上限はあるけど、基本レベル差があればあるほど点数が高い。

　普通のレベル上げ相手のモブ敵はこれのみになる。

　パーティを組んでいてもソロでも上限は同じだから、組んだ方が美味しい。

　二つ目に、王冠付きのレアなボス系モンスターが持っている固定経験値。

　これは各個体ごとに点数が決まっている。

　撃破時にそれがパーティ人数分の頭割りで支給される。

　つまり少人数であればあるほど美味しい。

　飛空艇ていで撃破した幽霊艇長のギルギアは、これが相当あった。

　そう簡単に出会えるモンスターではないし、レアリティも固定経験値に乗っていたのだと思われる。

　そして各層のフロアボスもそれぞれ固定経験値を持っていた。

　普通なら十人前後で倒す相手を二人で倒してきたため、ガンガンレベルが上がったのである。

「何があったわけ？」

「いや実はさ――」

　俺がレベル急きゆう上じよう昇しようの流れを軽く説明すると、矢野さんは目を丸くして驚いて見せた。

「へぇ～！　飛空艇の襲しゆう撃げきイベントとか！　全然知らんかったし！」

「矢野さんも知らねーんだ？　Ｂ組のやつらは知ってたっぽかったけどな」

「う～んＢ組だしー、あそこ何かガラ悪いってみんな話してるよ」

「そうなん？」

「そそ、他のクラスのパーティにＭＰＫ仕掛けるって。対たい抗こうミッションだし、相手を邪じや魔ますんのもありっちゃありだけどぉ……まあ気分良くはないって感じ？」

「ふーん。行ぎよう儀ぎ悪い奴らだな」

　ＭＰＫとはモンスタープレイヤーキルの略。

　やり方は様々あるが、ざっくり言うと他プレイヤーにモンスターをなすりつけて倒させるわけだ。

　やられたら気分がよくないのは、確かに矢野さんの言う通りではある。

　プレイヤーを直接攻撃するＰＫについては、一部エリアのみに限定されている。

　クラス対抗ミッションの舞ぶ台たいであるトリニスティ島は、対象外だ。

「高代たちが悪いわけじゃないけど、変な因いん縁ねんつけられんように気を付けるべし」

「おう。分かってる」

「ってか、Ｂ組の人らが削けずってたとは言え、よくレベル４でその後倒せたよね？」

「そこはほら、一いち撃げき大ダメージ特化だから俺おれ」

「ほえ？　どういうこと？」

　これもざっくりと説明。

「それでそんなにダメージ出る!?　さすがダメジョブマイスターさん半はん端ぱねーっす！」

「フッ……そうそう、もっと褒ほめるがいい」

　ちょっと調子に乗ってみた。

「でも成功率半々くらいだよお。失敗する時は話題にならないから目立ってないだけで」

　とあきらの冷静なツッコミ。

「でも毎回やることが面白いから、どんなゲーム一緒にやってても飽あきないけど」

　あきらはそう言ってにこにこしていた。そう思ってくれるのは嬉しいぜ。

「青あお柳やぎちゃんと高代って、ずっとネトゲでフレだったし？」

「うん。中一の時からだから、もう三年だよねえ、蓮れんくん？」

「ああ。思えば色々あったよなー」

　まあ一番びっくりしたのは、アキラがあきらだった件ではある。

「ゲームで俺の事見たことあるなら、あきらの事も見たことあるんじゃね？　よく一緒にいたガチムチ獣じゆう人じんの中の人だぞ」

「あ！　おーあるかもあるかも！　へぇー、中の人めっちゃ可愛いし！」

「俺もこの学校来るまで知らんかったから、びっくりしたけど」

「ほほーう。じゃあじゃあもしかしてー、ここからふたりは付き合っちゃうのぉ？」

「ははは。んなまさか――」

　そもそもアキライコールあきらって知ったのはつい最近だ。ありえんありえん。

「そそそそ、そーだよお！　わたし達たちは清く正しいゲームフレンドであって、だ、男女の仲とか痴ち情じようのもつれとか、そういうのとは無む縁えんのクリーンな……だからつまり……」

　ぷしゅーって湯気を噴ふきそうな感じのあきら。

　そんなに動どう揺ようしなくてもいいのに。からかってるだけなんだから。

「ところで青柳ちゃん、レア武器ゲットしたんよね？　どんなんかちょっと見せて？」

「え？　うん。いいよ」

　制服姿の女子高生が剣を掲かかげている姿は、なかなかにシュールだ。

　ソードダンサーの装備は恥はずかしいから、バトルでしか着ない！　らしい。

「おおー！　めっちゃ綺麗な剣！」

　他のクラスメートも注目し、教室がちょっとざわついた。

　こんなレア武器を結果的に初日で取っているあたり、さすがの豪ごう運うん持ちだ。

　まあこのＵＷアンリミテツド・ワールドに関しては、俺もめっちゃ運良かったと思うけどな。

　選んだジョブと初期タレントの組み合わせが素す晴ばらしかったから。

　と、予よ鈴れいが鳴って担任の仲なか田た先生が教室にやって来た。

「はーいゲームバカども、おっはー！　ってうぉ!?　『スカイフォール』じゃん!?　よく取れたわねー!?」

「先生知ってるんですか？」

「あったりまえじゃん！　先生ここの一期生なんだから。これ相当レアだからねー。有名なのよ」

「どのくらいレアなんです？」

「ん？　んー……まあ、あんまヒントになることは言えないんだけどー。こっそりかるーく教えちゃうと数千分の一くらいかなー？」

「「「うえええマッゾ!?」」」

　とクラスから悲鳴が上がってた。

「たまにしか起きないイベントで出てくるボスがごく稀まれに落とすからねー。ある意味伝説級のアイテム化しちゃってんのよねー。剣から衝撃波とか出て面白いし。まあ青柳さん、せっかく取ったんだから大事にしてあげてー。やっぱアイテムとの巡めぐり合あいも縁えんだから」

「はーい」

「これもホントは言っちゃいけないんだけど……それベースに強化合成してけば、もっとレベル高い剣に化けるから。一生モンのアイテムだと思うわよ」

　ヒント駄だ々だ漏もれだなー。先生もほんとは言いたくて仕方ないんだろうなー。

　一期生の先生が、ゲーム好きでないわけがない。語りたいに違いない。

「はいはーい。じゃあ出席取りまーす」

　そこから通常営業の朝のホームルーム。

　特に何も問題はなく、普通の授業が始まる。

　今日の一時間目は世界史だった。あまり得意ではないけれど、頑がん張ばろう。

　担当の先生が来て授業が始まると、教室の雰囲気はびしっと引ひき締まる。

　一言の私語も無く、水を打ったようにシーンと静まり返っていた。

　授業をする先生の声だけが、教室によく響く。

　みんな超ちよう集しゆう中ちゆうしている。

　何故か？　当然テストの点がＭＥＰメリツトポイントになってゲームに還かん元げんされるからだ。

　みんな一ポイントでも多くＭＥＰメリツトポイントが欲ほしい。そうすれば強くなれるわけだから。

　だけどゲームする時間は削りたくない。このＵＷアンリミテツド・ワールドはいろいろ凝こってて面白いから。

　ならどうする？

　答え。授業に超集中して、テスト勉強いらないくらいに身に付ける。

　どうせ強制的に削られる時間だしな。そこのコストパフォーマンスを最大限に高めなきゃ損って事だ。ゲームのために最適化した思考をすると、こうなる。

　みんながそう考えた結果が、今のこの静かな教室だった。

　上手いことゲーマー心理を操あやつってくる学校だ。

　さすがゲーム会社がバックについてるだけの事はある。

　この学校に行くと成績が上がるという噂うわさも少し頷うなずける気がする。

　先生が分からないところがあれば質問を、と促うながすと手もパパッと挙がる。

　みんなガチだから。静かに淡たん々たんと、しかしシリアスに午前中の授業が終了した。

　さてここから昼休み。流石さすがにゲームの中で昼ご飯ってわけにはいかない。

　みんないったんログアウトして、各自食べてくるって事になる。

「ふぅー。この学校ってみんな授業真しん剣けんだよねー」

　あきらが大きく息をつく。

「ＭＥＰメリツトポイントってニンジンがあるから、釣つられざるを得ないよなー」

「成績も伸のびないと、ゲーム三ざん昧まいの学校に行かせてくれる親なんていないしねえ」

「俺達も面白いゲームできるし。親も成績伸びるし。ウィンウィンの関係だわな」

「そうだねー。さあお昼ご飯食べてこよーっと。じゃあまた後でね」

「おう」

　俺もログアウトして、リアルの自分の部屋に戻った。さて昼ご飯昼ご飯っと。




　　◆◇◆




　それから午後の授業が始まり、それも終わった放課後。

　さぁここからが本番だ。

　今の攻こう略りやく状じよう況きようは、六層のボス戦に行けるようになったところ。

　今日もあきらと二人パーティーで、開通しておいたトリニスティ島六層へと移送方陣ゲートで一気にワープして戻る。

　ワープするとそこはもう、六層にある街の中だ。

「蓮くん、今日はどうするー？　もっと上まで進んじゃう？」

「そうだな。行けるところまで行ってみようぜ」

「じゃあ騎き竜りゆう屋にゴーだね」

「おう。そうしよう」

　徒歩移動は時間がかかるので、騎竜っていう馬代わりの竜を借りられるサービスが世界各地にある。

　これで一気に、上への通路を守るボスのところまで行こうという事だ。

　騎竜に乗っていれば、アクティブなモンスターにも感知されない。

　モンスターにはプレイヤーを感知すると襲ってくる奴と来ない奴がいる。

　襲ってくる方がアクティブ、来ない方がノンアクティブ。

　アクティブな敵がプレイヤーを感知する方法にはいくつかある。

　スタンダードに視界に入ったら襲ってくる視覚感知。

　動く足音に反応する聴ちよう覚かく感知。

　ＨＰが50％以下のイエローゾーンのプレイヤーに反応する生命感知。

　後はアーツとかスキルの使用に反応するスキル感知など、様々だ。

　まだ俺の知らない感知方法もあるのかもしれない。

　騎竜は安全だし速いから、さくさく上を目指すなら使う方がいい。

　俺おれ達たちは騎竜屋に向かって――その途と中ちゆうで、乱暴に呼び止められた。

「おいお前らっ！」

「ん？」

　この間の飛空艇の隠かくしイベントにいたＢ組のＰＴだった。

　喧けん嘩か腰ごしの声の主は、リーダーで盗賊ローグの片かた岡おか真しん一いちだ。

「何か用か？」

「何かじゃねえよ！　それだ！」

　と、まだ制服姿のあきらが腰こしに下げている『スカイフォール』を指さす。

「よくも俺等らの獲え物ものを横取りしてくれたな！」

「横取り？」

「とぼけんじゃねえ！　俺らが倒たおされた後にあのギルギアを倒したんだろうが!?　そこにある『スカイフォール』が何よりの証しよう拠こだ！」

　片岡はあきらに詰つめ寄よろうとするので、俺は割って入ってそれを止めた。

「横取りも何もねーだろ。俺達は襲われたから戦っただけだし。そもそもそっちは負けて死に戻ってたよな？　後で言われても困る」

「俺達が削ってやってなけりゃ、お前らも倒せてなかっただろうが！」

「見てなかっただろ？　そっちは死に戻ってもういなかったし。まあ考えてることは分かるけどな。後でこれ落としたのを知って、難なん癖くせつけてせしめようって事だな？」

　こんな事で文句言うなんて恥ずかしくないのか。俺なら絶対に言わない。

　しかし『スカイフォール』は相当レアなようだし、自分達で取るより奪うばった方が早いという事だろう。数千分の一の確率と先生も言っていたし。

　レアアイテムは人を狂くるわせるということか――それとも単に元々ガラが悪いのか。

　Ｂ組はガラが悪いって矢野さんが言ってたな。

　俺としては、アイテム欲でちょっと冷静じゃなくなってるだけだと思いたい。

　ゲーム好きには悪い奴はいないと信じたいからな。

「うるせえよ！　俺らが削ってたのをお前らが横取りしたのは事実だぜ！」

「だからそのアイテムの権利は俺達にもある、よこせ！　って事だろ？　一方的すぎるだろそれは。俺達がこれ取ったのは事実なんだぜ？」

「……じゃあ白黒ハッキリつけようぜ」

「どうやって？」

「決まってんだろ、一対一でデュエルだよ。それが一番公平ですっきりする」

　明らかにこっちの方がレベルが低い。普通に考えれば不公平でしかない。

　本気で言っているならバカだ。

　分かって言っているなら見みえ透すき過ぎてやっぱりバカだ。

　うーんどっちの種類なんだ、悩なやむ……

「……」

「おーおー怖こわくてできませんってか？　口ばっか達者なチキン野や郎ろうめ」

　ああ後者か。だったら乗ってやれば不自然じゃない感じになるか。

「舐なめんなよ――俺はチキンじゃねえっ！　やってやんぜこの野郎！」

　これでつい挑ちよう発はつに乗ってしまう演技は上手うまく行ったかね。

　本気でキレてるわけじゃなく、これはあくまで戦略的ポーズ。

「蓮くんちょっと待って落ち着いて！　喧けん嘩かはやめよ？　ＧＭゲームマスター呼んで仲ちゆう裁さいしてもらえば――」

　だけどあきらは本気で心配したようで、ちょっと申し訳ない。

　俺は片岡に聞かれないよう、こっそりあきらに耳打ちする。

「大だい丈じよう夫ぶ俺は冷静だぜ？　明らかにレベル差のあるデュエルにほいほい乗ったら怪あやしまれるからさ。余計な警けい戒かいされないようにしてたわけ。まあ見てろよ、普通に勝つし」

「あ、そうなんだあ……策士だね。うんじゃあ見てるね」

　と納なつ得とくしてもらってから、またキレてるフリを続けた。

「あんなふうに言われちゃ我が慢まんできん！　やってやるから見ててくれ！」

「ようし、じゃあ俺とお前で一対一だ。俺が勝ったら『スカイフォール』を寄よ越こせ」

「じゃあ俺が勝ったら、お前のあり金全部よこせよな！　お前から吹ふっ掛けて来た勝負なんだ、リスクは取ってもらうぜ！」

　どうせ勝つが、こういう奴にはちっとは痛い目見せてやらねえとな！

　一撃必殺で圧勝して、金輪際俺達に関かかわる気を無くさせてやるぜ！

「ああ、もちろんいいぜ」

「その条件――合意とみてよろしいですね!?」

　俺達の前に急に見覚えある人の姿が割り込んできた。

「うおっ!?　仲田先生!?」

「ほいほい。やっほー、先生達放課後は持ち回りでＧＭやってんのよー」

「へ、へえ――大変ですね」

「ま、残業代はちゃんと出るし、これはこれで楽しんでるけどー。ってわけで生徒間のデュエルの見届け人になりまーす。この戦いの後、約束がちゃんと守られてるか追つい跡せき監かん視しもしますからね。破ったらＧＭ権限でおしおきでーす」

　相変わらず綿わた菓が子しみたいにかるーいノリの先生だ。

　でもＧＭが約束保証してくれるのなら、ありがたい。

「分かりました。んじゃお願いします」

「よーし、さっさと始めようぜ」

　俺と片岡は距きよ離りを取って向かい合う。

　場所が街中だから、優ゆう秀しゆうな街人ＮＰＣ達は野や次じ馬うまとして集まってきて雰ふん囲い気きを盛り上げてくれる。

　向こうは短たん剣けんを、俺は見た目はただの杖つえ状態の『仕込杖』をそれぞれ構えた。

「はいそれでは――デュエルスタート！」

　そう先生が合図した。

「ボンクラーズごときが、まともな攻撃役アタツカーに勝てるかよ！　バーカ！」

　自信満々に突っ込んでくる片岡。

　俺は自分の足元に紋もん章しよう魔ま術じゆつの『ディストラサークル』を展開する。

　レベル11で覚えた新魔法で、範はん囲い内ないの敵のＳＴＲ筋力を下げる。

　これの効果範はん囲いＭＡＸで放ち、一気にＭＰを空に。

　そして突とつ進しんしてきた片岡の攻撃を『仕込杖』でガードする。

　ガードはしたものの11のダメージ。もろに受けるよりはいい。

　このガードした上からダメージが入る現象は、ガード削りと言う。

　早い話が、向こうの攻撃性能がこっちのガード性能を上回っているから起きる。

　俺は続く片岡の二撃目、三撃目もガードしてやり過ごす。

　やはりガード削りでダメージを負う。だけど無視。まだ奥おう義ぎは撃うたない。

　俺の奥義は一撃必殺。当たれば勝てる、当たらなければ負ける。

　だから確実に当たる瞬しゆん間かんを狙ねらわないといけない。

　四連撃目も来るか――？

　俺はそれを待ち望んでいた。

　なぜならこのゲームの攻撃のモーションは、ほぼ武器系統によって決まっている。

　半自動セミオートモーションというシステムで、リアルな武器の扱あつかいなんてできなくてもダイナミックな攻撃モーションが出るようになっている。

　そうじゃないと運動が苦手な人とかが楽しめないからだ。

　しかしそれは裏を返せば、相手が次に繰くり出だす動作を簡単に予測できるということ。

　短剣の攻撃モーションの四発目。これはジャンプしながらの斬きり上げで隙すきが大きい。

　そのことを俺は事前に把は握あく済ずみだった。

「おらおらガードの上から削れてくぞっ!?　反はん撃げきしてみろよ！」

　余裕の片岡は俺を挑発しながら四発目を繰り出す。

　ジャンプしながら斬り上げ。俺はそれもガードした。

　モーションは分かっているから、ガードは簡単だ。

　そして、攻撃モーション後の向こうは空中にいた。

　どうせ杖の攻撃なんて痛くないと、余裕で隙を晒さらしている。

「じゃあお言葉に甘あまえて。奥義『デッドエンド』っと」




　ズシャアアアアアァァァ！




「へ？　うぎゃあああああああぁぁっ!?」

　紫むらさきの凶きよう悪あくな光に包まれた一いつ閃せんが、片岡を薙ないで大きく跳はね飛とばした。

　空中でいきなり横にぶっ飛んでいく絵は、なかなかにシュールだった。

　近くの建物の三階の壁かべにぶち当たりバウンド。地面に落ちるとそのまま痙けい攣れんしている。

　一撃で片岡のＨＰバーはフルから０になり、デュエルの決着がついた。





　デュエル終了！　蓮の勝利です！　蓮の通算戦績は１勝０敗です。






　ログもそう宣言していた。

　デュエルモードが終了すると、片岡のＨＰが１だけ復帰。

　デスペナは発生しないという事だ。

　そのかわり戦績は管理されるし、この数字に凝る人は凝るだろう。

「ぐぅ……な――んだ……と」

　未いまだに敗北を信じられないといった様子の片岡に、俺はきっぱりと言い放つ。

「一つ言っとくぞ――紋もん章しよう術じゆつ師しだって立派に攻撃役アタツカーできるんだぜ。一撃超特化型のな」

　紋章術師の評判を上げておこうという宣伝だ。紋章術師に光を。

　ダメジョブマイスターたる俺としては、自分の見込んだ紋章術師が輝かがやいて世間から見直されることが何よりの喜び。だからアピれるときにはアピっておく。

「う、嘘うそだろ……!?　な、なんだあれ……!?」

「わ、わかんねえけどすげえダメージだぞ？　１０００超こえてる――!?」

　片岡のパーティメンバーも驚おどろいている様子だった。

　まあこういうシーンには、一撃超特化型は強い。

　ぶっちゃけ当たれば勝つって感じだ。

「はい、高代君の勝利ーっ！　やるわねえ！　先生もちょっとびっくりしちゃったぞ！」

「ありがとうございます」

　ほぼほぼ勝ちを確信していたから、特に嬉しさはなかった。

　でもちょっとすっきりはした。正直片岡の態度にはカチンと来たし。

「まさかこの一発芸をこの時点で発見してるとは。見込みあるわ君。そういう子がうちのクラスで先生嬉しいわよー」

「先生もこれ知ってるんですね」

「そりゃまあＧＭだし。これ単なるダメージソースとしては最強クラスの組み合わせだと思うわよ。マイナーだし使い勝手悪いけど」

「ガイドブックにも載のってなかったですしね」

「書く方も生徒だし全部知ってるわけじゃないからねー。でもあれのせいで逆にみんな試ためさないっていうのはあるわよね。攻こう略りやく本ぼんがあったら参考にして地じ雷らいを避さけるのが人間心理だし。そこを躊躇ためらわずに突っ込めたのは偉えらいわ。ナイスチャレンジ、さすがダメジョブマイスターね」

「それもバレてた……」

「先生もゲーマだし。中の人がこんな若いとは知らなかったけど。面白いからフル活用して頑張ってね。最近の子はみんなテンプレ重視だから、見てるほうはちょっとつまらなくなってたのよねー」

「まあ頑張ります」

「はい、じゃあ約束通りのＧＭ権限で片岡君のあり金全部ボッシュート！　高代君のお財さい布ふに入りまーす！」

　との宣言で、俺の手持ちのミラが加算される、チャリーンって音がした。

　んープラス２万ミラかよ。大したことない。こいつあんま金持ってなかったな。

「あ、事後処理は先生やっとくから、高代君たちは行っていいわよー」

「んじゃ、お願いしまーす」

　お言葉に甘えることにして、攻略の続きに行くことにしよう。

「じゃああきら、行こうぜ」

　俺はあきらを連れて、目的だった街の騎竜屋に向かった。

　あきらは機き嫌げんよさそうについてくる。

「蓮くんありがとね、かばってくれて」

「いや当然当然。あんなアホらしい因縁つけられて黙だまってられねーし」

「ふふふっ。何か頼たのもしかったし、ちょっとかっこよかったぞー？」

　つんつん、と突つっつかれた。可愛らしい笑顔に俺はちょっと照れてしまう。

「な……何言ってんだよ。俺はいつでも頼もしいって」

「えぇー？　普段は頼もしいっていうか、面白いだよー絶対」

「ほう？　そうなの？」

「そうだよー。いつ何し出すか分からない斜ななめ上うえの面白さだよねー」

「珍ちん獣じゆう的な何かって？」

「そうそう！　見てて飽きないからねー」

「まあ、あきらのソードダンサー装備も見てて飽きませんが」

「！　そ、そーいう事言わないっ！　恥ずかしいんだからあれ……！」

「似合ってるんだから堂々としてりゃいいと思うけどな」

「そーいうわけにはいかないの！　まだ全然慣れないし――」

　なんて話しつつ騎竜屋に着き、レンタルをお願いした。

「すみません。今他ほかが出で払はらっちまって、一頭しか残ってないんです」

　しかし、二頭お願いしたら断られた。

　そういう事もあるのか。システム的に数管理してるんだな。逆に感心する。

「じゃあ一頭でいいです。二人乗りできますよね？」

「はい問題ないです。まいどあり！」

　ということで、俺が前で手た綱づなを握にぎってあきらがその後ろに乗るのだけど――

　うおおおおお！　ダメだこれ、潰つぶれてる潰れてる！

　何がって、それはあきらの胸。

　二人乗りであきらが後ろだから押おし付つけられて、騎竜が走ると揺ゆれるから、それはもうむにゅむにゅでむぎゅむぎゅで……気にするなって方が無理だこれ、全然集中できん！

　何でこんなところがリアルなんだよ、このゲームは！

　ありがとうございます！　もっとやれ！

「二人乗りも楽しいねー！」

　あきらは俺の後ろで、無む邪じや気きそうな笑顔を浮かべていた。

　半面俺はもう、あきらから伝わって来る感かん触しよくが気になって何も目に入らなかった。

　結局この日は、六層七層とクリアして終了した。







第４章　アイアン・ジェミニ







　それから二日後。

　俺達は八層ボスの手前まで攻こう略りやくを進めていた。

　前まえ田ださんや矢や野のさんが進めているクラスの本隊は、九層攻略中らしい。

　もうちょっとで追いつけるな。というわけで八層ボス戦だ。

　俺達は上に行く回かい廊ろうと共に、守っているボスを発見した。だけど問題が一つ。

「あ、ボス二体のパターンもあるのか」

「初めてのパターンだね」

　アイアン・ジェミニという王おう冠かん付きネームのフロアボスが二体。

　上層への回廊を起動する魔ま法ほう陣じんを守って鎮ちん座ざしていた。

　見た目は鉄で出来たでかいゴーレム。レベルは両方18だ。

　対する俺達は両方レベル17になっていた。

「一体だけなら『デッドエンド』で一撃必殺はい終了。でよかったけどなー」

　ここまでのフロアは全部それでごり押しだった。

　一撃大ダメージ特化型の俺の紋章術師は、敵が一体なら鬼おにのように強い。

　逆にレベル上げでよくやる移動狩がりだと、パーティは常に戦せん闘とう中。

　一戦闘に一回しか撃てない暗器のアーツやそれを組み込んだ『デッドエンド』は一発で打ち止めになり、微び妙みようと言われる支し援えん能力のみが残ってしまう。

　ダメなときはとことんダメ、輝くときはとことん輝く。だがそれがいい。

　これを活いかすも殺すも俺次し第だいだから楽しい。これがロマンってやつだ。

「今回も一体は蓮れんくんが『デッドエンド』で瞬殺って考えていいよね？」

「ってかできないと死ぬよな」

「じゃあそこはオーケーとして。もう一体は……わたしがタイマンで五分持たせればもう一回奥義で――あ、だめかあ一戦闘に一回なんだっけ？」

「基本そうだな。支援は打つけど、もう一体はあきらに頑張ってもらう感じで」

「そうなるよねえ。まあやってみよっか。ダメならその時また考えよ！」

　という事で俺とあきらは騎竜から降りた。

　レンタル騎竜はありがとうございましたとでも言いたげに一声鳴くと、街の方に向かって帰っていった。

　一回降りると帰っちゃうんだよなー。マイ騎竜が欲しいわー。

「よ、よーし……準備完かん了りよう！　いつでも行けるよ！」

　学生服からバトル用のソードダンサー装備に着き替がえたあきら。

　七層で新装備を仕入れたもののやはり肌はだ色いろ成分は相変わらずで、恥ずかしそうだった。

「おお……相変わらずな肌色度ですなあ。ありがたやありがたや」

「もう、拝まなくていいから！　わたしを見てないで敵見て！」

「へいへーい。んじゃあきらが遠えん距きよ離りから一体集中攻こう撃げきしようぜ。二体来るだろうけど、無事な方を俺が潰す。あとは支援に回るわ」

「おっけー」

『スカイフォール』の衝しよう撃げき波はの射程ギリギリまで、俺達はフロアボスに接近する。

　まだ、向こうの感知外のようだ。先制攻撃できる。

「じゃあ、やるね！」

「ばっちこい！」

　俺が頷くと、あきらは『スカイフォール』を抜ぬき、振ふりかぶる。

「いっけえぇっ！」

　剣けん先さきが地面を叩たたくと、そこから吹き上あがるような衝撃波が生まれる。

　ＨＰがフルの時限定になるが、飛空艇てい襲しゆう撃げきイベントで見たボスの攻撃と全く同じだ。

　地走りする衝撃波はアイアン・ジェミニの一体に直ちよく撃げき。

　攻撃を受けたボス二体は、こちらを感知して突進してくる。

　間合いが詰まるまでの間、あきらは更さらに剣けんの衝撃波を連打。

　片方のＨＰを二、三割は削った。この能力は凄すさまじく便利だ。さすがの激レア武器。

　ボス達は最接近してくると、二体同時にあきらに鉄の拳こぶしを繰り出す。

　あきらも上手く反応して武器ガードする。

　しかしガード削りによるダメージが確実に発生していた。

　このままでは押し切きられる。そこで俺の出番だ。

「蓮くんお願い！」

「おう任されたぁ！　さぁ震ふるえるがいい――この俺の長打力になあぁぁっ！」

　俺はＨＰ満タンのボスに杖の先をびしりと向ける。『ディストラサークル』詠えい唱しよう開始。

「わぁ！　いいビッグマウスだねー！」

　面白おもしろがっているあきらをよそに円えん陣じん発動。例のごとく範囲拡大でＭＰが空に。

　――準備完了！

「奥義！　『デッドエンド』おぉぉっ！」




　ズバアアアァァァッ！




　凶悪な光に包まれた一閃。ボスのＨＰバーがガクンと減って――

　ちょっと残った。

「うげ!?　残った!?」

　こうなると俺の残りＨＰは１。武器は消しよう滅めつして丸まる腰ごし。

　これは、やばいな――！

　アイアン・ジェミニは奥義の威い力りよくに押し込まれ、仰のけ反ぞっている。

　今のうちに回復ポーションを使うか？

　しかし、ポーション類は発動前のキャストタイムが長い。

　だから自分がタゲを取り、ＨＰがギリギリの状じよう況きようでは使いにくい。

　発動前に殴なぐられて死ぬ可能性が高いから。

　キャストタイム短縮には『薬品知識』とかのタレントがいる。

　勿もち論ろん、そんなもの持っていない。

　ここは敵の硬こう直ちよくが長く続くことを見込んでのお祈いのりポーションもありだけど――

　やはり不確かだ。

　あきらなら俺おれのＨＰは見てくれているはず。

　ここはあきらを信しん頼らいして少しでも時間稼かせぎのために退たい避ひを――

　と、考えているうちに、早くも俺のＨＰは回復していた。

「蓮くん粘ねばって！」

　あきらからの『ヒールステップ』が発動していたのである。

　ソードダンサーのスキルだ。その名の通りの回復効果。消費ＡＰアーツポイントは30。

　ちなみにステップ踏ふみつつ、くるんと回って一回転するモーションが可愛かわいらしい。

　流石にあきらは反応が早いな――！

　回復が欲しいと思った時にはもう飛んできているのである。

　俺に回復を飛ばしたあきらは、すかさずＨＰ残り僅わずかな方のボスにダッシュする。

　直後、ボスは硬直から脱だつし俺に向け踏み込んでくる。

　俺も飛び退のいてはいたが、こちらの飛び退くモーションより向こうが突っ込んでくる速度のほうが速い。

　このゲームは飛び退いたりする回かい避ひのモーションは現実のものに近い。

　逆に攻こう撃げき側がわは半自動セミオートモーションで、敵への追つい尾び補正が強めだ。

　だから予備動作や隙の大きい一部の攻撃は見て回避可能なものの、追尾補正が強めなものは見てから回避しようとしても基本的に当たる。

　そういうモーションは逆にガードブレイク性能は低めだから、ガードするのがいい。

　基本はガード。避けられるものは避ける。と考えておけばいい。

　こちらを追尾しつつ繰り出すショートレンジのパンチは、回避が難しいと判断した。





　アイアン・ジェミニの攻撃、蓮はガード。20のダメージ！






　続いてもう二発ボスの攻撃をガードし、ＨＰが一桁けたに――

　そこで駆かけ込んできたあきらのアーツが発動した。

「『ホークストライク』！」

　勢いよく飛びあがり、敵の頭上を体重を乗せた突きで穿うがつアーツだ。

　それが見事にヒット。残りわずかだったボスのＨＰを削けずり切る。

　絶ぜつ妙みようなフォローだった。

「おお助かった！　サンキュー！」

「うん！」
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　あきらはにっこり笑うともう一体の方に集中する。

　あきらが上手いのも勿論だが、タレントの『闘神の息い吹ぶき』がまたデカい。

　これのおかげで、ＡＰアーツポイントは満タンの３００からバトルスタートになる。

　だから回復を飛ばし、アーツでボスの後始末って即そく対応が可能になっていた。

　そして持っている武器『スカイフォール』。これがまた素す晴ばらしい。

　あきらは自分自身に『ヒールステップ』を撃ちながら、ＨＰ満タンをできるだけ維い持じして攻撃を続けていた。

　ＨＰ満タンで衝撃波が出るから、通常の武器攻撃に加えて衝撃波が二段ヒットする。

　つまり、ダメージが二倍になっているのだ。

　ＨＰ満タンが条件だから一発貰もらうごとに回復だけど、貰う頻ひん度どもだんだん減っていく。

　あきらが敵のモーションに慣れてきたからだ。

　避け辛づらいショートレンジのパンチはガード。

　両拳を組み合わせ、頭上から叩き付ける打だ撃げきは隙が大きいので回避。

　これを全くミスらない。

　俺は一いつ緒しよに散々ゲームしてきたから知っている。

　単なる絶景マニアのエンジョイ勢では決してなくて、アクション系はめっちゃ上手い。

　さすがはマイベストフレンド。実に頼たよれる存在である。

　俺は支援のためのサークルを数種展開しながら、戦せん況きようを見つめた。

　あきらがＨＰ維持に使うＡＰアーツポイントと、攻撃による獲かく得とくＡＰアーツポイントが完全に均等になり始めた。

　いやむしろ少し獲得ＡＰアーツポイントが上回っているか？　このままいけば削り切れるか。

　本当ならばフロアボスは六～十人程度で倒す相手だ。

　それを一人で削り切ってしまいそうなのだから凄すごい。

　そうこうするうちにボスのＨＰが残り五割に。四割――三割――いけるか？

　しかしここで、ボスが見たことのない構えを取った。俺のログにはこう出る。





　アイアン・ジェミニはブラスター・ナックルの構え！






　ボスのアーツだった。

　思い切り拳を突き出してパンチすると、拳が射出されて飛び出した！

　しかもパンチを避けて横に飛んでいたあきらを追いかける誘ゆう導どう弾だんだった。

「うわっ!?　きゃああああっ!?」

　虚きよを突かれたあきらは、モロにそれを受ける。

　ダメージがかなりデカい。七割くらい持っていかれている。

「あきら！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　まだ行けるから！　すぐ回復を――」

　ＡＰアーツポイントはまだ１４０くらいある。

　回復のために『ヒールステップ』のモーションに入ろうとするが、それが止まった。

「あうっ!?　何？　動けない……！」

　あきらの動作が途中で止まる。

　ステータスアイコンを見て俺は何事か把握した。麻ま痺ひだ。

　敵のアーツの追加効果に麻痺があったようだ。

　麻痺は、数分の一の確率で行動が阻そ害がいされる効果だ。

「あきら！　麻痺！」

「麻痺？　じゃあもう一回――！」

　今度は発動して、ＨＰが回復。

　それはいいが、麻痺で潰れたステップでもＡＰアーツポイントを消費していた。

　これではＨＰの維持に支障を来きたす。ＡＰアーツポイントが回らなくなる恐おそれがある。

　敵も休んでいるはずもなく、追い打ちをかけてくる。

　あきらも応戦を続けるが、打撃もステップも結構な割合で麻痺で潰れる。

　ダメージを与あたえるペースが落ちる。

　回復のためのＡＰアーツポイントも回らなくなってきて――

　再びあきらのＨＰが三割以下に。残りＡＰアーツポイントは20。

　これではやられる。そう判断した俺は素す早ばやくアイテムウィンドウを開いた。

　そしてアイテム合成を開始する。

　素材は『オークスタッフ』と『ブロンズソード』。『仕込杖』のレシピだ。

　普ふ通つうバトル中は合成モーションに入れない。

　しかし、タレントにセットしている『流れ作業』がミソ。

　これはモーションスキップして結果だけを得る効果だから、戦闘中でも合成できる。

　合成開始。即そく完かん了りよう。俺は『仕込杖』を装備。

　あきらを攻撃するアイアン・ジェミニの側そばに駆け寄る。

　そして『仕込杖』のヘッドをぐいっと捻ひねり、『抜ばつ刀とう術じゆつ』をピンで発動！

　俺のＨＰは一桁まで減っていた。つまりアーツの威力はかなり高くなる。

　その一閃が、残りわずかだったボスのＨＰを何とか削り切ってくれた。

　ボスは大きくよろめくと、ガラガラと崩くずれ落おちて消滅していく。

「よーしよし！　ふぃー何とかなったなー」

「ええええ!?　ちょっと待ってちょっと待って！」

　しかしあきらは何だか不満そうだった。せっかくボスを倒せたのに。

「ん？」

「暗器のアーツは一戦闘で一回でしょ？　『デッドエンド』で一回なのになんでもう一回撃ててるの!?」

「お、いい質問ですねえ～あきらくん。それは一戦闘に一回っていう表記がシステム的にどう処理されてるかって話になってくるわけですわ」

　こういうゲームシステムの内部ロジックを考察して転がすのは、俺は大好きだ。

　聞いて貰えたら、張り切って説明しちゃうぞ！

「あ、延々細かい計算式とか語らなくていいからね～蓮くんのは始まると長いから。簡単にお願いしま～す。先生」

「ちっ。まあオーケー了りよう解かいしたという事で、俺が暗器ＡとＢを持ってるとするだろ？」

「うん」

「で、暗器Ａのアーツを使いました。この時点で暗器ＡとＢに対してこの戦闘中はもうアーツが使えませんっていうフラグが立つと思われる。推測だけどな」

「ふんふん」

「でさ、その後同じ戦闘中に暗器Ｃを新しく手に入れた場合、これにはフラグが立ってないみたいなんだ。だからもう一回使える」

　アーツ使用不可フラグがアイテムごとの管理になってるって事な。

「え？　じゃあその暗器Ｃを手に入れたって事？　戦闘中合成できないよね？」

「タレントの『流れ作業』セットしとけば、戦闘中合成できるんだよなーこれが」

「えええっ!?　そうなんだ！　あれ意味あったんだ！　それってフラグ判定すり抜けれる穴があるって事だよね!?」

「イエスその通り。『仕込杖』がオンリー属性だから『ファイナルストライク』で壊こわさないと次合成できないけどな。だからとりあえず壊すの推すい奨しようだな。銭ぜに投げが捗はかどるよなー」

　奥義ごとに武器が消滅していくから、素材代は凄くかかる。人それを銭投げという。

　このスタイルを維持していくには、常に暗器の材料ストックを欠かさないことが大事になってくる。今はまだ一月遊んでいる間に集めておいた貯金があるからいいけど。

　今後、資金調達は課題になって来るだろうな。

「うっわーバグなのか仕様なのかすっごいグレーなとこだねそれは……よく気が付いたねえ、そんな事」

「ま、いろいろ試す時間はあったしな」

　暇ひまだからアイランドバニー師し匠しようを大量リンクさせて遊んでる時たまたま気が付いた。

　遊びから凄い閃ひらめきが生まれる事ってあるよね。

「そのために何体のアイランドバニーが犠ぎ牲せいに……」

「フフフ……ゲームじゃなかったらもう絶ぜつ滅めつしててもおかしくねーよな。まあそれはさておき、できる以上思いっきり活用していく方向で行こうかなーと思います」

「ならスキルのリキャストさえ来てれば、もう一回奥義も打ててたんだよねえ？」

「だな。『ミュルグレの秘薬』使えば撃ててたけど……そこはまあ『抜刀術』で節約させてもらいましたっと」

　と俺が答えると、あきらは何か閃いた！　と言いたげに手を打った。

「そうか分かった！　何でわたしをソードダンサーに指名したか！　『剣の舞まい』覚えるからでしょ!?」

　あきらが言うのは、ソードダンサーがレベル22で覚えるスキル。

　効果は『ミュルグレの秘薬』と同じ、全スキルのリキャスト回復。消費ＡＰアーツポイントは２００。

「そう！　さっすがあきらは話が分かる！」

　暗器のアーツが一戦闘一回のみという制約は、武器破は壊かいからの戦闘中合成で回避可能。

　スキルのリキャストさえきていれば、同じ戦闘中でももう一発奥義が打てる。

　ソードダンサーは、一いつ瞬しゆんでスキルをリキャストしてくれる能力を持っている。

　いてくれれば、俺は奥義の二連打が可能になり瞬しゆん発ぱつ火力が二倍になるという事だ。

　これほど相あい性しようのいいジョブが分かっているのに、勧すすめないわけがない。

「なるほどぉ～！　ようやく納得いったよお！　えっちい目的じゃなかったんだね！」

「いやだからそれは初めから違ちがうって言っただろ」

「でもぉ。この格好してたらいつもちらちら見てくるし～」

　ジト目で見られる。

「あくまで性能目的だったのはそうだけどさ。ありがたい事に見た目も眼福モンなのでしっかり楽しませていただこうかと！」

「もぉ～。これがただのネトゲのアバターなら、カメラアングル弄いじってスカートの中見ようが別に好きにすればいいけどねー」

「あー前に一緒にやった事あったなあ」

　ＥＦの人気ＮＰＣの魔ま法ほう少女メロリンちゃんとかをね。みんなよくやってたんだよ。

「今思うと悪かったなー。あの時俺あきらの事男としか思ってなかったわ」

「いやバカだなーと思いはしたけど、あれはあれで貴重な体験だったかな。男の子の生態が分かったというか……でもこのゲームだと自分が見られてる感じしかしないんだよね。すっごい恥はずかしいんだから！」

「大丈夫だって、似合ってるし可愛いから何ら問題ないぞ！」

「んもう……まあわたしと蓮君の仲だから、別に見ててもいいけどねー……」

「っていうかさ、さっきのボス戦さすがあきらだったよな？　一人であれだけボス削ってくれたのはすげーよ。あっという間に相手の動きにも対応できてたし、アクション得意なのはここでも活きたよなー」

「そう蓮くんに言われてもな～」

　と苦笑い。

「？」

「そのアクション得意なわたしを、対戦したら八割がたボコってくれるのはどこの誰だれでしょう？」

「いやいや、それはさておきでさ。客観的に見たらやっぱ上手うまかったぞ？」

「でもなー。蓮くんがソードダンサーだったら最後まで削り切れたんじゃない？」

「俺がソードダンサー？　いやあ、ちょっと恥ずかしいからムリ……」

「あ～！　ひどい！　わたしにはやらせるくせにー！」

　ぷんぷん怒おこられた。

「まあ俺がやってもキモいだけだしな。それより何か戦利品出てるぞ」

「あ、ほんとだね。何々」

「おっ。『アイアンインゴット』だ！　しかも六つも！」

「素材かあ。何か装備が欲ほしかったなあ」

　残念がるあきらに反して、俺のテンションは上がっていた。

「いやいや、これはいいかも知れん。必ず落とすのかなー」

「さあ？」

「よし、ボスが再出現リポツプするの待って、もう一回倒たおしてみようぜ！」

「えぇ？　上に行かないのぉ？」

「もし必ずインゴット六個貰えるなら、絶好の稼ぎポイントだぞ？　この先『仕込杖づえ』の中身が『ブロンズソード』のままなのもしんどいし、『アイアンソード』に中身更こう新しんしときたいんだよ。大量にインゴット集めるべしなわけで。それに固定経験値も二体分で結構おいしいから、レベル上げ的にも効率いい。ここで一気に22に上げようぜ」

　ソードダンサーが『剣の舞い』を覚える22までは、どこかで効率のいいポイント見つけてレベルを上げてしまいたかった。

　そこまで上げてこそ、俺とあきらのコンビネーションが真価を発揮できる。

　ここは武器のバージョンアップのためのインゴット集めもできて、一石二鳥かもだ。

「そりゃボスの再出現リポツプがめちゃくちゃ長かったり、インゴットの配給が渋しぶかったりしたら考え直すけどさ、少なくともここは確かめてみないと！　さあ検証しなさいって俺のゲーマーとしての感がビンビン言ってるんだよ！」

「うわ～でたー。蓮くんの検証癖ぐせだー」

「な、とりあえず一回再出現リポツプ待って、倒してみようぜ？　な？」

「うん分かった。いいよ。じゃあちょっと休きゆう憩けいだねー」

　あきらは近くに転がってた岩の上にちょこんと座すわる。

　俺は現在時刻を確かく認にんすると、岩の近くの地面に足でメモしておいた。

　何分リポップかを測ろうってこと。

「あ、あきら。この『アイアンインゴット』貰っていい？」

「うんどーぞ」

「あざっす！」

　システムメニューを呼び出し、タレントの設定で『流れ作業』を外す。

　それから合成メニューを呼び出し『アイアンインゴット』四つで『アイアンソード』の合成を開始。『流れ作業』を設定していると合成スキルがアップしないからだ。

　毎回外すのはちょっと面めん倒どうだけど、仕方がない。

　簡易鍛冶かじツールセットが起動。

　まず『アイアンインゴット』を炉ろで溶とかし、それから形成。

　トンカチでカンカン叩いて剣の形に整えていく。

　この辺手動操作で、職人気分が味わえる。

　あまりにもミスったら合成失敗になって素材が消えてしまう。

　逆に上手くやれば、通常より性能のいいＨＱハイクオリテイ品になる。

　カンカンカン。カンカンカン。と音が続いて――

　ふっと俺の目の前にあきらの顔が割り込んでくる。

　しかもすんごい変顔だった。

「ぶっ!?　うはははは、おい止やめろって――あっ、手元が狂くるった！」

　バリーンって音がして、インゴットが粉々に砕くだけ散ちった。

　合成失敗……

「あのー……あきらさん？」

「あははははっ。だってえ。ヒマなんだもん」

　まあこういう悪戯いたずら好きなことは前から知ってたから、別に腹は立たない。

「んー再出現リポツプはまだかねー」

「まだ一分だねえ」

「おお、そうだ今のうちに……」

　俺は自分のステータスをウィンドウ表示した。

　そこからＬＵＢレベルアツプボーナス、レベルアップボーナスの割わり振り画面を起動する。

　レベルアップでボーナスが溜たまり、そのポイントを任意のステータスに割り振れる。

　いわゆるステ振ふりだけど、俺はまだ溜めるだけで何も振っていなかった。

　今のＬＵＢレベルアツプボーナスは64ポイント。ステータスは――
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　後衛職らしくＩＮＴ知性とＭＮＤ精神に寄っている。身体能力はとてもとても低い。

「何か振るの？　わたしもまだ振ってないんだよねー」

「さっき一発で仕留めそこなったからな。何とかならんもんかと。ちなみにあきらのステって今どんな感じ？」

「わたし？　こんな感じだよ」

　俺はあきらが開いたウィンドウのステータスに注目する。





　ＳＴＲ筋力　52

　ＶＩＴ耐久　44

　ＤＥＸ器用　61

　ＡＧＩ敏捷　63

　ＩＮＴ知性　37

　ＭＮＤ精神　42

　ＣＨＲ魅力　74






　ＤＥＸ器用、ＡＧＩ敏捷、ＣＨＲ魅力が高い感じ。

　ＤＥＸ器用は前衛で武器使うジョブには必ひつ須すのものだし、ＡＧＩ敏捷は足の速さとか回避スウエイ判定に効いてくるからこれもあったほうがいい。

　ＣＨＲ魅力はダンスの回復力がＣＨＲ魅力依い存そん。可愛いは正義って事か。

　ＳＴＲ筋力は並みレベルで、ステ傾けい向こうとしては攻こう撃げき力りよくはそこまで高くない。

　ＶＩＴ耐久は前衛にしては低い方で、攻せめられると結構ガード削りを受けてしまう、と。

　ＣＨＲ魅力が頭一つ抜けてること以外は、軽戦士系のステ傾向かな。

　さて、俺のＬＵＢレベルアツプボーナス64ポイントをどう振るかについて。

　ま、一択たくだな。

　というわけで俺はＶＩＴ耐久に64ポイントを全部つぎ込もうと操作を――

「ちょ……!?　待って待って！　ええぇ？　それでいいの？」

　あきらがびっくりして止めてきた。

「え？　変？」

「普ふ通つう紋もん章しよう術じゆつ師しが一番意味なさそうなＶＩＴ耐久に全振りしようとしてたら止めるよね？」

「けどよ、紋章術師を一いち撃げき特化の攻撃役アタツカーに育てようっていうのがコンセプトだろ？」

「だったらＳＴＲ筋力かＤＥＸ器用に振らないとじゃない？」

「そうかなー。ＳＴＲ筋力は物理攻撃力とガード削りを起こす判定だよな？　ＤＥＸ器用はクリティカル率と回避スウエイ判定回避」

　ガード削りについて。これは攻撃側の武器のガードブレイク性能プラスＳＴＲ筋力と、防ぼう御ぎよ側の武器あるいは盾たてのガード性能プラスＶＩＴ耐久の比ひ較かくで、攻撃側優勢の場合に発生する。

　ガードブレイク性能もガード性能も両手剣や両手斧おのの重量級武器の方が高めに設定されている。ガード性能だけは当然盾が一番高くなっている。

　回避スウエイについては、攻撃される側とする側のＡＧＩ敏捷とＤＥＸ器用の差が大きいと起こりやすい。

　ＡＧＩ敏捷に特化すれば、攻撃をかなりの確率で回避スウエイすることも可能だ。

　これがあるから、武器攻撃を使いたいプレイヤーはＤＥＸ器用のステ振りを無視できないわけだ。

　物理攻撃にはＳＴＲ筋力もＤＥＸ器用も大事。

　バランスが重要で、永遠の悩なやみどころってやつだ。

「うんうん。攻撃役アタツカーなら重要だよ？」

「でもどうせ通常攻撃なんてするつもりねーし。暗器のアーツか奥おう義ぎだけなら、回避スウエイ無効ついてるから命中率は気にしなくていいからいらんぜ。ＶＩＴ耐久は最大ＨＰにも関かかわって来るからな。最大ＨＰが増えればＨＰ１の時の『抜ばつ刀とう術じゆつ』の威力も伸のばせるし」

「え？　この先も通常攻こう撃げき一いつ切さい封ふう印いんで行くの？」

「杖の打撃なんてしょぼいしな、それ当てるためにステ振るのはもったいねえ」

「先に『仕込杖』抜いて剣にして戦うとかは？」

「それやると『抜刀術』撃うてなくなるっぽい。手の内を見られたら負け的な」

　暗器ってリアルには不意打ち用の隠かくし武器だから……以下同文。

「そうなんだ？」

「それに、剣けん抜ぬくと紋章術師は剣の適正ないからな。剣アーツ撃てないし、そもそも不適性で攻撃が当たらんという……まともに使おうとすると『皆かい伝でんの証あかし〈片手剣〉』のタレントをつけて、十分にＤＥＸ器用を育てて――って感じになるわな」

「うーんそこまでやるなら、普通の剣使った方が良くなっちゃうかな？」

「だな。両方活かそうとして、杖でぽこぽこ殴りながら『抜刀術』の撃ち時を見計らうなら、その時間もずっと剣で殴り続けてた方が総ダメージで上になるからな。本ほん末まつ転てん倒とうってやつだわな。しかもそこまでやった所で、紋章術師の基本ステが低すぎるから他ほかの前衛ジョブに比べて弱いという……」

「やっぱ使い辛いねえ、『仕込杖』」

「完全に同意。まともに運用できるのは『ターンオーバー』で任意にＨＰ減らせる紋章術師だけだと思うぜ。その紋章術師としても、中ちゆう途と半はん端ぱな使い勝手の良さを求めちまうと特とく徴ちようが消えて腐くさる武器だけどな。回避スウエイ無効で、モーションを当てさえすればいい『抜刀術』や『デッドエンド』の一撃をどこまで高められるかが勝負なんだよ。やっぱ中途半端なゼネラリストより、一芸に特化したスペシャリストを目指すべきだと思うんだよな！」

　と熱く語る俺を見て、あきらは何だか嬉うれしそうににこにこしていた。

「ん？　何だよ？」

　じーっと顔を覗のぞき込まれると、何か緊きん張ちようするんですが。

「んー？　ほら、今までやってたゲームだとチャットの文面だけで表情は見えなかったでしょ？　こういうとき、こんな表情してたんだなあって」

「どんな表情だよ？」

「すごい嬉しそうだよー。何かカワイイかな～♪」

　ほっぺたをつんつんされた。

「やめい。何か恥ずかしいだろ」

「えー。いいじゃん、わたしのことは散々辱はずかしめるくせにー」

「いや人聞きわりいなそれ！」

「ふふーん。で、話戻もどるけどＳＴＲ筋力上げよりＶＩＴ耐久上げの方がダメージ伸びるんだ？」

「期待値は大差ないっぽい。そうするとダメージ以外の部分で、ＶＩＴ耐久のがメリット大きいんだよな。ガード強度が上がるだろ？　ＨＰも伸びるし。奥義前にやられるのが一番まずいから、生存力を上げるに越こしたことはないし、堅かたくなるって事は撃たせる前にやる作戦で来られた時の対策にもなる。というわけでＶＩＴ耐久上げが攻こう防ぼうの一石二鳥かと」

「対人戦なら、撃たせる前にやる作戦とかもされるかもね」

「そういうこと」

「なるほどー。でもあんまり威力だけ上げてもオーバーキルになり過ぎてもったいなくない？　この間Ｂ組の人と戦った時も既すでにオーバーキル気味だった気がするけど？」

「あーまあその点はそうだな。実際飛ひ距きよ離り百メートルでホームランのところを常に百五十メートル弾だん狙ねらいに行く的な感じにはなるわな」

「誰にでも野球に例えて通用すると思わない方がいいと思うよお？　わたしは慣れてるし意味わかるけどー」

　悪いな、癖くせなんだよ。親の影えい響きようでさ。

「でもそれでいいんだよ。飛距離はロマンだからな。同じホームランでもロマンがある方が話題になるし人気出るから。俺はボンクラーズ筆頭の紋章術師が輝かがやいて人気出てくれればそれでいいんだよ。あきらも言ってたけど、ロマン砲ほうだロマン砲」

「相変わらず馬ば鹿かだねー。でもそうすると全く役立たなそうなＶＩＴ耐久上げが最適解なんだね。いつもながら蓮くんのやり方って面白いなー」

「そりゃどうも」

　言いながら俺は、ＬＵＢレベルアツプボーナスのＶＩＴ耐久全振りを決定した。

　ＶＩＴ耐久33から97になった。っしゃすっごい堅くなったぜ。最大ＨＰも増えたし。

「あきらはどう上げるつもりなんだ？」

「ＤＥＸ器用優先かなあ。回復にもＡＰアーツポイント使うジョブだし。まず攻こう撃げき当てないとＡＰアーツポイントが確保できないしね」

　と話しているうちに――

「あっ！　ボス湧わいた！　再出現リポツプ何分かね」

　システムメニューから現在時刻確認。計算したところ約五分だった。

「五分か結構早いな。これなら再出現リポツプ即そく狩がりしていけば十分経験値的にも美味うまいぞ。よし、あきらはここでちょっと見ててくれ」

　俺は『流れ作業』のタレントをセットし直し、いつもの『仕込杖』を合成する。

　それから、新しく補ほ充じゆうされた二体のアイアン・ジェミニのもとに向かう。

「えっ？　どうするの？」

「ちょっと試ためしたいことがあるんだ。様子見て適当に攻撃開始よろしく」

　俺が二体の感知範はん囲いに踏み込むと、一いつ斉せいに襲おそってくる。

　繰くり出だされる拳こぶしを杖でガード。

　ガード削りは発生しなかった。おお振ふったステが生きてる生きてる！

　これならガードさえミスらなければ無傷でいられる。

「あ、もういいぜー！　攻撃開始！」

　遠くにいるあきらにそう呼びかける。

　この第二陣じんを狩かったところ、やはり『アイアンインゴット』を六個貰えた。

　それにＶＩＴ耐久に振り込んだおかげで最大ＨＰが伸びて奥義の威力も向上。

　一撃で一体倒せるようにもなった。

　これはいい稼ぎポイント発見だ。

　先に進めるだけが能じゃない。効率いいポイントでは徹てつ底てい的てきに稼いでおくべし。

　レベル22と『仕込杖』の組み合わせを『アイアンスタッフ』と『アイアンソード』にするための大量の『アイアンインゴット』集め。

　今ある『オークスタッフ』と『ブロンズソード』の素材は全部使って、置おき換かえよう。

　さあ稼ぐぞー！　しばらくここで合宿決定だ。







第５章　クラス対抗ミッションを少人数縛りで







　アイアン・ジェミニ合宿を三日、それから九層攻こう略りやくに一日をかけた四日後。

　俺おれ達たちはとうとう先行組に追いつくことができた。

　たっぷりゲットした『アイアンインゴット』で、仕込杖の構成材料を『アイアンスタッフ』と『アイアンソード』に置き換えられた。

　武器のバージョンアップはいつかはやらないといけない儀ぎ式しきだから、レベル上げと同時に出来たのは大きい。すっかり飽あきたあきらが、もはや無言でアイアン・ジェミニを殴なぐり倒していたのは少し怖こわかったが。

　まあ一月遅おくれが十日くらいで追いつけたのだから、頑がん張ばったほうだ。

　はじめにあきらが『スカイフォール』をゲットしていたのと、俺おれが単発大ダメージ仕様なのが大きかった。少人数で強めの敵を狩れるのが大きい。

　さて最後の十層だけど、ここは前まえ田ださんや矢や野のさんに聞くところ、マップ中央に結界フィールドがあって、そこにトリニスティ島の大ボスがいる。

　ボスに挑いどむには、外に配置されてるモンスターを狩って、そのドロップアイテムから結界を中和する『光の鈴すず』を合成して用意する必要がある。

　先行組は今アイテム集めの最中で、そろそろボスに挑ちよう戦せんできそうだと言っていた。

　アイテム一個でクラス全員バトルに挑めるから、俺達もすぐに先行組の力になれる。

　今日から合流できると、俺とあきらは楽しみにしていたけど――

　朝、ログインするとクラスの雰ふん囲い気きは異様に暗かった。

　いつもわいわい楽しそうな雰囲気なんだが。どうしたんだ？

「あ、おはよー蓮れん君」

「おはようあきら。なんか教室の雰囲気がおかしいけど、何だこれ？」

「わたしもわかんない。さっき来たらこんな感じだったよお」

「そうなのか？」

　で、クラスのみんなを見み渡わたしていて気がついた。

　簡易ステータスに、みんな衰すい弱じやくのアイコンがついている。

　これは全ステータスが大おお幅はばに減る状態異常だ。

　具体的にはＨＰとＭＰを含ふくめ、五分の一になってしまう。

　蘇そ生せい魔ま法ほうで復活した直後などにこの状態になる。

　上級の蘇生魔法には衰弱時間ゼロで復活可能なものもある。

　が、今回はそうではないらしい。

「みんな衰弱だねー。一気に全員ってどういうことかなあ？」

　あきらも首を捻っている。

　そこに、矢野さんがログインしてきた。

　彼かの女じよには変なアイコンはついていないようで、普通だった。

　そして俺達と同じように不思議がり、俺に聞いてくる。

「あれ～？　ねえ高たか代しろー。これどーいうコト？　みんなガチで衰弱してるし」

「いや、俺も何も分からん」

「ふーん？　あっ、ことみー来た。ことみー！」

　前田さんには衰弱アイコンがついているみたいだった。

「ああ、おはよう優ゆう奈な」

「ねえねえことみー。みんな衰弱してんじゃん？　何かあった？」

「ええ。昨日みんなで『光の鈴』のためのアイテム集めをしていたんだけど、その時何か弾たまみたいなのが飛んできて、それが爆ばく発はつして煙けむりに巻まかれたらみんな衰弱状態になって……」

「昨日？　あたし用事で行けんかったけど……それがまだ治ってないって？」

「ええ。ＧＭコールして先生に聞いてみたら、それが『超ちよう重じゆう弱じやく化の秘石』ってアイテムだったみたい。衰弱の時間が凄すごく長いの」

「ほかのクラスからの妨ぼう害がいって感じ？　効果はどんなもん？」

「自然回復に四十八時間だって」

「四十八時間!?　何だよそのぶっ飛んだ長さは!?」

　聞いていた俺もびっくりして声を上げてしまった。

　恐ろしい嫌いやがらせアイテムだな。

「そもそもトリニスティ島までで手に入るアイテムじゃないって先生も言ってたわ。先に進めば解除の方法もあるけど、今の段階じゃ自然回復を待つしかないって」

「ええぇぇ？　誰だしそんなえげつない事やらかすやつ！」

「断定はできないけど……近くにＢ組のＰＴがいたわ。もしかしたら――」

「でも前田さん、向こうだってそんなの手に入れられないんだよねえ？」

「もちろん青あお柳やぎさんの言うとおりのはずだけど、上級生から貰もらってやった可能性はあるって……何か不正があったのならＧＭ権限で解除できるけど、調査の結果が出るまではこのままだって。調査にも結構時間はかかるらしいわ」

「ねね、ことみー。でもそれ待ってたら他のクラスが先にボス倒して、ミッションクリアしてそうじゃん？　どうするん？」

「みんなが衰弱してるのにボスと戦っても勝ち目はないし。待つしかないと思う」

　みんなが沈しずんでいるのは、これを分かっているからなんだろう。

　せっかくトップ目指して頑張ってきたのに、これはテンション下がるよな。

「みんなあきらめモード入ってるから、空気がお通つ夜やなワケか。なるー。でもぶっちゃけめっちゃ腹立つんですけど。せっかくいい感じで進んできたっつーのにぃ！　きぃー！」

「本当に悔くやしいわね……私も攻略リーダーを任された以上、何とかみんなが喜べる結果を出したかったわ。ごめんね、優奈」

「いや、ことみーは悪くないっしょ。よく頑張ってたと思うし。よしよし」

　と矢野さんが前田さんの頭を撫なでて慰なぐさめていた。

「ふふっ。まさか同じ高校になって、こうやって優奈に慰められてるなんてね」

「あ、前から知り合いなんだ？」

　あきらがそこに食いついていた。

「そそ。実はおな中だったりー」

「まあ、中学校の時にはそんなに接点が無かったんだけど」

　委員長タイプとギャルは同じ学校にいても仲良くなったりはせんわな。

　それはそうと、俺から見ても攻略リーダーの前田さんは頑張っていたと思う。

　レベルが遅れている俺を心配してくれたり、攻こう略りやく本ぼん用意してくれたりさ。

　俺としてはそのお礼も兼かねて、ここで困ってるのを何とか助けてあげたい。

　選ばれしネトゲエリートの力、ここで見せずにいつ見せるって事だ。

「「まだ諦あきらめるような時間じゃないっ！」」

　俺とあきらの発言がモロ被かぶりした。

　顔を見合わせて、それからあきらがどうぞってしてくれた。

「まだ俺とあきらと矢野さんは無事だろ。俺達だけでやれるか試してみようぜ！」

「えぇ!?　三人だけで!?」

「少人数縛りと思えばいいだけだろ。俺もあきらも局地戦特化だから、上手くハマれば可能性はある！　試してみる価値はあると思うんだよ」

「特化してるのは蓮くんだけでわたしは普ふ通つうだと思うけど、右に同じ！　せっかくみんな頑張ったのにこれで負けなんて悔しいじゃん、やってみようよ！」

「とりあえず可能性あるか見切るために、一回お試しで戦いたいよな」

「それも右に同じ！　『光の鈴』ってもうあるの？」

「『光の鈴』なら何個か用意できてたんじゃん？　ことみー」

「ええ、昨日までで三つ用意できてるわ」

「んーじゃ一個使わせて？　あたしら偵てい察さつ行ってきまっす！」

　おお、矢野さんは乗り気みたいだな。

「ダメジョブマイスターと少人数縛りプレイとか面白おもしろそう！　ちょっと燃えて来た！」

　その矢野さんのやる気は前田さんにも移ったみたいで――

「そうね。何もしないよりは――じゃあ私も行く。衰弱してるから役に立たないけど」

　というわけで、俺達は授業後十層ボスの偵察に出かけることになった。




　　◆◇◆




　そして、授業後。

　クラスのみんなは、衰弱でできることがないからと早々にログアウトしていく。

　みんな元気がない。

　俺達は十層ボスに向かうために転送ルームの前に集合。

　みんなそれぞれ小用があったみたいで、俺が先に転送ルーム前で待機していた。

　その時、この間『スカイフォール』を賭かけて一ひと悶もん着ちやくあったＢ組の片かた岡おかが姿を見せた。

　向こうが俺に気が付いて話しかけてくる。

「よぉ。お前らのとこも衰弱ボムでえらい事になってるみたいだな」

　あれ？　今お前らのとこもって言ったよな。

　じゃあ伝説の弱体アイテムとやらの件は、向こうにとっても想定外だったって事か？

　前田さんはＢ組を疑ってたけど、違うのかも？　じゃあ誰の仕し業わざなんだよ。

「何だよ無視することねえじゃねえかよ！」

「あ、いや悪い。そういうわけじゃねえよ」

「まあ確かにあの件は俺が悪かったよ！　あまりのレア武器だったから、ちょっと熱くなっちまって。今考えたら完全に言いがかりだわな、悪かったこの通り」

　手を合わせつつ、頭も下げられた。何だそんなに嫌な奴やつじゃないんだな。

　ゲーム好きに悪い奴はいないって思いたい俺としては、ちょっと嬉しかった。

「いや別に怒ってねえし、もういいよ。それより衰弱ボムの件はそっちでも問題になってるのか？」

「おお。八人もやられて動けねえからな、十層ボスを前にして大幅戦力ダウンだわ」

「こっちなんかほぼ全ぜん滅めつだわ。予定してたボス戦も中止になったしな。みんなテンションだだ下がりでさ」

「ああーそうなっちまうわなあ。うちは一応残りのメンツでやる予定にしてるけど――」

　と、片岡の話をぶった切って少し離はなれたところから声がかかった。

「ちょっと片岡君。早くなさい、私トロい奴は嫌きらいですわ」





　赤あか羽ばね希美のぞみ（１－Ｂ）

　レベル28　ソードダンサー　ステータスアイコンは特になし。






　うわ何かすげーな、この娘こ。

　物もの凄すごい美人なのは言うまでもなく。すらっと背が高くてモデル体型。それはまあいい。

　何よりジョブがあきらと同じソードダンサーだけど、とても堂々としている。

　この人の集まる転送ルームで、平然とジョブ特有の肌はだ色いろ衣装を着こなせているのだ。

　周りからは当然視線が集まりまくっているけど、微み塵じんも気にする素そ振ぶりがない。

　なんかこう、大人物な感じがするぞ。口調も女王様っぽい。

「あ。はいはーい、希美様～すぐ行きまーす。少々お待ちを～」

　それはもう嬉しそうに、片岡は愛あい想そ笑わらいしていた。

　それを聞いた希美様とやらはつまらなそうに視線を外し、別のやつと話し出す。

「……」

　見ていて何となく感じ取ったこと。

　そもそもなんで片岡は『スカイフォール』をあんなに欲しがったか？

　片岡の盗賊ローグって『スカイフォール』装備できないんだよな。

　今も『希美様～たまらねぇ～もっと冷たい目で見て～』とか意味不明の供述をいたしております。

「……なあ、ひょっとして『スカイフォール』あの子に貢みつぐ気だったのか？」

「あ、わかる？」

　あっさり頷うなずきやがった！　いるいるこういう奴！

　ネトゲ用語でいうところのHimechanと従者ってやつだな。

　Himechanすなわち姫ひめちゃんてわけ。

　女性キャラプレイヤーをお姫様かの如ごとくちやほやしちゃう奴っているんだよな。

　何でも手伝ってあげて、レアなアイテムも貢いだりするし、終始側にくっついている。

　ゆえに従者。そうされるHimechanの方もなんでも手伝ってもらってイージーモードでゲームが進むから、それが当たり前と勘かん違ちがいしてプレイヤースキルとかは育たない。

　正直俺はあんまり好きじゃない人種だ。

　純じゆん粋すいにゲームを楽しんでる感じがしないからな。正直どこか他所よそでやって欲しい。

　さっきの赤羽さんがどうなのかは知らんけどな。

　しかし片岡……お前そういう奴だったのか。見直したけど見み損そこなったぜ。

「さすがに同じ趣しゆ味み同士、理解が早い。お仲間につっかかちまってホント悪かったな」

「はぁ!?　何だよ同じ趣味って？」

　しかし片岡は不思議そうな顔をした。

「だってお前もあのソードダンサーの子に貢いでんじゃん？　俺と一いつ緒しよだろ？」

「!?」

　しまった……！　気にしてなかったけど、今の俺とあきらだとそう見えるのか!?

「あの後仲なか田た先生に言われてさ。俺は負けても、一人のHimechanが幸せになったんだからそれでいいじゃないかって。確かにその通りだったぜ……！　俺は心が狭せまかった！」

「……」

　いや何言ってんだよあの人！

　俺は不ふ遇ぐうジョブの魔ま改かい造ぞうをストイックに突つき詰つめたいだけなのに……！

　なんかショックだわ、従者扱あつかいされるとは……！

「青柳さんだっけ？　あの子も可愛かわいいよな。俺はツンとしてる女王様タイプがいいから、希美様一択だけど」

「いやいやいや！　俺はそういうつもりじゃねー！」

「あー初めはみんなそう言うんだよ。でも慣れてくると、Himechanに振り回まわされたり貢ぐのが快感になって来るんだぜ？　そのうちもう自分からHimechanを探すように……」

「聞いてねー！　とりあえずリアルな下心を持ち込んで、ゲームの世界を壊こわすようなのと一緒にしてほしくねーよ！」

「それは直結厨ちゆうであって真の従者じゃねえよ！　俺なんかちゃんとHimechanしてくれるなら中の人が男でも全然貢げるぞ！　真の従者は見返りなんか求めねえんだよ！　ただただHimechanに振り回されたいんだよ！　分かるか!?」

　うん、馬鹿だなこいつ。そして無む駄だに熱い。

「いや……まあお前のこだわりは分かったけど、一緒にすんなよな！」

「わたしは従者蓮くんでも別にいいけどねー」

「あ、あきら」

　気が付くと後ろにあきらが立っていた。

「よお青柳さん。この間はごめんな。反省してる」

「あ、うん。大だい丈じよう夫ぶ、もう気にしてないから」

　そこで、もう一回赤羽さんが片岡に呼びかけて来た。

「片岡ーっ！　早くしろと言ってますわよ!?　いつまで人を待たせますの!?」

　今度はお怒いかりモードみたいだ。

　それを見たからなのか、あきらが「うげっ」って声を上げて俺の後ろに隠れていた。

　どうしたんだ？

「あっ！　行きまーす！　すんません！　そんじゃなー。そっちも頑張れよ」

　と片岡は俺達に挨あい拶さつして去っていった。

「あきら？　何隠れてんだよ？」

「あ、うーん……あのね。今のリアルの知り合いだったかも……」

「赤羽さん？」

「うえええぇ、やっぱそうなんだあ」

「挨拶しなくていいのかよ？」

「いいよお、別に友とも達だちじゃないし。あんまり仲良くしたい相手じゃないし」

　学校の知り合いか何かか？

　しかし赤羽さんって明らかにお嬢じよう様さまっぽい何かのような気がするな。

　その子と同じ学校？　って、ひょっとしてあきらも相当お嬢様だったりするのか？

　確か横よこ浜はまに住んでるんだっけか。すっごい大だい豪ごう邸ていだったり？　ちなみに俺は東京。

　何年も一緒にゲームやるフレだったけど、学校の話はそこまでしてこなかったな。

　ただちょくちょく退たい屈くつだとは言ってたような？

　まああまり嬉しそうな顔はしていないし、突っ込んで聞くのはやめておこう。

　俺は話を切きり替かえ、さっき片岡から得た情報を披ひ露ろうする。

「あ、ところでさ。衰弱ボム使ったのＢ組じゃないっぽいぜ。さっき片岡が言ってたけどＢ組も被ひ害がい出て困ってるってさ」

「そうなんだ？　じゃあ誰だれがやったのかなあ……んーでも今は犯人捜さがしより少人数攻略のこと考えた方がいいよねえ？」

「だな。Ｂ組は戦力減ったけどボスやるって言ってたし、他のクラスだっているし」

「高代～、青柳ちゃんお待たせー」

「四人揃そろったわね。それじゃあ早さつ速そく行きましょうか」

　と、そこへ矢野さんと前田さんがやって来た。全員揃ったのでさっそく出発だ。

　転送ルームを使う人は多いから、ちょっと順番待ちの間にＰＴ組んだり編成作業。

　ちなみにジョブ構成は俺おれ紋もん章しよう術じゆつ師し、あきらソードダンサー、矢野さん聖騎士パラデイン、前田さん学者。レベルはそれぞれ23、23、29、25。矢野さんが一番高い。

「しっかしこの短い間によくここまでレベル追いついてるし。二人とも凄くね？」

「まあ運もあるけどな。一月間色々準備できたってのもあるし」

「ねえ、前田さんってなんで学者にしたの？」

「あ、俺もそれ気になる」

　矢野さんの聖騎士パラデインは、盾役タンクの代表格だし特に疑問もない。

　けど学者はぶっちゃけ不遇ジョブの一つだったりする。ボンクラーズの一角だ。

　何でわざわざこれを選んでるのかなと。

　ひょっとしたら俺と同じ不遇ジョブ好きか？　仲間か？

「現実に両親が学者をやっているから、何となく親近感があって」

　何かこう、ピュアな答えだった。

「へー。なるほどなるほど」

「評判があまりっていうのは分かっているけど、先生も好きなのを選びなさいって言っていたし……」

「ことみー式だとあたし商人になるのかな？　んーヤダなー」

「あ、お家うちが商売やってるの？」

「そそ。ちっこい美容院ですし」

「へぇ、いいじゃん！　家で髪かみやって貰えるよねえ」

「いやいや、ファッションに関しては反りが合わないし、常に外オンリー。若い子はナチュラルが一番とか知らんし」

「あー矢野さんちょっとギャル入ってるもんね。親と趣味合わないんだ？」

「そーなんよね。あ、優奈でいーよー青柳ちゃん。あたしもあっきーって言っていい？」

「うん。オッケー」

　って笑え顔がおを交かわす二人。

「うーむ。俺は特に該がい当とうするジョブなしだな」

　うち、親父おやじがゲーム会社勤務で母さんが作家なんだよ。

「わたしも蓮くんと同じで該当なしだなあ」

　まあそんな感じで、順番が回って来たのでトリニスティ島ラストの十層へ。

　十層に街は無く、中央の結界に覆おおわれたエリアの側そばに移送方陣ゲートの出口があった。

　この中にトリニスティ島のラスボスがいるのか。どんなやつだろ？

「ここで『光の鈴』を使えば、中に入ってボスと戦えるみたいね。高代くん、青柳さん。どう偵察するの？」

「とりあえず少人数攻略が成立しそうか一戦で見切る。できそうならもう一回チャレンジしてもいいし、だめそうなら諦めてクラスのやつらが復活するのを待つしかねえよな」

「やっぱ蓮くんの奥おう義ぎ頼だのみだよね。あれを何発当てれば倒たおせるか次し第だいじゃない？」

「だな。一発二発で倒せるなら、初見でも倒せるな」

「そんな凄い火力あるのん？」

「うんすっごいよ！　その代わり一撃の火力以外死んでるけど。準備もすごい面めん倒どうだし、一回ごとに武器壊れるから銭ぜに投げでもあるし」

　とのあきらの証言。おおむね正解です。

「とりあえず矢野さんにボスのヘイト取って貰って、俺が『デッドエンド』撃ち込んで、そこで何割ＨＰ削けずれるか要チェック。これが一番だな」

　全員頷く。

「で、一発で沈むのは無い気がするから、撃てる限り連打。あきらから『剣けんの舞まい』貰ってもう一発撃つと。ダンスの消費ＡＰアーツポイント２００だしＡＰアーツポイント溜ためとかないとな」

　専用のバトルフィールドに入ると、支援効果バフは切れるしＡＰアーツポイントは０スタートになる。

　ここもそうなる前提の話だ。

「じゃあ、初めは優奈と青柳さんだけでボスと戦ってＡＰアーツポイントを溜めるほうが？」

「いきなり襲われるならそうするしかないな。向こうからは来ない感じだったら少し待てば問題なし。あきらは『闘神の息い吹ぶき』でＡＰアーツポイント自然回復するからな」

「えええーっ!?　羨うらやましっ!?　めっちゃいい初期タレント当ててるし！　あたしなんか『皆伝の証あかし〈盾たて〉』で意味ないのに！」

　ああ矢野さんはそうなのか。

　悪くはないけど聖騎士パラデインにはいらない。何せ元々盾装備できるから。

「最上級クラスのタレントよね？　ちょっと羨ましいわ」

「へっへー。前田さんは初期タレント何だったの？」

「私？　私は『タクティカルマジック』ね」

「あ、それも結構いいやつじゃん。魔ま法ほう使うと消費ＭＰに応じてＡＰアーツポイントが溜まるってやつ」

「ええ。確かに悪くないけどね」

「まあそういうわけで、ＡＰアーツポイント溜めたあきらにダンス貰ってもう一発撃つと」

「『ミュルグレの秘薬』も使う？　まだ取ってあるよね？」

「状じよう況きよう次し第だい。倒せそうなら使うかも。問題は『デッドエンド』撃った後に俺が生き残れるかな気がする。二発目も撃てずに終わる可能性もあるぞ」

「あーすっごいダメージ出す分ヘイトも凄いもんね。しかもＨＰ１になるし。一応前みたいに奥おう義ぎの後すぐ回復は飛ばすけど」

　あきらだけでなく、矢野さんの聖騎士パラデインも前田さんの学者も回復魔法を持っている。

　俺以外は全員回復持ちだから、結構手厚い構成ではある。

　とはいえクラス総がかりで倒すようなボスは、攻こう撃げき力りよくも半はん端ぱないだろう。

「あー。実は結構あたしが重要？　高代からボスのタゲ取れるかどうかにかかってる？」

「ああ、そうなると思う。できる限りタゲ取ってくれよ、頼たのんだぜ」

「おっけ。まあやるだけやりますし！」

「じゃあまとめると――」

　と前置いて俺は整理する。

　中に入ってボスがすぐ襲ってこないなら、待機してあきらのＡＰアーツポイントを待つ。

　襲ってくるなら最初は矢野さんとあきらで戦って、あきらのＡＰアーツポイントを溜める。

　あきらのＡＰアーツポイントの準備ができたら、俺がボスに奥義を撃うち込む。

　これでどのくらいＨＰ削れるかを要チェック。

　そして、あきらにダンスを貰ってもう一発奥義を撃つ。

　その後もあきらはボスを殴り続け、ＡＰアーツポイントが溜まり次第ダンスを貰って俺が奥義を撃つ。

　注意点。ボスのタゲが俺に張り付き過ぎたら、途と中ちゆうでやられる可能性高し。

　そこはもう矢野さんに頑張ってヘイトを稼かせいでもらうしかない。

　前田さんは衰弱だし、様子見て回復や強化魔法使う程度で。

「ざっくりとこんな感じか。初見だしガチガチの対策は無理だしな」

　多少流れ任せだが、仕方ない。

「うん。それで行ってみよ！」

「おー。ドキドキしてきたし！」

「それじゃあ、『光の鈴』を使うわね」

　前田さんが鈴を出して使うと、結界の一部に穴が開いた。

　俺達ＰＴはその穴に吸い込まれるようにして、中に移動させられた。

　一いつ瞬しゆん目の前が暗転。ワープ後――円形の広場に一体、黒い鱗うろこのドラゴンが佇たたずんでいた。

　俺は広場に佇むドラゴンを観察する。

　名前は――黒こく竜りゆうディアブロか。結構迫はく力りよくあるぞーこれ。

　怪かい獣じゆう映画の登場人物にでもなった気分だ。目の前に怪獣がいるぞ。

　頭の高さがビルの三階くらいあるか。

　がっしりした胴どう体たいに、前足後足には極ごく上じようの剣つるぎのような鋭するどい爪つめ。

　巨きよ木ぼくのような尻尾しつぽには、凶きよう悪あくそうな棘とげがあちこちに突き出でている。

　そして、呼吸をするたびに鼻や口から炎ほのおがチロチロと漏もれ出ていた。

　滅め茶ちや滅め茶ちや怖こわい。そして強そう。とんでもない存在感だな。

「おお……さすがＶＲＭＭＯのドラゴンは迫力すげーな！」

「うわー！　かっこいいー！　スクショスクショ！」

　あきらは嬉うれしそうにカメラでボスの撮さつ影えい会かいをしていた。

「……とりあえずいきなり襲っては来ないみたいね」

　事前に支援効果バフをかけたりする準備は許してもらえそうな感じだった。

「じゃあ、あっきーのＡＰアーツポイント待機っしょ」

「うん。じゃあ今のうちに着き替がえも」

　ああ、今の今まで制服だったもんな。あきらは。

　あきらがソードダンサーのバトル用装備（露ろ出しゆつ度ど高い）に着替える。

「うっわー。なんてーか……ぶっちゃけこれエロくね？」

「だ、大だい胆たん……学校でやるゲームなのに、これは教育上いいのかしら」

　二人とも、自分には真似まねできないとでも言いたげな微び妙みような反応だった。

「うん。みんなソードダンサー選ばんワケが分かった」

「そうね……百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずだわ」

「ううう、わたしだってやだよお。でもこっちの方が性能いいし……まともな性能で露出度低い装備がないんだよね……」

「ああ、ごめんごめんあっきー。でも似合ってるは似合ってるよ？　あっきーおっぱいも立派だし、すごい映はえて可愛いと思うよ？　可愛いけど――」

「ええ、決して駄だ目めじゃないわ。駄目じゃないけど――」

「真似はしたくない」

「そうね」

「うううううううっ！　蓮くんがやれって言うから！」

　あきらがすっごい恨うらめしそうに俺を睨にらんでくる。

「高代がソードダンサー勧すすめたん？　うわー鬼き畜ちくー！」

「もっと真ま面じ目めな人かと思ってたけど――」

「いや性能考えたら仕方ねーの！　必然なの！　コンビネーション的な意味で！」

　なんて話しつつ、あきらのＡＰアーツポイントがフルの３００になるまで待機した。

　途中で前田さんが守備力強化の魔法『プロテクション』を全員に配ってくれた。

　学者というジョブは、一応魔道士ウイザードの攻こう撃げき系と僧侶クレリツクの回復強化系の魔法を両方使える感じになっている。

　勿もち論ろん全部ではなく、上級クラスのものは無理だし対象が単体のもの限定になる。

　これが結構ネックで、大量の敵を一斉に範はん囲い攻こう撃げきで倒す戦術には向いていない。

　範囲回復もないため、瞬しゆん間かん的てきな回復力にも劣おとる。

　それから魔道士ウイザードや僧侶クレリツクが持っているＭＰ補給系のスキルを持っていない。

　武器攻撃も俺の紋もん章しよう術じゆつ師し並みに弱い。

　ジョブのユニークポイントとしては、学者専用の竜言語魔法という魔法群がある。

　これが魔法スクロールが店売りされておらず、竜言語だけにドラゴン系の強敵からのドロップ限定となっている。要するに入手のハードルが高い。

　そのうえ、肝かん心じんの性能がぶっちゃけ低いらしい。

　最大のウリが機能していない点で、劣れつ化か魔道士ウイザードか僧侶クレリツクにしかならない。

　当然行き着くのは、不遇ジョブ。ボンクラーズ入りだ。

　回復が使える分、紋章術師よりはまだましではあるけど。

「よし――ＡＰアーツポイント３００溜まったよ！」

「お。それじゃあ、行くか！　じゃあ矢野さん、頼むぜ！」

「おっけー！　できるだけタゲ取るし！　お任せ！」

　聖騎士パラデインの基本スタイルは盾と片手剣。ヘイト獲得タウントスキルと回復魔法も使える。

　他ほかの盾役タンクと比べても、回復持ちな分一番持久力があってしぶといのがいいところ。

　優ゆう遇ぐうジョブと言われるだけの安定感がある。攻撃力も結構あるし。

　矢野さんが先頭に立って、俺達は黒竜ディアブロに接近。

　向こうがこちらを感知して、大きく威い嚇かくするような唸うなりを上げる。

　空気が振しん動どうしてビリビリ震ふるえる。

　すっげー！　ますます迫力あるな！　これは否いやが応にもテンションが上がる。

「さっすがＶＲＭＭＯのドラゴン、すっごい迫力ーっ！　よーし燃えて来たあっ！」

　あきらも俺と同じで、何かみなぎってる。

「そしたら、いくよー！」

　スキルの射しや程てい圏けん内ないに入ると、矢野さんが即そくボスにヘイト獲得タウントスキルを仕し掛かける。

　これでひとまずボスのターゲットは矢野さんに。

　あきらはボスの側面、前まえ脚あしのあたりに近づいて『スカイフォール』で攻撃開始。

　前田さんは距きよ離りを取って下手に近づかない。

　そして俺は、ボスの真正面に立つ矢野さんと側面のあきらの間くらいに入る。

　まずはＳＴＲ筋力を下げる『ディストラサークル』を範はん囲いマックスで展開。

　一気にＭＰは空になる。

　……よし、いける！

「挨拶代わりに一発ぶち込む！　みんな準備いいか!?」

「いいよ蓮くん、やっちゃえ！」

「オッケー！」

「ちゃんと見ておくから……！」

　なら行くぞ！

「奥義――『デッドエンド』！」

　紫むらさき色いろの凶悪な光に包まれた一刀が、黒竜ディアブロの巨きよ体たいを薙ないだ。

　グギャアアァァ！　黒竜がダメージに大きくのけぞって苦く悶もんを表現する。

　どのくらい効いたか――？　ダメージは２１４８。

　ＨＰバーの減りは!?

「25％くらい！　凄いダメージだわ……！　信じられない！」

　後方の前田さんが声出し確かく認にん。俺おれの見た感じも同じくらいだった。

　四発叩たたき込めば勝てそうな感じに思える。これは希望があるかも知れない。

　あきらにダンス貰ってもう一発に『ミュルグレの秘薬』が二個ある。

　更さらにもう二発あるってこと。合計四発。撃ち切れれば勝てる！

「蓮くん回復！」

　奥義でＨＰの減った俺に、あきらがすかさず『ヒールステップ』を飛ばしてくれる。

　同時に前田さんと矢野さんからも回復魔法の『エクス・ヒール』が飛んでくる。

　一気にＨＰが満タンに。

　ドラゴンは極大ダメージを喰くらってのけぞっており、その隙すきに楽々間に合った。

　俺もその間に、できるだけドラゴンから距離を取っておく。

　ここまでは、いい感じ。問題はこの後だ。

　硬こう直ちよくから回復したドラゴンは、俺に向き直ってぎろりと視線を向けてくる。

　やはりタゲを取ってしまった。あれだけのダメージを出したら仕方がないか。




　グオオォォォッ！




　黒竜ディアブロは唸り声ごえと共に身を捻ねじる。

　俺の方に背を向けると同時に、超ちよう質しつ量りようの棘フレイルに等しい尾おが高く振ふり上あげられる。

　――これは予備動作が大きい！　かわせる！

　俺は尾が高く上がった瞬しゆん間かんには、回かい避ひ行動に移っていた。




　ドオオォンッ！




　俺が横よこっ跳とびに転がった一瞬後に、元俺がいた場所を物凄い衝しよう撃げきが襲おそっていた。

　ギリギリのタイミングだった。予備動作があるとはいえ、攻撃速度が速いな！

　俺は身を起こして更に距離を取ろうとするが、ドラゴンは大きく一つ吠ほえる。




　ルオオォォォン！




　それが突とつ風ぷうを起こし、俺は巻き込まれて踏ふん張ばるしかできなくなる。

　その隙に、ドラゴンは猛もう然ぜんと俺に詰め寄よって来た。

　前脚の鋭い爪が俺に向かって降ふって来る。巨体だけど速い！　避よけられない！

『仕込杖づえ』の再合成が間に合っていない俺は、素す手ででガードせざるを得ない。

　けど紋章術師は格かく闘とうの適正はないから、ガードしたところでガード性能がそもそも紙。

　せっかく極振ぶりしたＶＩＴ耐久も空むなしく、ガード削りでＨＰが半分持っていかれる。

「くううぅぅ……効くなあ！」

　ガードしてなきゃ一いち撃げき死もあり得たな。

　だけどこういうギリギリの状じよう況きようこそ、面白い。テンション上がって来た！

　減ったＨＰは即反応したあきらのダンスで回復。さすがの反応速度。

「『剣の舞い』！」

　さらに連続でスキルリキャスト回復のダンスも飛んでくる。

　これで次が撃てる――けども、今俺はドラゴンに絶賛タゲられて攻撃され中だ。

　このままじゃアイテムウィンドウが開けん！　早く次の『仕込杖』補ほ充じゆうがしたいのに。

　続く爪の一発をまた素手ガード。

　ずしんと物凄い重量感と衝撃と共に、俺のＨＰバーがまた半分近く持っていかれる。

「高代！　一歩下がって！」

　矢野さんが俺と黒竜ディアブロの間に割り込む。

「『ガーディアンフォース』！」

　背後の味方への攻撃を代わりに受けるスキルだ。少しの間この状態が持続する。

　矢野さんが盾たて防ぼう御ぎよしながら、俺への攻撃を代わりに喰らってくれる。

　流石さすが金属鎧よろいと盾で固めた聖騎士パラデインは堅い。俺の三分の一も喰らっていない。

　そうやって耐たえながらも、ボスの攻撃の合間を縫ぬって俺に回復を飛ばしてくれる。

　敵のヘイトは、味方を回復することでも稼げる。ヒールヘイトというやつだ。

　聖騎士パラデインの盾役タンクとしての振る舞いは、ヘイト獲得タウントスキルだけでなく、こうやって味方を回復するヒールヘイトを稼ぐことも重要だ。

　これで少しは俺からタゲがずれてくれれば――

　そう考えつつも俺の手は動いていて、アイテムウィンドウを開いて合成開始。

『アイアンスタッフ』と『アイアンソード』を材料に『仕込杖』を。

　よし完かん了りよう。即そく座ざに装備。

　ぱっと俺の手の中に、鉄で補強された杖が現れる。

「『ガーディアンフォース』の効果切れたし！」

「わかった！」

　次は直接俺に攻撃が飛んでくる。杖でガード。さっきよりは痛くない。

「こんのっ！　こっち向けってば！」

　矢野さんが改めてボスにヘイト獲得タウントスキル発動。

　それから俺に回復魔法。それでもボスは俺への攻撃を止やめない。

「『フラッシュスピアー』！」

　矢野さんの片手剣アーツ。光を纏まとった剣による神速突きだ。

　１７６ダメージ。でもダメージヘイトを足しても、まだ俺からタゲがはがれない。

　やはりダメージヘイトが半端ないことになっている。

　一撃大ダメージの弊へい害がいだ。

　矢野さんは全力で頑がん張ばっている。しかし、盾役タンクが稼げるヘイトをぶっちぎっている。

　だけど手を止めるわけにはいかない。速すみやかに撃てるだけ撃たないと。

　こちらは少人数だから、長期戦はＭＰが持たない。勝ち目がどんどんなくなる。

「矢野さん！　『ガーディアンフォース』のリキャストは!?」

「あと二分！」

　俺の問いに矢野さんは焦あせったように返す。

　そんなに待っていられないか。

「このままもう一発撃つぞ！」

　俺は何発目かのボスの打だ撃げきをガードしつつ、宣言する。

　ボスの打撃と打撃の合間を縫って、『デッドエンド』発動！

　グギャアアァッ！

　再びボスが一いつ瞬しゆん硬こう直ちよく。ＨＰバーは約半分に。ヒールシャワーが飛んできて俺全快。

　しかしダメージヘイトがさらに増大し、もうボスのターゲットは俺に釘くぎ付づけ。

　殴なぐられている間はアイテムウィンドウを開けない。

　もう『ガーディアンフォース』のリキャストまで、ガードで耐えるしかないか。

　ただ、ガードしても俺の被ひダメージは大きい。

　衰すい弱じやくしている前田さんのＭＰは早々に無くなり、矢野さんのも残りわずか。

　あきらの回復はＭＰではなくＡＰアーツポイントだが、それもギリギリになって来る。

　何とか次の『ガーディアンフォース』まで耐えれば――そして何とか耐え切った。

「よしリキャスト来た！」

　即スキル発動して、俺の前に立ってくれる矢野さん。ギャルパラディン頼もしいな。

　よし受けてくれるうちにまた合成だ。

　しかし――





　黒竜ディアブロはダークブレスの構え！






　ボスの特とく殊しゆ技わざだった。首をうねらせ、黒い炎の帯を放射してくる。

　これは単体技ではなく、範囲攻撃の技だった。

　俺と矢野さんがモロに巻き込まれる。

「うわああっ!?　うぅ～効いたしー……！」

　重装備に盾防御の効いた矢野さんですらＨＰ六割削られる。

　ということは、盾もなくローブで軽装な俺は――

「きゅう」

　うん、一撃死。あーやられると体に力が入らなくなるんだな……

　で、ばったり倒れる俺。む、無念……

　一撃死では、タイミングバッチリで回復をくれるあきらも手の出しようがない。

「うを!?　ちょっと主しゆ砲ほうが落ちたんですけど!?」

「あちゃ～！　こ、これはまずいね……！」

「くっ。これまでなの――？」

　前田さんの言う通りだった。その後、ボスに一人ずつ撲ぼく殺さつされ俺おれ達たちは全ぜん滅めつした。

　うーんこれは、あれだ。

　俺の密ひそかなる策略を実行する時が来たかもな。

　戻もどったらみんなに相談だな。







第６章　ジョブチェンジ







　全滅した俺達は、学園の教室に戻っていた。

「うーん。負けちゃったね」

　と、残念そうにあきらが言う。

「そうね。でも半分くらいは削れたのかしら……凄すごいダメージだったわね」

「あの奥義のダメージ見たときは行けるかもって思ったけどぉ」

「申し訳ない！　真っ先に沈しずんじまった！」

　俺はみんなに手を合わせてごめんなさいをした。

「仕方がないわ。あれだけターゲットが集中してしまったら。元々一回は様子見だったんだし……」

　と、前まえ田ださんがフォローしてくれる。

「で、様子見した結果はどうかしら？　次は勝てそう？」

「そうだな……うーむ。今のままじゃ厳しいかもな」

「んだねえ。逆にダメージ稼ぎ過ぎてあたしが全然タゲ取れないし」

「また同じパターンでやられちゃいそうだよねえ」

　矢や野のさんとあきらが俺の感想に同意する。

　突つき抜ぬけたダメージを叩き出だすのは素す晴ばらしいロマンだ。

　しかし、盾役タンクの許容量を超こえ過ぎるとこうなる。

　前から感じていた懸け念ねんがモロに露ろ呈ていした感じがする。

　普ふ通つうなら、盾役タンクがタゲを維い持じできる範囲に攻撃を調節するのが良い攻撃役アタツカーだ。

　この場合は、自重せずヒャッホイし過ぎな俺が悪い。

　ただ、この少人数縛しばりではそんな正せい攻こう法ほうでやっていたらまず間ま違ちがいなく勝てない。

　こちらの回復リソースが先に尽つきてジリ貧になるだけ。

　やられるまえに速そつ攻こうで『デッドエンド』四発ぶち込んで勝つ以外はない。

　だけどダメージの稼ぎ過ぎで、四発撃つ前に俺がやられると。

　さて困った――っていうのが現状だな。

　俺達の意見に、前田さんはしゅんとしてしまう。

「そう……やっぱり諦あきらめるしかないのかしら……」

　攻こう略りやくリーダーだし、クラスのみんなのために何とかしたかったんだろう。

　責任感強いよな、前田さんは。

「ごめんね前田さん。変に期待させちゃったかも……」

「まま、ことみーは悪くないっしょ。基本衰弱ボムまき散らしたやつが悪いし」

「あ、待った。今のままじゃ厳しいってのは、お手上げって意味じゃなくてさ」

　俺は女じよ性せい陣じんの悲観ムードに水を差す。

「お!?　蓮れんくんまだ何か奥おくの手てがあるの!?」

「マジマジ!?　なら早く早く！」

「聞かせて、高たか代しろくん」

「ああ。その前に、みんなＭＥＰメリツトポイントって何ポイントある？　俺１４１しかねえけど……」

「わたし４６５」

「私は４８０だったわ」

「ことみーもあっきーも凄っ!?　頭良すぎない!?」

　これ入試の五教科の合計点だからな。二人ともすげーな。

「おぉ～さすが！　何とか１２５０確保できんかなってさ。今１０８６だな」

　目標まで残り１６４か。

「優ゆう奈なは？　もう使っちゃった？」

「いや使ってないよぉ。なんぼだろ？　ちょっと待って、ひゃく――」

「うぇっ!?　ちょっ……!?　えっ!?」

　１００台来た！　これは予想外だぜ。急に先を聞くのがドキドキしてきたぞ。

「何だよーしゃーないじゃん、頭良ければこんなファッションしてないし！」

「いやそれは関係ないような……少しは勉強もしなきゃだめよ優奈」

「へいへーい」

　清すが々すがしいくらいに生返事。

「それで、ひゃくいくつ？」

「んー１６６でしたー」

「よっしゃギリギリ足りた！」

「高代くん、ＭＥＰメリツトポイントを使うの？」

「ああ。一つはアイテム。『転生の翼つばさ』。それとタレントで『ＡＰアーツポイント限界突とつ破ぱ』」

『転生の翼』が８００で『ＡＰアーツポイント限界突破』が４５０だったはず。

　ＭＥＰメリツトポイントはプレイヤー間で譲じよう渡とできる。

　余よ裕ゆうがある人は１ポイントいくらかで他プレイヤーに売ったりする事もある。

　とりあえず、全員のを集めれば行けるな。

「『ＡＰアーツポイント限界突破』はわたし？」

「ああ。限界突破つければＡＰアーツポイントの上限が一・五倍の４５０になる」

「『剣の舞い』を二回打てる？」

　さすが察しいいな。

「そうそう」

「転生の翼は……ジョブチェンジ用のアイテムよね？」

「そう、経験値引ひき継つぎでジョブ変えれるってやつだな。今はレベル戻しなんてやってる場合じゃねえし、ジョブ変えるならこれしかない」

　このゲームでジョブを変えるのは、実は割とハードルが高い。

　転職自体は簡単なクエストで出来る。しかしレベルは１からになる。

　しかも、元やっていたジョブにその後戻したとしてもレベル１から。

　つまりジョブを変えるイコール経験値全リセットという事になる。

　また１からレベルの上げ直しになるから、その分時間をロスすることになる。

　なかなか勇気のいる決断だ。

　このＭＥＰメリツトポイント８００の『転生の翼』は、元のジョブの経験値をそのまま引き継いで別ジョブに変えることができる。

　もちろんいいアイテムには違ちがいない。ただその分高い。８００だし。

　平均80点でも定期テスト二回分だ。

「誰だれをどう変えるのかしら？」

「ああ、矢野さんに空くう賊ぞくやってもらえねーかなって」

　あきらにもオススメした第二候補のジョブ。まあボンクラーズの一員にはなるが。

　簡単に言うと盗賊ローグに似た盗とう賊ぞく系のジョブで、盗賊ローグが軽戦士系でＤＥＸ器用とかＡＧＩ敏捷が高いのに比べて空賊はパワー型でＳＴＲ筋力やＶＩＴ耐久が高い。

　扱あつかえる武器は銃じゆうと機械弓。

　飛空艇ていがある世界観だから、メカニック的なことに詳くわしいイメージのようだ。

　しかし銃と機械弓の威い力りよくはＳＴＲ筋力に依い存そんしない。

　ステータス的な長所が、装備系統と噛かみ合あってないという……

　そして銃と機械弓は矢や弾だまを消費する。

　盗賊ローグに比べてランニングコストが高いのもネックだ。

　盗賊ローグと同じく敵からアイテム盗ぬすんだりもできて、そこはいい。

　しかし、なら盗賊ローグ使うわって感じになりがち。

　また盗賊ローグは『スケープゴート』を使ってタゲ維持のフォローもできる。

　空賊には『スケープゴート』はない。

　まあ沢たく山さんジョブがある上で、日の目を見ないジョブがあっても仕方がない。

　こういう存在も必要だ。負け組もいないと勝ち組が勝つ相手がいないから。

　ただこのボンクラーズの一員だけど、俺の紋章術師との相あい性しようはいい。間違いない。

「あたしぃ？　盾役タンクいらないの？　まあタゲ取れんかったけど」

「いや盾役タンクだぞ。空賊しか俺からタゲ取れそうにないと思うんだ」

　大体みんなが認にん識しきしている盾役タンクは聖騎士パラデイン、重じゆう騎き士し、格かく闘とう家かの三択たくだ。

　回復魔法も使えて自己完結能力が高い聖騎士パラデイン。

　純じゆん粋すいに一番堅かたく範囲ヘイト獲得タウントスキル持ちで乱戦に強い重騎士。

　ＨＰが高く回避アップ技やカウンター技で攻撃を避けやすい格闘家。

　という感じにそれぞれ特とく徴ちようが分かれる。

　ただ、この三ジョブのうちどれを使っても『デッドエンド』でおかしなダメージを叩き出すロマン砲ほうからはタゲを取れないと思う。

　要は通常の盾役タンクとの相性が最悪なわけだ。

　なら別の形のＰＴ構成を試ためしてみるしかない。

「蓮くん、空賊がどうやってタゲ取るの？」

「ああ。『ギルティスティール』があるだろ？」

「って何の効果？」

　と矢野さんに首を捻られるくらいにはマイナーなスキルのようだ。

　不ふ遇ぐうジョブの固有スキルなんて、みんなあんまり意識していないか。

「味方のヘイトを盗む」

　俺は不遇ジョブを愛する者として、ボンクラーズのスペックはちゃんと把は握あくしている。

「ほほう？」

「あ……そういえばそんなものがあったわね」

「えーと何々……『ギルティスティール』リキャスト三分。味方一人のヘイトを盗んで自分のものにする。だがこれを盾役タンクに使っても邪じや魔まにしかならないし、用よう途とは不意にターゲットを取ってしまったヒーラーのヘイトを緊きん急きゆう避ひ難なん的に引き受けるくらい。ＰＴプレイは基本的に盾役タンクからターゲットを動かさないのが大前提。このスキルは使われない方がいいスキル。で、Ｄ評価と」

　あきらがガイドブックを開いて音読した。まあ基本その通りだろう。

　盾役タンクにヘイトを上乗せできる『スケープゴート』を持つ盗賊ローグに比べて、空賊が持っているのはこの『ギルティスティール』だったりする。

　そこも盗賊ローグより評価の低い理由だ。

『スケープゴート』の方が盾役タンクの助けになれる上、ダメージボーナスもある。

『スケープゴート』が確かＢ評価だから、まあこれが同格はないな。

　ＰＴが半はん壊かいした時とか、上手うまく使えば立て直しの時間稼いだりには役立つだろう。

　けど逆に言うとＰＴ半壊時くらいしか輝かがやけず、使い手に上手く使い時を見み極きわめる技量を要求するという事。

　真の優遇スキルとは常に役に立ち、なおかつとりあえず使っとけばＯＫ的なお手軽さを備えているものだ。こういうのがＡなりＢなりの評価になる。

「ガイドブック的にはそうだろうな。だけど俺達のＰＴにとってはＳ評価だぞ。これならあっさり俺からタゲ持って行けるし。矢野さんも初期タレント『皆かい伝でんの証あかし〈盾〉』なんだよな？　だったら盾装備できて堅さも聖騎士パラデインからそこまで落ちない」

　さっきのボス戦の大問題は、俺にターゲットが集中し過ぎて先にやられたこと。

　矢野さんにタゲが行っていれば、矢野さんは充じゆう分ぶん堅かった。

　粘ねばって貰もらっているうちにもっと奥おう義ぎが打てた。

　空賊で『ギルティスティール』を使えばその流れに持っていけるはずだ。

「まず開幕俺が『デッドエンド』撃つだろ。で矢野さんが『ギルティスティール』。タゲは矢野さん。であきらは矢野さんに『剣けんの舞まい』。俺は『ミュルグレの秘薬』一個目使って奥義二発目。もう一回矢野さんが『ギルティスティール』。で俺が二個目の秘薬使って奥義三発目。ここで矢野さんには奥義二発分のヘイト溜たまってるから、俺にタゲ来ない。最後にあきらに『剣の舞い』を貰って四発目を撃つ。終しゆう了りよう！　って感じで。これなら割と安全に四発撃てるとこまで持っていけそうじゃね？」

「……うーん。そんな一気にどばっと説明されても理解が……むずい――」

　矢野さんがちょっと困り顔。

「――いけそうだわ！」

「うん！　いいね！」

「ああこいつら理解速っ!?」

「大だい丈じよう夫ぶよ、優奈は高代くんが奥義を打ったらすぐスキルを使えばいいだけよ。それを二回して、あとは耐えるだけ」

「問題はさ、みんなのＭＥＰメリツトポイント殆ほとんど使うし、矢野さんはジョブまで変えることになる。聖騎士パラデインに戻りたくても難しくなっちまうし――そこまでしてこれをやりたいかって事になると思う。どうする？　もちろん俺はいいぜ」

「わたしも全然いいよー」

　とあきらは頷うなずいてくれる。

　とはいえこれをやるときに失うものが多いのは、前田さんと矢野さんだ。

　前田さんは４８０もあるＭＥＰメリツトポイント全消費して手元に何も残らない。

　矢野さんは強制ジョブチェンジ。

　聖騎士パラデインを気に入ってただろうし、それを無理やり変えるわけだから。

「問題ないわ。それでクラスのみんなの頑張りが無む駄だにならないなら、やりましょう」

「んー。まあそれでことみーも助かるんならそれでいーよぉ」

「優奈、ありがとう」

「まま。気にしない気にしないっ」

　前田さんも真面目で責任感強くていい子だと思うけど、矢野さんも見た目に依よらずって言ったら失礼だけど、いい子だな。何か包容力あるというか。ギャルだけどな。

「じゃあ決まりだ、急いで準備しようぜ！　他のクラスがボス倒たおす前に出し抜く！」

　ＭＥＰメリツトポイント引き換かえ用の窓口は学園の中にある。

　俺達はダッシュで窓口に向かった。




　　◆◇◆




　そして翌日の朝のホームルーム――

「はーいゲームバカども、おっはよー！」

　いつも通りのテンションで先生がやって来るけど、クラスの雰ふん囲い気きは暗い。

　伝説の衰弱ボムのショックがまだ続いているようだ。

「はい注目ー。みんなにお知らせでーす。昨日、クラス対たい抗こうミッションの優勝クラスが決まりましたー」

　そう言ってクラスを見み渡わたす先生と、俺の目が合った。

　先生はにやりと悪戯いたずらっ子このような笑え顔がおを浮うかべていた。

「優勝はＥ組！　うちのクラスでーす！　みんなおめでとうっ！」




「「「えええええええっ!?」」」




　とクラス中がびっくりしていた。

「でもみんな衰弱だったよなあ……？」

「何があった!?」

「何かの間違いじゃ――？」

「うんうんまあそう思うわよね。実は高代くん、前田さん、矢野さん、青あお柳やぎさんの四人だけで十層ボス撃げき破はに成功したのでした！」

　まあ先生の言う通りで――あの後急いでもう一回準備してボスと再戦したら、バッチリ狙ねらいがハマって撃破できた。

　俺があきらたちに説明した想定シーケンスの通りになったぜ！

　拍ひよう子し抜ぬけするくらい、実にスムーズに『デッドエンド』四連打で終わったという。

　四打席連続ホームラン、イコール相手は死ぬって事だな！

　やっぱあれだ。戦いっていうのは準備で決まるんだなと。準備大事。工く夫ふうも大事。

「!?　マジか!?」

「すげえええぇぇ！」

「野や郎ろうども！　何人で倒そうがこの勝ちはクラス全員の勝ちよ！　よって全員にボーナスがありまーす！　タレント枠わくを参照っ！」

　おお？　あ、タレントのリストに『マジックエンゲージ』なるものが。

　確か『マジックエンゲージ』持ち同士で合体魔ま法ほうが撃うてるようになるものだ。

　奥義エディットする『スキルチェーン』の魔法版とでも考えればいい。

「物理ジョブの子には『スキルチェーン』、魔法ジョブの子には『マジックエンゲージ』が支給になってまーす。リストに出てない子は言ってねー」

　合体魔法かー。ロマンある響ひびきだ。どんな感じか今度検証しよう。

「前田さんありがとう！」

「俺おれ達たち諦あきらめちゃったけど、前田さんは諦めてなかったんだな！」

「流石リーダー頼たよりになる！」

　とみんなが口々に言っていた。

「私よりもお礼は高代くんに言って。作戦を立ててくれたのは高代くんだから」

　前田さんはそう言いながらも嬉うれしそうだった。

　うんよかったな。面めん倒どう見みてもらった恩は返せたか。

「それからこれはボス撃破した四人だけになっちゃうけど、次のクラス対抗イベントまで優勝フラッグがキャラアイコンに付くようになりまーす」

　おお、ほんとだ。いつの間にか隣となりの席のあきらの簡易ステータスに旗のアイコンが。

「これついてると店での買い物がちょっと安くなったり、ＭＥＰメリツトポイントの交こう換かんレートが安くなったり、タダで飛空艇とか騎き竜りゆうに乗れたり、モンスターからのドロップ率が上がったり、システム的に色々メリットがありまーす」

　ふむふむなるほど。でも俺達ＭＥＰメリツトポイントすっからかんだけどな。ちょっと惜おしい。

　でもドロップ率アップとかは嬉しい。

　常に『仕込杖』の素材集めは必要だからなー。

　準備の手間が楽になるかな？

「最後に今回のイベントのＭＶＰ発表でーす。はい高代くん前に！　みんな拍はく手しゆ！」

　おお？　ＭＶＰとかもあるのか、しかも俺だし！

　ぱちぱちぱちっ！

　とみんなの拍手の中、少し恥はずかしい気もしつつ俺は教きよう壇だんのところに。

　先生が小声で耳打ちしてくる。

「いやー助かったわ、ありがとうね。あのままだとクラスの雰囲気最悪なままバラバラになっちゃったかもしれないし。あんな理り不ふ尽じんなアクシデントじゃあね」

「誰がやったか分からないんですか？」

「分かんないのよそれが。強しいて言えば、だれもやってないのが分かったって感じ？　サーバーのログを追ってもね、突とつ然ぜん降ふって湧わいた感じにしか見えないの。原因不明なのよねえ。何かのバグかも知れないわ、継けい続ぞく調査させてね」

「あ、はい」

　結局衰弱ボムの出どころは分からずじまいか。勝ったし別にいいか。

　確かにあのままの空気だと、後に尾を引きそうだったしな。

「はい！　それではＭＶＰのご褒ほう美びでーす！」

　先生がぱん！　と手を打つと、空中に小さな影かげが現れた。

　きゅーきゅーきゅー！

　と、何か可愛かわいい鳴き声を上げてる。

　子犬くらいのサイズの、子供のドラゴンだった。

　顔つきもなんかマスコットみたいに可愛いぞ。

　小さい翼をパタパタさせて、俺の頭の上をくるくる飛んでいる。

「君専用の守護竜りゆうよ。今は子供だけど、段々成長していくわ。成長すればバトルの助けにもなってくれるし、大事に育ててあげて。餌えさあげたりもできるから」

「きゅーきゅー！」

　嬉しそうに俺おれの肩かたの上に着地してくる。

　か、可愛い……これは嬉しいなー！　こういう育成要素好きだぞ俺は！

　バトルにも役立つって事だから、育てがいもありそうだ。

「名前とか好きに付けていいからね。君の育て方次し第だいでこの子の性格も変わってくるようになってるわ」

「はい！　ありがとうございます」

　うーん。どんな風に育つか楽しみだ。

「はいそれじゃあ朝のホームルーム終わりまーす！　みんな授業頑張ってねー」

　先生が教室を出ていき、俺が席に戻ると、あきらが子ドラゴンを見て喜んでいた。

「うわー可愛いー！　ねえねえ蓮くんこの子なんて名前にするの？」

「ん？　んーそうだな。成長すれば、バトルも助けてくれるんだよな。つまり俺にとっての助すけっ人と……助っ人――？」

「駄だ目めだからね。プロ野球の助っ人外国人の名前とか駄目だからね」

　冷たい目で見られた。バレてた！

「んーならどうするかねー」

「やっぱりそのつもりだったんだ……」

「何かいい名前あるか？」

「あ、わたしが考えていいの？　じゃあやっぱり強くなって貰いたいし、強そうな名前がいいと思うな。ハルックとかゾーとかエルヴァリンとか！」

「いやそれ俺と大差ねえし」

　元々この子、別のノーマルのネトゲじゃガチムチ獣じゆう人じんキャラ愛好家だからな。

　期待した俺が悪かったか。

「ダメよ。こんなに可愛いんだから、可愛い名前を付けてあげないと」

「おお、前田さん」

「ねえ高代くん、この子抱だいてみてもいい？」

「ん？　いいぜ。どうぞ」

「ありがとう。ねえこっちにおいでおいで」

　前田さんが手招きすると、子ドラゴンは素す直なおに応じて大人しく抱っこされた。

「きゅきゅきゅー！」

　あ、何か喜んでるっぽいな。女の子好きか、お前。オスなのかな。

　でも何かそれ以上に前田さんも喜んでるっぽかった。

「あああああ！　か、可愛い……！　いいなあいいなあ――私も欲ほしかった欲しかった欲しかった……」

　物もの凄すごい恨うらめしそうに見られた。

　結構クールなのかと思ってたけど、可愛いものには弱いみたいだなー。

　なんかこう、熱というか圧というか、結構感じるぞ。

「あ、ああ――こういうの好きなのか？」

「ええ。家でペットとかは飼ってくれないから、昔から憧あこがれで……」

「あれだったら、先生に前田さんに譲ゆずれないか頼たのんでみるか？　何か前田さんが一番こいつを愛してくれそうな気がしなくもないというか……」

「それは良くないわ。高代くんがＭＶＰなのは私も納なつ得とくしてるし、この子は高代くんの子であるべきよ。ただ何だか一ひと目め惚ぼれしちゃって……守護竜って他ほかの入手方法もあるのかしら――」

「どうだろ。ＭＥＰメリツトポイントの引き換えリストにもなかったよなー」

「ガイドブックにも載のってないよねえ、すっごいレアなのかなあ」

　あきらがガイドブックをパラパラめくりながら言う。

「先生に聞いてみればよかったね」

「あ、そうね。あとで聞いてみようかしら」

「何かのクエ報ほう酬しゆうとか、レアモンスターのドロップだったりするのかねー。入手法が分かったら取るの手伝うから、一いつ緒しよに行こうぜ？」

「ありがとう！　約束ね、高代くんが来てくれるなら心強いわ！」

　ペット絡がらみだといつもより表情が柔やわらかくなるな、前田さんは。
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　純粋に喜んでいる笑顔が何か可愛かった。

「ところで前田さん的には、こいつの名前何がいいと思う？」

「そうね……ミカンちゃん、メロンちゃん、イチゴちゃん――とかはどうかしら？　可愛いと思うんだけど」

「なるほど……ファンシーですなあ」

　うーんでも弱そうなんだが。

　将来ごっついドラゴンになったらミカンちゃんもどうかと……俺は心の中で却きやつ下かする。

「ほれほれほれ」

「きゅきゅーっ！」

　矢野さんもこっちに来て、前田さんが抱いている子ドラゴンを突っついてた。

「矢野さんは何かいい名前思いつかねえ？」

「んー？　竜なんだしリューとかリュリュとか適当でいいんじゃない？」

「優奈、そのまんまね……」

「それでいいですし。分かりやすいじゃん」

「おお。リューがいいかも！　そのまんまだけど、シンプルイズベストっていうしな」

「お？　やたー採用されたし」

「じゃあ今日からお前はリューな！　よろしくな、リュー！」

「きゅーっ！」

　何か頷いてるっぽいぞ。気に入ってくれたか？

　強いドラゴンに育ててやるからよろしくな！　リュー！







第７章　自分たちのギルドを作ろう！







「ふんふーん♪　ふふーん♪」

　俺はあきらのご機き嫌げんな鼻歌を聞きながら、レジャーシート代わりの絨じゆう毯たんに寝ねっ転がっていた。横には守護竜のリューが丸まって寝ている。

　背の高い木々の葉の間から漏もれた光が暖かくて、眠気を誘う。

　ほんとに日ひ向なたぼっこしてるみたいだな。リアルすぎるけどこれもゲーム内だ。

　ここは精霊樹の森。その中にある小さな泉の側そばでこうしている。

　ガイドブックには、景色のいい場所もいくつか紹介されていた。

　いくつか回ってみようかという事で、この精霊樹の森に来ている。

　落ち着いたきれいな場所だなー。

　クラス対抗ミッションが終了すると、選択できる飛空艇の航路が結構追加された。

　そうなると絶景マニアのあきらが色々な場所を見て回りたい！　と言うのはもはや必然で、俺も当然のようにそれに付き合っている最中だった。

　珍しくあきらがお茶とお菓子を用意すると言うから、俺は大人しく待っている。

　お茶とお菓子は、料理の合成スキルで作ることになる。

　あきらはあんまり合成には興味ない派だったはず。

　それが興味を持ったのは、ゲーム内の料理が本当に味がするから？　らしい。

　どんなものか作ってみようと思ったそうだ。

　俺も料理はやっていないから初体験だ。

「蓮れんくんもうちょっと待ってねー。もうすぐできそうだからー」

　合成道具？　にあたる簡易キッチンセットの前に立つあきらが、こっちを振ふり返ってにこにこ笑顔。

「おお了りよう解かいー。焦らずゆっくりやってくれていいぞー」

　寝転がる俺の角度からは、料理するあきらの後ろ姿が見えていた。

　ちょっとあきらがフライパンの火加減見るためにかがんだりすると、絶対領域？　ってやつがチラチラしている。

　ソードダンサー装備にエプロン姿で裾短いから、もうほんとギリギリだ。

　うわーい。いい眺めだなー……

　何故なぜにソードダンサー装備かは気になるが、わざわざ指摘などするはずがない。

　しかし、ガチのリアルだとこんなに堂々と見ていられない気がするなー。

　ゲーム内って分かっているからか普通に楽しめる。半分キャラとして見られるからか？

　それに衣装がファンタジーだからか、見ていい気がしてくる。

「ここは静かでいいねー♪」

　ここに着いたら他に誰も人はいなくて、貸し切り状態だった。

「だなー、最近周りが騒がしいしな。落ち着くわ」

　クラス対抗ミッションが終わって一週間が経たつ。

　俺は、次から次にやって来るギルドのスカウトに悩まされていた。

　クラス対抗ミッションの終了とともに、一年生もギルドへの所属が解禁になった。

　ギルドはこの学校における部活みたいなもの。

　リアル部活もそうだろうけど、有望そうな新入生はどこも欲しがる。

　自分で言うのもなんだが、クラス対抗ミッションの優勝アイコン付きでしかもＭＶＰの証である守護竜を連れている俺は、一目で分かる有望株という事になる。

　期待の新人。ゴールデンルーキー。複数球団競合のドラフト一位って感じ？

　だから、新入部員獲かく得とくに熱心なギルドの先せん輩ぱい方がたのスカウトが集まりまくっていた。

「ここんとこ毎日だもんね。わたしでも結構スカウトが来るのに、蓮くんはリューくん付きだからもっと目立つしねえ」
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「声かけてくれるのはまあ嬉しいけどな。けどみんな俺のジョブ見て、えって顔するからなあ。何かの間違いじゃねってさ」

「紋もん章しよう術じゆつ師しは世間的にはボンクラーズの王だしねー」

「それ見ると何か微び妙みような気分なんだよなー。ボンクラーズ縛りのギルドがあったら興味あるんだが……」

「どうなんだろ……あるのかなあ？」

　俺おれ達たちがこうして観光スポット巡めぐりをしているのは、騒がしい周囲から少し距きよ離りを置くためでもあった。ちょっと落ち着いてのんびりしたい時もある。

「よっし出来た～」

　ああ俺のスーパー目の保養タイムが終わってしまった。

　あきらがお盆にお皿とティーカップを載せてやって来る。

「お待たせー♪　はい召し上がれっ」

　お皿に盛られているのは、パンケーキだった。

　カットされたフルーツと生クリームでトッピング。

「おおーいい感じだなー！　うまそう！」

「『フルーツパンケーキ』だって。まだ料理スキル低いからこの位しかできないけど」

「充じゆう分ぶん充分。じゃあ、いただきまーっす！」

「うんっ」

　ぱく。

「おお！　甘い！　うまい！　ほんとに味するぞこれ！」

「ほんとだ、食感もちゃんとパンケーキだねー。すごーい！」

　ただもぐもぐ食べていざ飲み込むと、お腹なかに溜まらずスッと消える感じ。

　さすがに本当にお腹が膨れることはないか。味を楽しむものなんだな。

「ああなるほどなー。飲み込むと消える感じがするな」

「その一歩手前までは完全に実写な感じだねこれ」

「だな。謎の技術力だなー。ＶＲＭＭＯってすげー」

　俺もあきらも感心しきりだった。普通のネトゲでは全く味わえない感覚だ。

「料理作る過程もすっごいリアルだったよお。スーパーリアルおままごとって感じ？　何か普通にリアル料理スキルも付いちゃいそう」

「細かいところに異様に凝こってるわなー。このゲームは」

「わたし的にはリアルなのはいーなーって思うよ。普ふ段だん料理なんてやらせてもらえないし」

　やらせてもらえない？　何でだ？

　俺が家で料理とかしてたら、助かるって母さん喜んでくれるけどな。

　あ、ひょっとしてすっごいメシマズなのでは？

「やらせてもらえないって、なんで？」

　俺が聞いてみると、あきらは珍めずらしいものを見たように目をぱちくりとさせる。

「あ、蓮くんがわたしのリアルに興味持ってくれたあ。興味ないのかと思ってたよ」

「え？　いやそんなことは……」

「だって蓮くんずっとゲームの話しかしてなかったよお？　常に魔ま改かい造ぞうと検証と縛しばり攻略の事ばっかじゃん。まあそれはそれで楽しいけど」

「いや、あんまプライベートなこと突っ込むのも悪いかなってさ」

「実は女の子でしたって最大の秘密を自分から暴露してるんだから、今更隠かくしたい事なんてないし、遠えん慮りよなんていらないよ？」

「そんなもんなのか？」

「うん。もちろんは人は選ぶけどね。蓮くんは特別だから」

　うおー。ちょっとはにかんだ笑顔がすっげー可愛い。

「で、わたしが家で料理させてもらえない件についてだっけ？」

「ああ」

「じゃあ、何でだと思いますか？」

「すっげーメシマズだから！」

「ぶぶー！　正解は、うちのコックさんに仕事を取らないでって言われるからでした」

「何ィ!?　専属のコックさんが家にいる!?」

「うん。まあ一応三人くらい」

「へぇー……実は相当なお金持ちのお嬢じよう様さまだったのか……」

　前もちらっと思ったが、当たっていたみたいだ。

　しかしそのお嬢様に何か色々まずいことをしてきたような気がするぞ、俺は。

　絶対領域ガン見して喜んでいる場合ではなかったのでは……？

「普ふ通つうに見ればそうなんだと思う……昔からある華族の家系なんだって」

　そういうあきらは、あまり嬉しそうな顔はしていなかった。

「華族って……えーと？」

「明治時代の貴族階級の事だよ」

「ほー……」

「お父さんとお兄ちゃんは会社経営しててね。おじいちゃんは国会議員さん」

「うお凄っ!?　正真正銘のお嬢様だわなー……」

「でもね、わたしを箱入り娘むすめにしたがるんだよね。すっごい過保護だから自由に外出なんて出来ないし、生きててすっごい窮屈！」

　あーまあ、大事な娘だしって事なんだよな。きっと。

　一いつ般ぱん人じんにはわからない世界がそこにはあるんだろう。

「でもゲームだったら好きなとこ行けるし、自由に冒険できるじゃん？　だからゲームって楽しいんだよね。ＶＲＭＭＯだったら臨場感凄すごいしなおさらね」

「あきらが絶景マニアなのってそういう事なんだな」

　今明かされた真実。

「そうなの！　それに蓮くんと一緒にやってると楽しいしね。わたしが行ってた学校ってお嬢様学校だったから、みんな素直ないい子なのはいいけど、ただ周りに従って満足してるだけって感じでつまんないの。とにかく変化がないんだよね」

「何かまったりした時間が流れてそうなイメージだな」

「うんそんな感じ。でも、蓮くんってそうじゃないじゃん？　あえて地じ雷らいに突っ込むし、魔改造とか言って人と全然違う事やろうとするでしょ？　次何し出だすか分かんないから読めなくてすっごい新鮮なの。だからずっと楽しくフレやってこられたんだと思う」

　そんな風に思ってたのか。

　長年フレでも、直接顔を合わせて話し込んでみないと分からない事は結構あるよな。

　これもゲーム内だけど、まあ今はどうでもいい。

「俺そこまで深く考えずに、楽しんでやってただけだったな……気が合うしいいやつだなって思ってさ。なんかふわっとしてて申し訳ない」

「いいよ。蓮くん基本ゲームバカだもんね。熱中したら周りが見えないタイプ」

「ははっ。まあそうかもなー」

　親からも自分の好きなことをとことん突つき詰つめろって言われてきたからな。

「でもゲームに対する考察とか論理は凄いから、単なるバカでもないんだよね。何ていうか――そう、頭のいいバカだよね？」

「褒ほめられてるようなけなされてるような……」

「褒めてる褒めてる。六対四でね」

「うわ微妙だなー」

「ふふふっ。あー、自分語りしたらスッキリしたあ！」

　あきらは座すわったままぐぐっと伸びをした。

　木漏れ日がぽかぽかと、気持ちいい感じ。

　何か欠伸あくびが出てくる。ちょっと眠い。

「蓮くん眠そうだねー。誰だれもいないし急いでやることもないし、お昼寝でもしていく？」

「あーそれもいいな」

　別にゲーム内で普通に寝ても問題はない。

　リアル午後十時で強制ログアウトだけれども。

　とりあえず俺達は、寝っ転がって昼寝モードに入った。

　たまには、こういうぐうたらも悪くはない。




　　◆◇◆




「すんません。せっかくですけどちょっと興味がないんで――これで失礼します」

　俺は声をかけてきた先せん輩ぱいに頭を下げると、目的地に向かって歩き出した。

　ふう……今日だけで何度目だ、これ。

「きゅー？」

　俺の頭の上のマウントポジションに陣じん取ったリューが覗のぞき込んでくる。

「ああ大丈夫だぜ。あきらが待ってるし、早く行かないとな」

　俺が向かったのは、学園内にある合成ルームだった。

　基本的にゲーム内の合成はどこでもできる。

　ただ、この合成ルームでは配置されたＮＰＣからちょっと合成の成功率を上げるサポートが受けられたり、合成レシピの情報がもらえたりする。

「蓮くんおそーい」

　中に入ると、既すでにあきらが待ちくたびれた表情をしていた。

「わりーわりー。また声かけられててさ。さあ合成やっちゃいますか？　材料用意できたんだよな？」

「うん！　よろしくっ！」

　あきらが『精霊銀』二個、それから『スチールインゴット』を俺に手て渡わたして来る。

『精霊銀』も『スチールインゴット』もいい素材だ。

　そのうち大量に集めて俺の『仕込杖づえ』もバージョンアップする儀ぎ式しきが必要だな。

　とりあえず今やるのは、『スカイフォール』の強化だ。

　俺の合成スキルは多分ギリギリ。

　だけど、この合成ルームのサポートで合成失敗時に指定一種だけは素材消しよう滅めつしないという効果のものがある。

　それをつけて『スカイフォール』を保護しつつトライだ。

『精霊銀』とか『スチールインゴット』が消えたらごめんねって事で。

　さっそく部屋付きのＮＰＣのお姉さんに頼んで合成サポートをもらう。

「よし、やるぜ」

　俺はあきらから『スカイフォール』も受け取る。

「先生お願いします」

　正座して見守るあきら。リューがその頭に乗りに行った。

　合成開始。いろいろ手元を動かす作業を繰り返して――

　途と中ちゆう失敗しそうになったが、何とか成功した。

　さて結果について。はい使用前。





　スカイフォール（Ｏ）

種類：片手剣　装備可能レベル：10　攻こう撃げき力りよく：20　獲得ＡＰアーツポイント：12

ガード性能：44　ガードブレイク性能：51

特とく殊しゆ性能：ＨＰ１００％時、剣が衝しよう撃げき波はを発する






　そして使用後。





　スカイフォール＋１（Ｏ）

種類：片手剣　装備可能レベル：25　攻撃力：39　獲得ＡＰアーツポイント：14

ガード性能：56　ガードブレイク性能：64

特殊性能：ＨＰ85％以上の時、剣が衝撃波を発する






「よっしゃ成功！」

「おおー！　ナイス蓮くんっ！」

「きゅーきゅー！」

　リューも短い手で健けな気げにぱちぱちしてくれた。地味に嬉しい。

「見た目変わらねえけど、純じゆん粋すいに攻撃性能上がったのと衝撃波の条件緩和されてるな」

「そうだねー。ますます使い勝手良くなった感じ。さらに鍛きたえるともっと緩和かな」

「その線は濃そうだな。さすがの激レア剣」

「また次も鍛えるときよろしくね」

「もちろん任せとけよ。けどよくこのレシピ分かったよな？　ガイドブックにも載ってねえし、ここの係の人も教えてくれねえっぽいのに」

　ガイドブックも万能じゃない。ＮＰＣはごく一部のレシピしか教えてくれない。

『スカイフォール』ほどのレア武器の強化レシピ、みんなが知っている事でもない。

「ギルドショップ街に情報屋があってね、そこで聞いてきたの。お金取られるけどね」

　俺たちプレイヤーの拠点であるこの浮ふ遊ゆう都市ティルーナには、普段授業を受ける学園をはじめとして、様々な施設がある。

　ギルドショップ街というのもその一つ。

　ゲーム内での正式名称はシウェン大通り沿いギルドハウスタウンだ。

　この区域はギルドハウスを店舗改造したものが多く固まる文化になっている。

　だからギルドショップ街と呼ばれている。

　商売をするギルドは、シウェン大通り沿いのギルドハウスに入居するのが普通らしい。

　逆に攻こう略りやくやバトルメインで商売っ気がないところは、郊外の広いところに入居する。

　ギルドを部活と考えるなら、ギルドハウスは部室だな。

「ＵＷアンリミテツド・ワールドガイドブック出してるとこが情報屋もやってるみたいでね。前まえ田ださんが教えてくれたの。昨日一緒に行ってきたんだー。ついでに強化素材も仕入れてね」

「ほぉーう。ギルドショップ街ってまだ行ってねーな俺」

　昨日は用事があって、授業終わってすぐログアウトだった。

「蓮くんも何か聞きたい事あったら行ってみる？」

「聞きたい事ねえ……うーむ。取りあえずこのスカウトされまくるのを何とかしたい件について。落ち着いてゲームしてられねえし――」

「それなら――どこかのギルドに入ってしまうのが一番簡単だと思うけど」

　ふっと横から会話に入って来たのは、前田さんだった。

　リューの事がすっかりお気に入りな彼かの女じよは、よくリューの顔を見にやって来る。

「おお前田さん」

「ごめんなさい、聞こえたものだから。リューちゃん、ごはんを持って来たわ。食べるかしら？」

　と前田さんは木の実やら果物やら草やら魚やら――何かいろいろどっさり取り出してリューに見せた。この物量が前田さんの入れ込みっぷりを物語っている。

「はは……凄い量だな――」

「食べ物なら何でも食べるって話だけど、性格の設定もあって好みが違ちがうみたいだから、何にするか迷っちゃって」

「前田さん昨日ね、情報屋で守護竜育成について聞いてたんだよ」

「お、そうなんだ。そりゃ助かるなー。守護竜の入手方法も聞けたのか？」

「ええ。基本的にかなりレアで、クラス対たい抗こうミッションみたいな大規模イベントのＭＶＰしか貰もらえないんですって。例年通りなら次のイベントは別のものが貰えるみたいだから次のチャンスは二年生にならないとないって」

「あー……そりゃ残念だな」

「ええ。でもそっちとは別にもう一つ入手経路があるらしくて」

「ほうほう？」

「ギルドを作るとギルドハウスが貰えるんだけど、そこからギルドの名声値を高めていくと浮遊都市ティルーナの周りの浮島をギルドで領地として所有できるらしいの」

　そういうシステムがあるのか。自分の浮島とか面白おもしろそうだな。夢がある。

「で、自分たちのものにした浮島に漂流物が流れ着くイベントがあるそうなんだけど、その中に守護竜の卵が出るときがあるんだって」

　と、あきらが前田さんの後を続けた。

「どう蓮くん、どうせならわたし達たちでギルド作ってさ、大きくしてみない？　結構おもしろそうだと思うんだ、わたし。前田さんもやりたがってるし」

「自分たちで作ってしまえば、興味のないところからのスカウトも減ると思うわ。ギルドに所属していればアイコンで分かるし」

「ああ、それは言えてる。確かに減るかも」

「それにね。次の大規模イベントって、ギルド同士の対抗戦らしいよお？」

「へえ。そうなのか」

「うん。これも昨日教えてもらったの。でもそれって入ってないと参加できないし、でも元々あるところに入っちゃったら先輩いるし好きにやれないじゃん？」

「あーギルドを部活と考えるなら、それあるかもな。体育会系の上下関係的な？」

「うんうん。そこで、ですよ。自分たちでギルド作っちゃえば好きに動けるし、何より出来たばっかりの一年オンリーの無名ギルドが大活躍！　っていい響きじゃない？」

「おおう確かにいい響き……」

　そこで紋章術師が世の中に認められて、巷ちまたにはそれに憧れたにわか紋章術師が急増するんですね。いいよいいよー。実にいい。明るい未来だな。

「そう。蓮くんの大好きなジャイアントキリングってやつですよ～？」

　あきらはそう俺の耳元で囁いた。

「おお！　いいねその言葉は大好きだぞ！　好きな言葉のうちの三本の指には入るな！」

　あとの二つは覚かく醒せいと魔改造かな！

「ジャイアントキリングやりたくな～い？」

「やりたいやりたい！」

「じゃあ一緒にギルドつくろっか～？」

「はい、お願いします！」

「おっけー。じゃあ仲間に入れてあげるね」

「ありがとうございます！」

「あ、操あやつってる……」

　俺達のやり取りを見た前田さんの感想でした。

「うん。フレ歴長いし、蓮くんの乗せ方の一つや二つくらいは――ね？」

　ニコッと笑うあきら。

　俺だってあきらの操り方は心得ているつもり。お互たがい様なので何ら問題はない。

　とにかく次の目標がはっきりしたな。

　ずばり『自分たちのギルドを作ろう』だ！

「ところで、確かギルドって最低四人だったよな？　あと一人は矢や野のさん？」

「ええ。優ゆう奈なもやるって」

「よーしよし、そうなると図らずも不ふ遇ぐうジョブを愛するボンクラーズ縛りギルドが誕生するわけだ！　ボンクラーズ軍団によるジャイアントキリングとか燃えざるを得ない！　大好物の展開だわ俺！」

「いやー前田さん以外は、蓮くんがそっちの道に引き込んでるだけなんだけどねー……優奈ちゃんなんて元聖騎士パラデインなんだし……空くう賊ぞくになってから野良のレベル上げＰＴで蹴られるって悲しんでたし――」

　確かに普通の構成のＰＴなら、空賊では盾役タンク出来ないよなー。

『ギルティスティール』の再使用時間リキヤストが三分もあるのが厳しい。

　レベル上げＰＴでは、基本どんどん敵を釣って連戦していく。

　盾役タンクはそのターゲットをどんどん取って行く必要があるが、その手段が再使用時間リキヤスト三分のスキルでは全く追いつかない。

　聖騎士パラデインや重じゆう騎き士しのヘイト獲得タウントスキルは再使用時間リキヤストが三十秒で、連戦に耐たえ得る回転数を持っている。

　俺にとっては最高の盾役タンクと化すんだが、それもあくまで局地戦の話。

　ボスを相手にダメージを出し過ぎる奴やつをフォローするため、ソードダンサーの『剣けんの舞まい』を貰いながら強ごう引いんに『ギルティスティール』連発するという特化戦術だった。

　空賊、ソードダンサー、ロマン砲ほうの三人コラボによる団体芸である。

　レベル上げＰＴには全く通用しない方法論だ。

「まあそれはそれとして」

「うわ豪ごう快かいにスルーした」

「あとは『ギルド設立許可証』がいるよな。それをどうするかだ。ＭＥＰメリツトポイントすっからかんだよな……」

『ギルド設立許可証』は、ＭＥＰメリツトポイントの引ひき換かえリストにあったはずだ。

　ＭＥＰメリツトポイント２５００ポイントと相当お高い。

「そうね。テストまで待つのも芸がないし、別経路の入手方法がないか調べてみようと思うの。またギルドショップ街の情報屋だけど。一緒に行かない？」

「おう。じゃあ行きますか」

　というわけで俺達は、ギルドショップ街に出かけることにした。

　向かう途中で、レベル上げに出かけて帰って来た矢野さんも合流して四人に。

　ギルドを作ろうという話には、何となくではなく結構乗り気みたいだった。

「ねえねえギルドハウス貰えたらさあ、それぞれの一人部屋あるんじゃん？」

「ま、見た感じギルドハウスは結構でかいし、その位の余よ裕ゆうはあるんじゃね？」

　俺おれはギルドショップ街の光景を眺めながら答えた。

　大体どのギルドハウスも最低三階建てくらいある。

　下層が店舗になっている感じだ。

　一階が店舗だとしても、残り二階で四部屋は余裕で入るだろう。

「うち四人兄弟だから一人部屋無いし、ゲームの中でもいいから一人部屋欲しー！　ここは絶対ギルド許可証ゲットするべし！」

　おお矢野さん気合入ってるな。

「兄弟と一緒の部屋も楽しそうだけどな。俺一人っ子だからちょっと憧れるな」

「ないない。そんなん五秒で飽きますし。やっぱ個人個人のプライバシーって重要だし、守られるべきなわけで。なんて言うの、基礎的人権？　ってやつですし」

「いや、そこは基本的人権よ。優奈」

「んー？　違った？　まま、意味は通るし問題ないっしょ」

　大らかだ矢野さん。そして悪びれねえ。

　でもテストに書いたら間ま違ちがいになっちゃうぞ。五教科１６６だもんな。

　まあ俺は人の事大して言える立場でもないが。

「優奈、ギルドを作って大きくしていくにはＭＥＰメリツトポイントも重要になるわ。少しでも稼かせげるように私が一緒に勉強するから、次のテストはしっかりね」

「うげええぇぇぇ」

「それもゲームに還かん元げんされるんだから、我が慢まんして頑がん張ばりましょう」

　浮島の領地獲得を目指す前田さんは、何か燃えてるっぽい。

「蓮くんも英語と国語は頑張ろうね？　特に英語は20点なんだよね？」

「うーん……あんま興味ねーんだよなー……」

　どうせ将来使わんしなー。そもそもあんま外国に興味がない。

　学校で点取れたからって英語が喋れるようになったなんて話も全く聞かない。

　つまり全く身にならない教科って事だ。

　無む駄だでしかないと分かっているものは切り捨てたいというか……

　そもそも何がグローバル化だと、日本語だけで生きて何が悪いと思うわけで。

「わはははは！　勝ったし！　バーカバーカ！」

　矢野さんに嬉うれしそうに指をさされるとちょっともやっとするな。

　くそう。次俺が本気出したら知らんぞ。

「合計２４１よね？　他ほかは？」

　と前田さんが聞いてくる。

「えーと数学１００、理科63、社会31、国語27」

「す、数学満点は凄いわね……！　あのテストは難しかったけど」

「まあ数学は得意なんだわ。ちゃんと理論と法則があるしな」

　ロジックがちゃんとある勉強は、楽しくできていい。

　逆に知識をとにかく覚えるだけの教科は苦手だった。

　これがゲーム知識ならいくらでも覚えられるんだけどなあ。

「数学特化なのね。高たか代しろくんを見ていたら、何となく分かる気がする」

「ん？　そう？」

「考え方とか作戦がね。このゲームの王道からは外れているのかもしれないけど、理論立っているもの。結果も残せているんだから、それも正しかったわけだし。凄いと思う」

　まあボンクラーズで突き抜ぬけた結果を出すテンプレはないしな。

　ないからこそ、その可能性を試し行こう錯さく誤ごするのが楽しいわけだ。

「今回はたまたま何とかなる材料が揃そろってただけだけどな。運がよかったわな」

「その材料の組み合わせを見つけて実行できるのが凄いのよ。ゲームに限らずだけど、人ひと真ま似ねじゃない新しいことを考え出せるって、価値のあることだと思うの」

「ほほーう。ことみー、めっちゃ高評価じゃあん？　ひょっとして惚ほれたぁ？」

「!?　そ、そういう話じゃないでしょう……!?　私は純粋に敬意を……！」

「あーそうなんだぁ。いやーお堅いことみーにも春が来たかあ。結構結構っ」

「だーかーらー！　違うって言ってるでしょ！」

「わーことみーが怒おこった！　図星だ！　きゃーっ！」

　ばたばた追いかけっこが始まった。おうおうはしゃいでるなー。

「優奈ちゃんもすぐそういう話に持っていきたがるから、困っちゃうよね？」

　そう言ってくるあきらの笑え顔がおが何か微妙に怖こわかった。妙な迫はく力りよく。

「そ、そうだな――」

　暫しばらくそんな感じで歩き、俺達は目指す情報屋に到とう着ちやくした。

「おっ。蓮くん目的地あそこだよー。着いた着いた」

　ギルドショップ街のはずれ、結構老朽化したような外観のギルドハウスだった。

　一階の入り口に『情報屋　ビッグスマックス』の看板が掛けられてる。

「こんにちはー」

「あ、いらっしゃい！」

　そこにいた店員は、俺の知っている顔だった。

「あれ片かた岡おか？　こんなところで何やってんだよ？」

　Ｂ組の盗賊ローグの片岡真しん一いち。Himechan好きの従者プレイヤーだ。

「決まってんだろ店番だよ。ギルド入ったばかりのペーペーだからな。雑用だよ」

「ああ、ＵＷアンリミテツド・ワールドガイドブック出してるとこがやってるんだよな、この店」

「そそ。『知識の泉ナリツジレイク』な」

「昨日の人と違うね？」

「おう青あお柳やぎさん。持ち回りでやっててさ」

「『知識の泉ナリツジレイク』ってそんないいギルドなのか？」

　確かに影えい響きよう力はでかいだろう。ガイドブックとかの情報にみんな頼る。

　来年度のガイドブックに長打力最強ジョブとして紋章術師が載るようにしないとな。

「まあいろんなデータが集まるギルドだからな、ここにいれば俺もこのゲームの攻略法とかに早く詳しくなれるだろ？」

「ああ、そりゃそうだな」

「そうすりゃ、Himechanのために役立てる引き出しが増えるだろ？」

「従者としてのレベルが上がると？」

「そういうこと。Himechanと一いつ緒しよに手て探さぐりでゲームなんてーのは従者失格だからな。従者は全部知ってる上で適度に知らんぷりして、Himechanを楽しませるためだけに全力を尽くすべきなんだよ。分かるか？　分かるだろ？」

「いや分からん分からん。まあそれが楽しいなら止めんぞ俺は」

　プレイスタイルは人それぞれだから、多様性は認めるべきかとは思う。

「Himechan？　従者？」

　あまりネトゲ経験のない前田さんがきょとんとしている。

「ああことみー、それはね……」

　と矢野さんが何やら説明していた。

「ふうん……？　何だか気持ちの悪い話ね」

　と、ピュアな感じでばっさり切って捨てていた。

　片岡は聞いていないのか無視しているのか、話を切り出して来る。

「んで、お客さん。何か欲ほしい情報あるんだろ？」

「ああ。新規にギルド作りたいから『ギルド設立許可証』が欲しいんだよ。ＭＥＰメリツトポイント以外に入手方法ってねえかな？」

「分かった。えーと『ギルド設立許可証』の入手法を検索っと……」

　片岡はカウンターに置いてある端たん末まつを操作する。

　何だろう、見た感じアンティークなノートパソコン？

　タイプライターと卓上鏡が合体したような感じだ。

「何それ、それでデータにアクセスできるの？」

　あきらが興味津々に身を乗り出していた。

「そうだぜ。『ディールの魔卓』っつって、ゲーム内で使えるノートパソコンみたいなもんでさ。プログラムも組めるようになってんだよ。『知識の泉ナリツジレイク』では攻略情報のデータベース作って、それを基もとに情報屋だとかガイドブック発行とかしてるのよ」

「ほぉ～。確かに情報って資産だしな、それで商売にもなるわな」

　世間一いつ般ぱんに出回ってるゲームなら攻略サイトや攻こう略りやく本ぼんもある。

　しかし校内ゲームで閉じた環境のＵＷアンリミテツド・ワールドには、そういうものはない。

　ネットに攻略情報載せたら停学処分って、校則にもあって注意されている。

　だからこういう情報をウリにするギルドが成り立つんだろうな。

　いや逆に、こういうギルドが成り立つように学校側がうまくバランスしているのか。

　しかし俺もこれ欲しい。いろいろ役に立ちそうだぞ。

　データベースくらいなら俺も作れるし。

　ゲーム会社社員の息子だし、プログラミングとかは小さいころから遊びで習った。

　装備やステ変えて奥おう義ぎ撃うち比べた結果とかを比ひ較かく検討したいんだよな。

　そこから具体的なダメージ計算式を解析とかしてみたい。

「俺もこれ欲しいな。ダメージ計算式の解析が捗はかどりそうな……」

「う。何か嫌いやな予感が……」

「ん？　どうかしたか？」

「わたし忘れてないからね！　前にＥＦエターナルフアンタジーやってた時、ダメージ計算式解析するとか言って、わたしに一週間同じ敵殴なぐらせ続けたでしょ！」

「ああ。おかげで最弱って言われてたハンマー使いで、闇の王ソロ縛りタイムアタックの当時最速タイム達成できたよな？　今は抜かれたけど……」

「あ、それ動画サイトに上がってたよね？　見たし見たし！」

　おうこんなところに視聴者が！

　まあ矢野さんは別ゲーでの俺の事を知ってるみたいだったし、あり得なくもないか。

「あのちょっとの動画だけのために、わたしがどれだけ検証に付き合わされたか……！」

「まあまあ。過去を振ふり返るより未来志向で行こうぜ。過去に囚われても未来は変わらないんだよ」

「加害者が言う台詞せりふじゃないよねぇ、それ！」

「高代お前それはダメだぞ！　従者がHimechanをこき使うなんて許されねーぞ！」

　いやお前はその発想から一回離れろってば！

「えぇっ!?　高代くんも従者って人種なの？　ご、ごめんなさい！　気持ち悪いとか言ってしまって……知らなかったから」

　ああ生き真ま面じ目めだな前田さんは！

「いや違うから！　片岡が俺を勘かん違ちがいしてるだけだから！」

「そ、そうなの？」

「とにかく！　色々脱線したけど『ギルド設立許可証』の情報くれ！」

「お、おう。んじゃまあその前に情報提供料な。３０００ミラね」

「ん」

　俺が代表して払っておく。

「ＭＥＰメリツトポイント以外の入手法って事だから――えーまず、うちのギルドのショップに在庫があるっぽいな」

「お。いくら？」

「５００万ミラ」




「「「「高っ!?」」」」




　全員ハモったし。

「そりゃお前ＭＥＰメリツトポイント２５００もするアイテムなんだぞ。そのくらいするぞ？」

「んー……別の入手法は？」

「いくつかのダンジョンの宝箱からのドロップが確かく認にんされてるな。かなりの高ランクダンジョンばっかりだ」

　と、前置きしてから片岡はいくつかのダンジョンの名前を挙げて行く。

「飛空艇ていの墓場、クリスタル・フォレスト、アウミシュール大だい古こ墳ふん――かな。ちなみに飛空艇の墓場とクリスタル・フォレストは、入るための前提条件が結構厳しいぜ。モンスターのレベルも飛空艇の墓場とクリスタル・フォレストは１００超こえてる」

「じゃあ実質アウミシュール大古墳一択たくって事か」

「だと思う。あそこは飛空艇でミシュール大陸に渡ってちょっと行きゃいけるし、許可証が出る宝物庫への通路の鍵かぎもうちのショップで扱ってるぞ。本当ならかなり面めん倒どうなクエストがいるけど」

「ふぅん……ちなみに鍵はいくらだ？」

「『古代王族の鍵』な。10万ミラね」

　それでも結構高い。無くはない感じだが。

「俺は５万ちょっとくらいなら手持ちあるけど……みんなどうするよ？」

「２万５０００ずつ出し合いましょう。私も５万くらいしかないから多少痛いけれど」

「うんいーよぉ」

「おっけおっけ。さっさと一人部屋欲しいし！　金で解決できるとこはしとこ」

「あ、ちょっと待った！　アウミシュール大古墳も奥おくは敵レベル80くらいあるわ。それでもいいか？」

　と、片岡の警告。俺は少し腕うでを組んで考える。

「ふーむ……少人数縛しばりの次は低レベル縛り攻略ですね。分かります」

「いやいや蓮くん、そんな必然性は別に……」

　と言うあきらに、俺は断言する。

「縛りプレイに必然性などないッ！　やりたいからやるんだよ！　趣しゆ味みだッ！」

「うわー……目がキラキラしちゃってる！　また蓮くんの病気が始まったよー！」

「ぷっ。んーまあ、鍵自体は持ってればずっと使えるし？」

　と、矢野さんが片岡に尋ねる。

「ああ、そうっぽいぜ」

「んじゃ買っといても損じゃないっしょ？」

「そうね。ダメだったらレベルを上げて、また挑ちよう戦せんすればいいし。見に行くだけ行ってもいいかも知れないわね」

「よし！　じゃあ鍵買うわ。大古墳に行ってみるぜ」

「おう！　まいどあり～！」

　というわけで俺おれ達たちの次の目的地は決まった。

　大古墳に乗り込んで『ギルド設立許可証』探しだ！







第８章　アウミシュール大古墳







　俺達は早さつ速そく飛空艇でミシュール大陸に渡り、アウミシュール大古墳に向かった。

　クラス対抗ミッションが終しゆう了りようすると、選択できる飛空艇の航路も増えた。

　ミシュール大陸へのルートもその一つだ。

　現場は優しい緑色に覆おおわれた丘陵地帯。

　そこら中に大古墳内部に入り込める入り口が開いていた。

　地上部分にもモンスターがいるが、向こうからは襲おそってこないノンアクティブ。

　しかもレベル10台くらいで特に問題にはならない感じだった。

「よっしゃ、じゃあ手当たり次し第だい入り口に入ってみるかねー」

　俺達はＰＴを組んで古墳の中に。

　紋もん章しよう術じゆつ師し、ソードダンサー、学者、空賊でレベルは25、25、27、30。

　はじめの入り口には特に門などはなく、ほら穴が直接内部の遺跡に繋がっていた。

　中は結構薄暗い。

　しかし壁へき面めんに所々魔ま術じゆつ文字？　古代文字？　みたいなものが刻まれていた。

　それが薄明るく発光しているので、特に問題なく探索ができた。

「ほほー。何か古代文明してるねー」

　初めて行くところはカメラでスクショがあきらの行動原理。今日もブレていない。

「お。敵がいる」

　一本道の通路の途中に敵発見。

　魔ま法ほうで動いてるマジック・ドール系の敵だ。

　先っぽに鉄球が付いた痛そうな両手杖を携たずさえている。





　キーパーズ・ドール　レベル28






　古墳を守る警備兵か？　まあ特に問題なく倒たおせるだろう。

「倒しちゃうね？」

　と、あきらが言うと全員頷うなずく。

　反応を見たあきらは、敵の感知範はん囲い外がいから『スカイフォール』の衝撃波を放つ。

「それっ！」

　衝撃波が直ちよく撃げき。敵は慌ててあきらに向かってくる。

　が、衝撃波の連射でゴリゴリＨＰを削けずられていく。

　加えて矢や野のさんも装備してるライフルで攻撃。

　昔のヨーロッパ式のデザインだ。

　さらに前まえ田ださんも攻こう撃げき魔ま法ほうの『ファイアボール』を放つ。

　一いつ斉せいにそれらが着ちやく弾だんし、敵はこちらに一太刀浴びせる前に倒れた。

「うん、さくさく進めそうだね」

　と言うあきらが先頭に立って、探索を進めていく。

　途中何体も敵がいたが、三人の遠えん距きよ離り攻こう撃げきで特にピンチもなく進むことができた。

　うーん……俺やる事がねえなー。

　ここで奥義撃ってはしゃぐ意味もない。

　だから仕方ない事だが……見てるだけ感が凄すごい。

　こういう時に何かできる用のタレントもそのうち取っておくべきか。

　必要に応じて付け替えればいいわけだし。

　それができる自由度がこのゲームのいいところである。

「こういう時に消費武器しかないのって地味に辛つらいなー……」

　矢野さんがそう愚痴っていた。

「空賊って武器が全部遠えん隔かく攻こう撃げき用だものね」

「そだよことみー。攻撃したら常に矢や弾だま消費して金が飛ぶし」

「近接用の武器持てるタレントとか欲しいとこだね」

　と、あきら。

「ＭＥＰメリツトポイント空になっちゃったからなー。まああれはあれで後悔してないけど」

「どちらにしろ１００ポイント台じゃ皆かい伝でんの証あかし系のタレントは取れないわよ？　次のテストで頑張りましょう」

「うう……ゲームにべんきょー要求してくるなんてひどくない？　この学校。バカが不利なのはリアル人生だけでいいんですけど」

「そうかぁ？　俺は逆に、特にやる意味感じない勉強に意味を持たせてくれて良かったって感じがするけど」

　前よりは授業に身が入るようになったわな。特に興味のない教科に関しては。

「実際この学校で成績が上がるってケースは多いらしいわね」

「そだねー。その謳い文句がなかったらわたしとかここ入らせて貰えなかったよ」

「私もそうだわ」

「俺んちは関係なかった……好きな事やれしか言われん」

「あたしもぉ。親がせめて高校は行けって言うから、面白そうだからここにしたし」

「羨うらやましいわね、自由で」

　と、前田さんがちょっとため息をつく。

「ことみーの家って親とか頭堅そうなのに、よくこんな遊び半分の学校入れたよね？」

　まあ実際成績は上がる傾けい向こうにあるとはいえ、矢野さんの言うように遊び半分に見えるのも事実だろうな。

「ええ確かに少し喧けん嘩かもしたけれど……それまで堅苦しくて何だか疲れちゃったから、高校は好きな所にって言ったら考えてくれたわ。ただし成績が落ちたら退学させるって言われているけど」

「けっこう横暴だなーそれ。まー養われてる側が言える台詞でもねえけど」

　うちの親はそんなこと言いそうにないな。感謝しないとだなと。

「大だい丈じよう夫ぶよ高たか代しろくん。前より授業に集中できるようになったし、落ちない自信はあるわ。この学校は楽しいもの」

　前田さんは自信ありげに笑っていた。

　さて探索を進めて、俺達は宝箱を発見した。

「おお！　お宝ー！　お宝！」

　矢野さんが一目散に宝箱に飛びつく。

「優ゆう奈な、罠わながないか見てね」

「おっけー！」

　盗賊ローグや空賊は、素すの状態で宝箱の鍵開けとか罠の見破り＆解除ができる。

　他ジョブが鍵開けや罠対応をしようと思うと、それ用のタレントが必要だ。

　俺達はまだ誰だれもそっちの方は取得してないから、空賊の存在は助かるな。

「んー。罠あるねーこれは、んーあれだし。アカデミック？」

「あ、小テストかー」

　罠名アカデミックは、要するに学力テストだ。

　はじめて見るが、ガイドブックには確かに載のっていた。

　解除不可で、正解ラインを越えられなければ中身が消しよう滅めつするという。

　学校ならではのシステムだよな。

「……得意分野だわ。頑張りましょう、青あお柳やぎさん」

「うん、任せといて！」

　おー。平均90点以上が二人いるのは心強い。

　ここでも俺は何もすることなさそうだ。

「じゃあ開けるよー。ことみーあっきー後は任せた！」

　矢野さんが宝箱オープン。

　宝箱の中からファンファーレと音声アナウンスが流れ出した。

「突とつ然ぜんですが小テストの時間です！　五問中三問正解で宝箱の中身をゲット！　正解数が多い程ほど中身のグレードもアップ！　それでは第一問――」

　結果だけ言うと、あきらと前田さんの活躍で五問連続正解だった。

　さすがだと言わざるを得ない。

「きゅーきゅきゅー！」

　俺のローブのフードの中に入り込んで寝ねていたリューも起き出し、拍はく手しゆしていた。

　今のところ好きに食べて好きに寝るだけだ。

　まだバトルの役には立ってくれなそうだけど、可愛かわいいので全然許す。

　このまま成長を見守ろうか。

　さて宝箱の中身は何かね――

「よっしゃー全問正解だしっ！　で、中身は中身は？」

「えーと……おっ。『特とく殊しゆ合成指南書〈銃じゆう剣けん〉』だって。これもしかして優奈ちゃんが使える感じかな？」

　と、箱を開けたあきらが答える。

「んー銃剣って何？　ことみー」

「銃の先に装着する刃は物ものね。それで槍やりみたいに使うのよ」

「ほう！　んじゃ接近戦できる感じ？」

「そうなんじゃねえ？　しかしこのゲーム銃剣もあるんだな。俺知らんかった」

「でも銃剣のアーツって聞いたことがないわね」

「作ってみりゃ分かるかねー。それ特殊合成身に付ける奴だよな？　俺が貰って作ってみようか？」

「そうね。私も鍛冶かじとかは上げてないし、任せるわ」

「うんわたしもー。興味ないから蓮れんくん貰ってー」

「あたしも上げてねーし。作ってみて作ってみて」

「おう。んじゃあ使ってみる」

　俺は指南書を貰って使用。

『特殊合成〈銃剣〉』を身に付けたってログが出た。

　こうやって特殊合成スキルが必要なアイテムもあるんだよな。

　んで――合成メニューを開いてレシピ一覧を確認。

　リストに銃剣類の項目が追加されてる。

　ほうほう――いろんな素材の銃剣があるわけだが。

　まあ今のレベルにちょうどいいのは『鉄の銃剣』とかだよな。

『アイアンインゴット』で出来るし……三個か。手持ちは十分ある。

「どれどれ――」

　合成開始。タレントで『流れ作業』が付いているから即そく終しゆう了りよう。成功。

　俺の手に鉄で出来た銃剣が現れる。

「っしゃ成功っと。これと銃を合成だよな？　矢野さん銃貸してもらえるか？」

「ほい」

　手渡されたのは『マスケットガン』という銃だった。まあレベルなりの装備だ。

「これと銃剣を――」

　合成。お、合成開始できた。間ま違ちがったレシピなら開始できずにエラーになる。

　推測が合ってたな。で、合成の結果もすぐ出た。

『マスケットガン』が『マスケットガン〈着剣〉』って表記になったぞ！

　見た目的にも銃口の下側に金具がついて、ナイフを装着した感じに。うん銃剣だな。

「はい出来た！」

「おぉーこれ接近戦できそうじゃん？　いい感じー！　ありがとぉ♪」

　嬉しそうに銃に頬ずりするギャル女子高生って、何か凄い光景だ。

　だがまあ、喜んでもらえたなら何より。

「よっしゃこれは試ためし切ぎり待ったなしじゃん!?　さあいこいこ！」

　敵を倒しながら探索続行。

　矢野さんが試し切りをして分かったことは――

　まず銃剣では突つき攻こう撃げきのモーションが出せる。威い力りよくは当然銃撃よりは劣おとる。

　突き攻撃自体は、銃の装備適性の範はん疇ちゆうに入っている。

　槍っぽい動きだから槍適正ないとスカスカ――というわけじゃなかった。

　ただし銃剣専用アーツみたいなものはない。

　あくまで銃のアーツが使えるだけ。

　つまり、不得手な接近戦をちょっと補完してくれるオプションだな。

　それでも突き攻撃からの銃撃とか格好いいし、なかなか強い。

　そんなに差し迫らない相手なら銃じゆう剣けん攻こう撃げきオンリーで弾たま節約とかも全然ありだ。

　経済的にかなり助かる装備なのでは。
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　銭ぜに投げ上等の空賊にとって、使い減りしない攻撃手段は貴重だ。

　そんな感じで試し切りをしながら探索を続けたが、問題が起きた。

「あれぇ？　ねえ蓮くん、ここで行き止まりだよね？」

「だな。鍵使うところもなかったし……ここは外れか」

「まぁ武器進化したし、あたし的には外れでも全然おっけ」

「無駄足じゃなかっただけよかったわね」

　途と中ちゆう俺おれとあきらのレベルも上がったしな。

　俺26、あきら26、前田さん27、矢野さん30になった。

「外に出て、別の入り口から入ってみましょうか」

　誰も異議なし。外に出る。

　別の穴から入り直し。今度は宝箱も何もなく空振り。

　それが二、三回繰り返されると、ちょっと空気もだれてくる。

「あーん。また外れだったねえ」

「だるいしーめんどいしー……飽あきたあ」

　リアル時間的にはそろそろ夜の七時。お腹なかも空すいてくる頃ころだ。

　流石さすがにリアルな空腹はゲーム内では満たせないからな。

「少し休きゆう憩けいを入れて、後でまた集合する？」

「うーん……それがいいか――」

　と言いかけたが、俺はふとあることに気が付く。

　今俺達がいるのは、外れだった出入り口を出たところ。

　丘陵地帯の中腹あたりで、結構広い範囲が見渡せる。

　で、向こう側に見える丘の頂上あたりに、別の集団が入っていくのが見えた。

　十人くらいか？　約２ＰＴだな。

「あ、あっちにも入り口があるんだな。人が集まってら――」

「ん。本当ね。あっちの入り口が宝物庫に繋がっているのかしら」

「そうかも！　ねえ行ってみようよ」

「んじゃあれ外れだったら休憩希望～」

　という事で、他の人たちが入っていったところに移動。

　俺達が着いた時には既すでに中に入っていった後らしく、入り口は無人。

　で、俺達もそこから中へ。

「……ここ、何か他と雰ふん囲い気き違ちがう感じがするな」

「そだね。何かちょっと怖いね……」

　と言いつつスクショは欠かさないあきらである。

　ここは何か他に比べて朽くち果て具合が凄いし、一段と暗かった。

　広場みたいなところだが、あちこち崩くずれていて、いかにも何か出そうな感じがする。

　そこら中で青白い人ひと影かげがふっと浮うかんで消えたりしている。怨おん霊りよう的な何かの演出か？

　あちらこちらの壁かべに、ヒト形がたのミイラっぽい何かが埋うもれているのも不気味だ。

「よく考えたら古墳って墓だし……うう～お化け屋敷とか駄だ目めなんですけどあたし……」

　意外だ。矢野さんが一番怖がってそうだ。

「だ、大丈夫よゲームなんだから……」

　前田さんもちょっと腰こしが引け気味。

　ゲームと分かってるとはいえ、ＶＲＭＭＯの臨場感は半はん端ぱない。

　要はこれ、超ちようリアルなお化け屋敷みたいなものだ。

　怖がっているみんなを見ていると、何か女の子してるなという感じでほほえましい。

　俺はこういうのは割と平気だった。

　何かこうなると、ちょっと悪戯いたずらしてみたくなるぞ。

　というわけで――

「わああああぁぁっ!!」

　ベタに大声。案外これが効果覿てき面めんだった。




「「「きゃあああああっ!?」」」




　みんなびっくりして俺おれに抱だき着ついてくる。

　それは健全な男として嬉しくないわけはない。

　だが、三人いっぺんに来られると勢い余って全員こけた。

「うわっ!?」

　そしてこけた先の床が、ぱかっと開く。

　落とし穴!?　そこに全員まとめて落ちてしまった。

　結構な深さを落下し、衝しよう撃げき。

　痛いてぇ……ていうか痛いくらいで済むゲームでよかった。

「う～……いたたたぁ……もお蓮くんびっくりさせないでよぉ！」

「大声と落とし穴で二回驚おどろいたわ……悪趣味よ高代くん」

「いっててて……悪い悪い、つい出来心で……っ!?」

　うぉっ!?　見てはいけないものが見えた……！

　俺は地下室の床に顔面直撃していて、そこから顔を上げたわけだが……

　ローアングルから、床に尻もちをついていたあきらと前田さんのスカートの中が……

「高代～？　今ことみーとあっきーのスカートの中見たなぁ？」

　矢野さんがにやっと笑ってツッコんでくる。おいぃ！　なぜばらす!?

「蓮くん！　人前でえっちぃのはダメなんだよ!?」

　あきらはぷんぷん怒って――

「ち、ちち違うのよこれは……」

　前田さんは何か慌てている。

「し、知り合いがね？　あなたは大人しいから、下着くらい大だい胆たんにって無理やり……」

　うん何か、あきらのはゲーム内の髪かみの色とおんなじでさ、ピンクでさ。

　まあ可愛い感じでイメージ通り。

　前田さんのがさ。黒でさ。何か凄いセクシーな感じでさ。

　清純なイメージだったからギャップがあってびっくりした。

「だ、だからね。決してこう――遊んでるとかそういうわけじゃ……」

「ああそれは分かってるというか……ちとびっくりしただけ……」

「そ、そう……？」

「ほう？　何々ことみーそんなエロいのはいてるの？　ちょっと見せてみー？」

「い、嫌よ！　なんでそんな事……！」

「どれ、わたしも後学のために……」

「お。あっきーじゃあそっち押おさえて」

「うん」

「きゃー!?　ちょっと止やめてー！」

「ま、まあまあ二人とも。前田さん嫌がってるし止めとけよ」

「はぁ？　そもそも高代のいらん事しいのせいじゃん？　何いい子ぶってんの？」

「そうだそうだー。みんな蓮くんが悪いんだから手伝いなさーい」

「できるわけねえし！　俺が悪かったから、謝る。とりあえず上に戻もどる道探そうぜ？」

　と平ひら謝あやまりで悪ノリする二人を止めた。

　そして、落とされた地下フロアをみんなで見み渡わたしてみる。

「ん？　何かいかにも意味ありげな扉とびらが……」

　巨大な、複雑に紋が彫られた扉が鎮ちん座ざしていた。

「蓮くん、何かはめ込めそうな穴があるよ？」

「これ、買ってきた鍵の形に似てないかしら？」

「おお、そうかも――」

　俺は『古代王族の鍵』を取り出だす。確かにまともな鍵の形してないんだよな、これ。

　扉のくぼみに鍵をはめ込む。お、ぴったり。

「はまった！」

　鍵が光り出して、その光が扉全体に行き渡る。

　重い音を立てながら、ゆっくりと開いていく。

「おー正解ルート来たんじゃん!?　ナイス高代ー！」

「さっきいらん事しいって言ってたくせに……」

　まあいいけどな。

　俺達たちはウキウキで扉とびら奥おくに足を踏ふみ入れ――そして見た。

「う…うう……」

「やられたぁ……」

「まだ早かったかぁ――」

　一言でいうと、死体だった。

　多分俺達が外で見かけたＰＴの人達だ。全員ＨＰ０。全ぜん滅めつってやつだ。

　簡易ステを見る限り、二年生の先せん輩ぱい達たちのようだ。

　平均レベル60中盤くらいの十人。

　このレベルのこの人数で全滅するのか、ここは。

　ってことはこの先が片かた岡おかの言ってた敵レベルが高いエリアだな。

「す、すまん君たち……蘇そ生せい魔ま法ほうがあったら、お願いできないかな……？」

　倒れているリーダーの聖騎士パラデインの先輩にそう言われたが――

「あ、すいません……誰も蘇そ生せい持ってないんです」

　ソードダンサーのダンスに蘇生効果のものはない。

　学者も回復魔法は使えるが、蘇生魔法は覚えない。

　かゆいところに手が届かないのがボンクラーズってものなんです。

　蘇生を使えるのは聖騎士パラデインか僧侶クレリツクか吟ぎん遊ゆう詩人だな。

　吟遊詩人が蘇生使えるのが妙に納なつ得とくいかない。

　同じ支援役バツフアーなのに紋章術師と違って潰しが効きすぎでしょうと。

「そうか仕方ない、出直すことにするよ。君たちもこの先は危ないから気を付けて」

　そう言い残して先輩達のＰＴは死に戻って行き、俺達だけが残る。

「……どうする？　この先敵強そうだな？」

　と一応みんなに聞いてはみるが、内心俺には引き返す気はない。

　防ぼう御ぎよ無視回避スウエイ無視でバカ火力の奥おう義ぎは、格上食いにもってこいだから。

　今こそロマン砲ほうがそのロマンを見せつけるとき！

　みんなが嫌だって言ったら、一人で行ってみようかなと。

「と言いつつ、引き返す気ないでしょ蓮くん」

「あ、ばれたか？」

「わたしも行くよー。やってみなきゃわかんないし」

「そうね。『デッドエンド』があれば、かなり強い敵も倒せる可能性があるわ」

「むしろ今まで見てるだけの奴やつが、ちゃんと働かずに帰るなんてナイナイ。ここから働いてもらいますし」

　みんな俺のスタイルを理解してくれているからか、前向きかつ楽観的だ。

　まあ行けるかもって、俺も思ってるしみんなも思ってる。

「じゃあ行ってみようぜ」

　俺達は奥に進む。少し行くと小部屋があって、その中にモンスターが一体。

　敵の感知範囲外から様子をうかがう。





　デッドリー・ジェネラル　レベル81






　アンデッドだな。フルアーマーで武装したスケルトンだ。獲え物ものは両手斧おの。

　結構でっかくて迫はく力りよくがある。レベルも80越えで三倍近い。

　ただ、攻こう撃げき力りよく防ぼう御ぎよ力りよくはさておき、黒こく竜りゆうディアブロ程のＨＰの高さはないだろう。

　あれは大ボス系だ。こちらは通常配置のモンスター。

　レアモンスターの証あかしの王おう冠かんアイコンもついていない。

「ＡＰアーツポイントは満タンだよ。いつもの手で行く？」

　あきらが『スカイフォール』を構える。

「ああ。衝しよう撃げき波はで釣って、向かってくるとこに奥義入れるわ」

　俺はあらかじめ『ディストラサークル』を明後日あさつての方向に展開、ＭＰを空にしておく。

「入ったらヘイト抜ぬくよ？」

　矢野さんは銃を背負うと両手で盾たてを構えていた。

「で『剣けんの舞まい』入れてもう一発だよね」

「おうあきら、よろしく」

「私は優奈と高代くんの回復ね」

「余よ裕ゆうがあったら、あの敵にも回復魔法かけてみてくれるか？　アンデッドだからダメージになると思う。それがどのくらい通るのか気になるし」

　前田さんが普ふ通つうの攻撃魔法を撃うったら、多分ダメージは殆ほとんど通らない。

　かなりレベル差がある相手だから、ステータス差によるダメージ減衰がきつい。

　しかし回復魔法でアンデッドにダメージなのはもはや常識だ。

　極端な弱点であることが多い。

　つまり、レベル差をものともせずがっつり削れるかもしれない。

　そこは見ておくべきかなと。

「分かった。やってみるわね」

「じゃあ行くよー。みんな、準備ＯＫ？」




「「「おっけー」」」




　あきらは俺達の返事を聞くと『スカイフォール』の衝撃波を放つ。

　デッドリー・ジェネラルにヒット。だがダメージはたった12。

　やはりレベル差が凄いから、ダメージが通っていない。

　攻撃を受けた敵は、あきらの方に猛もう然ぜんと突とつ進しんしてくる。

　俺は敵とあきらの間に立つ。

　後ろで前田さんが回復魔法の詠えい唱しようを開始していた。

　さーて、とりあえず一発行ってみよう！

「こんにちは！　死ねえええぇぇ！」

「ヒドッ!?　どこの悪役だし！」

　矢野さんのツッコミを背に受けつつ、俺は奥義を構える。

　一歩早く前田さんの回復魔法が敵に着弾した。

　それが、レベル差を感じさせないダメージを発揮する。





　琴こと美みのエクス・ヒールが発動。デッドリー・ジェネラルに２５３のダメージ！






　直後に俺の奥義が火を噴いた！





　蓮のデッドエンドが発動。デッドリー・ジェネラルに２４０１のダメージ！






　そうログ表示され、デッドリー・ジェネラルのＨＰバーが一気に削れた。

　ＨＰが０になった敵は、呻き声をあげて倒れて消えていく。

　よっしゃ撃げき破は。やられる前にやれたぞ、完封勝利きたー！

「きゅきゅきゅー！」

　リューも何か興奮気味に喜んでいるみたいだ。

　まあ思った以上にさくっと行けたよな。これなら先に進めるかも。

　と思った矢先の事だった――




「「「「ウオオオオォォォン！」」」」




　この扉奥のフロアも上と同じで、あちこちの壁にミイラっぽいものが埋もれていた。

　それが、一斉に動き出したのだ！

「んなっっ!?」




「「「きゃあああっ!?」」」




「きゅきゅきゅきゅきゅーっ!?」

　マップのオブジェだと思っていたから、意表を突かれてめちゃくちゃびっくりした。

　お化け屋敷とかで、壁から一斉に手が出てくるやつみたいだ。

　女じよ性せい陣じんは思いっきり悲鳴をあげ、リューも慌てふためいている。





　クリムゾン・マミー　レベル78　いっぱい






　血まみれの赤い包帯に包まれたミイラ。恐ろしく狂暴そうな顔。

　そいつらが一斉に、俺に向かって襲い掛かかって来る。

　その勢いは、まるでアイドルの握手会に群がるファンたち。

　あきら達はびっくりしていて動けない。

　その状態で、ＨＰ１の俺がレベル三倍の敵に囲まれれば――

「おうふ……！」

　うんまあ当然死ぬよな。ＨＰ１だし。

　奥義直後の素す手でガードじゃ、ガード削りされるのは不可避なわけだし。

　というわけで俺は、見事にさっきの先輩たちと同じ目に。

　俺を討ち取ったマミー軍団は側そばにいるあきら達にも襲い掛かり――

　はい全滅です。ここんとこよく全滅してる気がするな。

　まあ、二年生の先輩でも十人がかりで全滅するようなダンジョンだ。

　一筋縄じゃ行かないよな。これは何か打開策考えないとだ。

　ククク。低レベル縛しばりはこうでなくっちゃあ！　燃えて来たぜ！







第９章　やられたら、原因を解析して対策を検討する







　宝探しピクニックのはずがまさかの全滅オチを食くらった次の日。

　俺は授業開始前の朝イチにＵＷアンリミテツド・ワールドにログインしていた。

　気になる事があったからだ。

　昨日は全滅後解散になって、俺もそのままログアウトした。

　ごはん食べたり風呂入ったりいろいろしながら考えた。

　で、確かめておきたい事が出て来たら気になってつい早起きしてしまった。

　夜十時過ぎたら次の朝六時までログインできない仕様だからな。

　思い立ったらすぐ検証したい俺には生殺しの仕様だ。

　だけどこうして早起きできているのは健康的だからいいのか？

　思いついてすぐ試せてたら間ま違ちがいなく夜更かしして、次の日寝不足だもんな。

　そうすると授業中に睡すい眠みん時間を補うことになる。

　それが結局テストの点に響いてＭＥＰメリツトポイントが少なくなってゲーム内での首が締まると。

　うん、ありがちありがち。

　それをシステムで防いでくれるのだから、よしとしよう。

　というわけで俺は転送ルームからアウミシュール大だい古こ墳ふん近くにワープ。

　昨日の当たりルートの入り口から内部に入る。

　すると、見知った顔の先客が。

「あれ？　前まえ田ださんおはよう」

「あ、高たか代しろくん？　おはよう――」

「どうしたんだよ？　こんな早くから」

「昨日は元はと言えば私が言い出してここに来て、全滅してしまったでしょう？　皆に申し訳ないから少しでも攻こう略りやくの助けになる情報はないかなって……」

「なるほど……でもまあ低レベル縛りとか言い出したの俺だし、主に俺のせいな気がするけど」

「まあ、そうとも言えるのかも知れないけれど……」

　浮かない表情は変わらない。

　生き真ま面じ目めと言うか、律りち儀ぎと言うか。いい子だなー。

　けど気にし過ぎな気もする。全滅なんて大したことないのに。

　ゲームなんだからそれも楽しめばいいし。

「んー……」

　何か言ってあげたいが、何を言えばいいのか。

「なに？　どうかした？」

「いや、んー……と。なあ、俺今から軽く死んで来ようと思うけど一いつ緒しよにどうだ？」

「ええっ!?」

「まあそれで恨みっこなしって事で」

「あ――ええ、構わないけど……わざわざ死にに来たの？」

「いや、結果的にはそうなるだろうけど、ちょっと調べたいことがあってさ」

「ふうん……分かったわ。一緒に行く」

　というわけで俺おれ達たちは二人でＰＴを組む。例の落とし穴を落ちて鍵の扉の前に。

　俺は鍵を使って奥おくへの扉を開きながら、言う。

「ゲームってさ、失敗が軽いのがいい所だと思うんだよな」

「軽い？」

「別にホントに死ぬわけでもなし、デスペナでちょっと経験値減るくらいだろ？　リアルでの失敗ってこんな簡単には済まねえじゃん？　昨日も死んだけど俺楽しかったぜ、あれは予測してなかったから笑えたし。だから気になってまた死にに来たんだよ」

「ひょっとして死ぬのが趣しゆ味みなの？」

「いやそうでもねーけど……まあ必要なら何回やられてもいいし楽しめるな。今回も知りたい事が分かるだろうから楽しみだぜ。まー何だろ、自分でも何言いたいのかよく分からんけど……俺は前田さんと一緒にゲームしてて楽しいし、まあ気楽にいこうぜ」

「……ありがとう。確かに自分でも気にし過ぎなところはあると思うの。何かを失敗するのが怖こわいっていうのもあるわ」

「じゃあまあＵＷアンリミテツド・ワールドでいっぱい失敗して慣れとこうぜ。まあ前田さんがしなくても俺とかあきらがしまくると思うから、巻き込むと思うけどな」

「ふふ……迷めい惑わくだわ。でも、うん。楽しみね」

「というわけで早さつ速そく巻き込むけどいいか？」

　俺達は扉の奥の通路。ちょうど昨日先輩たちが全滅していたあたりに立っている。

　ここもあっちこっちの壁かべにミイラっぽいものが埋もれている。

「どうするの？」

「ああ。昨日こいつらが動き出して襲おそってきただろ？」

　俺はミイラの埋まった壁をこんこん叩たたく。

　だけど反応はない。名前や簡易ステータスも見えない。風景に完全同化してる。

「ええ、クリムゾン・マミーって言ったかしら」

「ああ。こいつら今は人畜無害って感じだけど、何かに反応して襲ってきたよな？」

「そうね。急だったから本当に死ぬほど驚いたわ」

「それが何かなって思ってさ。条件が分かれば避さけられるかも知れない。で、思いついたのを今から試すぜ。予想通りだったらこいつらが動き出すと思う」

「そうなったら――やられるわね」

「だな。あれだったら外に避ひ難なんしてるか？」

「一緒にいるわよ。おあいこにならないでしょう」

　やっぱり律儀だ。

「じゃあ、試すぞ」

　前田さんが頷うなずくのを見て、俺は大だい範はん囲いの『ディストラサークル』を詠唱。

　ＭＰが空になる。別にこれでは壁のマミーたちは反応しない。

　次に、紋もん章しよう術じゆつ師しのスキル『ターンオーバー』を発動。ＨＰが１になりＭＰが満タンに。

　すると――




「「「「ウオオオオォォォン！」」」」




　壁に埋もれていたクリムゾン・マミー達が動き出した！

　で、俺も前田さんもぼこぼこにされて全滅――

　うん、なるほど予想通りだ！

　取りあえず、死に戻りという事で――

　全滅した俺達は、学園内にあるホームポイントに戻った。

　死んで戻るときは登録したホームポイントに戻される感じになる。

　で、その場で作戦会議。

「ふう……分かっていてもちょっと怖いわね、あれは」

「うん予定通り死んだな」

「あれで何が分かったの？」

「ああ、敵が動き出す条件な。予想通り生命感知だな」

　アクティブなモンスターがプレイヤーを補足して襲い掛かって来る認にん識しき方法。

　これには、何種類かある。

　まあ簡単なのが視覚範囲に入ったやつを襲ってくる視覚感知。

　それから足音に反応して襲ってくる聴ちよう覚かく感知。

　このへんがまあ代表だが、ＨＰの減ったプレイヤーに反応する生命感知という感知方法もある。

　オブジェに見えたあれは、全部アクティブのモンスターで感知方法として生命感知のみ持っているのだろう。

　俺が奥おう義ぎ撃うつときにＨＰが１になるから、それに反応したって事だ。

　つまり――

「生命感知――って事は、あそこで『デッドエンド』を使うと必ず……？」

「ああ、クリムゾン・マミー握手会になるな。イコール全滅」

「じゃあ『デッドエンド』は使えないわね」

「そうだな」

「駄目じゃないの！　あれ頼だのみなのに」

「いやいや、それが分かっただけでも前進だぜ」

　あの地形で『デッドエンド』はダメ、絶対。封ふう印いん必ひつ須す。これは確定した。

「素す直なおにレベルを上げるしかないのかしら……？」

「それだったら、テストの方が早い気もするわな」

　レベル60台の先輩達でも全滅してたからな。

　今俺達は25～30くらいだが、この先どんどんレベルアップに必要な経験値も増えて上がり辛くなっていく。

「ひとまず諦あきらめるしかないの？」

「それはまだ早い。試せるものを全部試してから諦めないとさ」

「何かあるの？」

「この間の黒竜ディアブロから取っただろ？　竜言語魔ま法ほう」

「ああ。『ディアボリク・ハウル』？」

　そう、クラス対たい抗こうミッションのボス戦でドロップしたんだよ、竜言語魔法。

　学者専用魔法で、ドラゴン系の強敵から魔法スクロールをゲットして覚えるしかないというやつだ。入手経路がレアな割に性能がしょぼくてゴミ扱あつかいされているらしいが。

　運よくドロップしたから、取りあえず覚えられる前田さんに貰もらってもらった。

「そそ。確か相手のＨＰを半分にする効果だよな？」

　かなりいい効果だと思う。当たればだけど。

「そうだけど――私よりレベルの低い敵に撃っても殆ど当たらなかったわよ？　何倍もレベルが上の相手に通るとは……」

「まあそうだな。そんなに使い勝手いいならみんなもっと使ってるよな」

「ええ。それに消費ＭＰも凄すごいわ。１５０も使うし」

　ちなみに今の前田さんで最大ＭＰ２００ちょいくらい。かなり重いな。

　これだけ重いと、いくら効果が良くても使いづらいよな。

　しかもなかなか当たらないと来れば、まあいらない子扱いもされるか。

　とはいえ百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずなので、実際見せてもらいたい。

「とりあえずどんな感じか、撃つとこ見せてもらっていい？」

「ええ構わないけど」

　というわけで俺達は転送ルームに行き、トリニスティ島の第一階層にワープした。

　あきらが来るまでの一か月、俺のもろもろの検証に付き合ってくれたアイランドバニー師し匠しようのところへ再弟子入りするためだ。

　ワープして街の外に出て、外をぴょんぴょんしているアイランドバニー師匠を補足。

　これがバニーという名前だが、カンガルーっぽいスタイルだ。

　顔つきもなんかぼーっとしている感じで憎めない。

　可愛すぎるって事もないから、実験台にしても心はそこまで痛まない。

　つまりちょうどいい師匠というわけだ。

「じゃあとりあえず、一発お願いします」

「ええ」

　前田さんは頷いて、『ディアボリク・ハウル』の詠唱に入る。

　魔法の詠唱中は、詠唱のモーションとマナ粒子に体が覆おおわれるエフェクトが入る。

　魔法ごとに詠唱に必要な時間は決まっていて、その間に動くと詠唱は中断になる。

　要は魔法を唱える間は、足を止めないとダメという事。

「『ディアボリク・ハウル』！」

　詠唱が完かん了りようすると、巨大なドラゴンの顔の形をしたエネルギーの塊かたまりが現れた。

　それが遠吠えをあげながら、アイランドバニーに噛みついていく。

　おおー。エフェクトがかっこいい。派手だ。

　で、その結果――





　ディアボリク・ハウルが発動！　アイランドバニーはレジストした！






　あ、効かなかったし。最弱クラスにも外れるか。

「……厳しいわね」

「まま、一回外れただけだし。ある程度確率的なところが知りたいから、もう何回か撃ってくれねえかな？」

「分かったわ。何回くらい撃てばいいの？」

「んーキリがいいとこで百回くらい？」

「えぇ!?　そんなに!?」

「やっぱほら、ある程度試行回数無いと偶ぐう然ぜんに左右されるだろ？　ほんとはそれでも少ないけど、まあ最低限で」

「それはまあ、分かるけど……青あお柳やぎさんが来るまで、高代くんはずっとこんな事をしていたの？」

「ああ！　楽しいぜ？　データ取り！」

「……ま、まあ楽しみ方は人それぞれよね」

「よしじゃあ残り九十九回行ってみよう！」

　というわけで百本ノック開始――




　――はい終しゆう了りよう。




「ふう。やっと終わったわ……」

「お疲れ。百回中十三回命中だったな」

　やっぱり命中率悪いな。消費ＭＰが５とか10なら暇ひまなときに撃ってもいい。

　だけど、１５０使うのにこれじゃとても実用範囲とは言えない。

「やっぱり、正直使えないわね」

　前田さんは消費したＭＰをヒーリングモーションで回復させながら応える。

　やり方は簡単で、足を止めた状態で手を合わせて目を閉じるだけ。

　そうするとヒーリングの薄緑の光膜エフェクトが出て、徐々にＨＰとＭＰが回復する。

　戦せん闘とう中でも非戦闘中でもできるが、非戦闘中ならかなり効果が高い。

「今のままならそうとしか言えねーな。で、ここでもう一つ試ためしてみたいんだけど」

「これ以上何を試すの？」

「ああ『マジックエンゲージ』したらどうなるのかなと」

　クラス対抗ミッション優勝のご褒ほう美びで貰ったタレント。

　合成魔法が撃てるってやつだ。

「『マジックエンゲージ』か……まだ試してないわね」

「紋章術師のサークル系の魔法って、レジストなしで必ず入るだろ？　合成したら『ディアボリク・ハウル』の命中率が上がるとかねえかなーと」

「あり得るかも――やってみましょう！」

「ああ。じゃあ、はい」

　と、俺は前田さんに手を差し伸べる。

『マジックエンゲージ』を使う時は、エンゲージする相手と手を触れた状態でスキルとして『マジックエンゲージ』を使う必要がある。

　これで誰だれと誰で魔法合成するかの指定がされる。

　そこからそれぞれ魔法を唱えると合成されて発動する仕組みだ。

「あ――そ、そうね。手を繋いで使うのよね……」

　何かもじもじしている。

「？」

「ちょ、ちょっと待ってね」

　ハンカチを取り出し、一いつ生しよう懸けん命めい手をふきふき。

　アイテムでハンカチもあるんだな。

「ゲームだし手が汚れてるとかはないんじゃね？」

「で、でも気分的な問題で……はい」

　と、前田さんは遠えん慮りよがちに俺おれの手を握る。すべすべして柔やわらかい手だった。

　こういうところの感かん触しよくのリアルさってほんと凄いな。謎の技術力だ。

「じゃあやってみよう！」

「ええ」

「「『マジックエンゲージ』！」」

　同時にスキル発動。専用の特とく殊しゆエフェクトが俺達を包む。

　さあここからそれぞれ魔法の詠唱に入る。

　前田さんはもちろん『ディアボリク・ハウル』。

　俺はまあサークル系なら何でもいい。

　ここはＭＮＤ精神を下げる効果の『ディマインサークル』を選せん択たく。

　ＭＮＤ精神は魔法へのレジスト率にかかわるから、ちょっとでも確率上がるかなと。

「『ディアボリク・ハウル』！」

「『ディマインサークル』！」

　俺達の魔法の詠えい唱しよう完かん了りよう。さてどんな感じになる？

　俺が範囲指定した、近くにいたアイランドバニーの足元に紋もん章しよう陣じんが展開される。

　能力低下のアイコンがアイランドバニーに点灯する。
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　ここまでは普通の『ディマインサークル』か？　そこから――

　地面に展開されている紋章陣の色が赤寄りに変化していく。

　そして、紋章陣の中から『ディアボリク・ハウル』のドラゴンヘッドが飛び出す。

　それが咆ほう哮こうしながらアイランドバニーに噛みつき、ＨＰバーが七割がた削けずられる。

「おお当たった！」

「何だか、ＨＰの減りが少し多いかしら？」

　前田さんは言いながら、アイランドバニーが反はん撃げきして来るのを逆に杖つえで殴なぐり倒たおす。

　さっきからずっとやってるから、もう空気扱いだ。

　学者が直接攻こう撃げき弱いとはいえ、最低レベルのモンスターを倒すくらいは簡単だ。

「そこも含ふくめてまた数撃って検証してみようぜ。もう百本行くぞ！」

「えぇまた!?　あ、でも……ええ分かったわ」

　なんだかちょっと嬉うれしそうに、前田さんは笑え顔がおで頷く。

　やる気になってくれてるのは、いいことだ。

　というわけで百本ノック二回目開始――




　――はい終了。




「……いーねぇ！」

「ええ、劇的に違ちがうわね！」

『マジックエンゲージ』で撃った結果は、大当たりだった。

　何と命中率百％。百回撃って百回当たった。

　これは完全耐たい性せい持ち以外には必中なんじゃなかろうか。

　しかも『ディアボリク・ハウル』のＨＰ半減効果が増幅していた。

　やっぱりＨＰを半減でなく七割がた削ってくれる。

「これはいい発見だな！　竜言語魔法は『マジックエンゲージ』前提なんだな」

　ＵＷアンリミテツド・ワールドガイドブックも内容的には初歩的なことしか載のっていない。

『マジックエンゲージ』で何と何の組み合わせが強いまでは書いていなかった。

　だから手て探さぐりで開拓する必要があるが、これはいい組み合わせを見つけた。

　紋章術師と学者も相あい性しよういいじゃないか。

　紋章術師本来のサークル系魔法が活いかされているのも嬉しい。

　何せ俺ときたら、紋章術師のサークル魔法をＭＰ捨てにばっかり使っていた。

「便利よね。実は結構有名な組み合わせなのかしら、これ」

「どうだろ。王冠付きには全く効かないとかある気がするな。じゃなかったら、もうちょっと学者も紋章術師も世間の評判よくてもいいよな？」

「本当に重要なときには役に立たないから、評価されてないって事かしら？」

「そんな感じだと思うけどな」

　それに強過ぎる雑魚ざこモンスターを狩るのは、ニッチな行こう為いだ。

　このゲームでは雑魚モンスターの経験値は、こちらとのレベル差によって決定する。

　それには上限があり、大体自分より10もレベルが上の相手ならマックスの点数だ。

　アウミシュール大古墳の奥の敵は俺達より数十も上になるが、倒しても経験値的には10レベル上の奴と同じになってしまう。正直、意味がないのだ。趣味の範囲だ。

　趣味的行為が得意だからと言って、ジョブの評価には繋がらないだろう。

「だけど俺達の今の課題は強い雑魚モンスターを何とかする事だから、これは使える。希望が出て来たんじゃね？」

「ええ、そうよね」

「もうちょっと強い敵にも試してみたいな。まだ気になるところもあるし」

　まずあのアウミシュール大古墳の敵はアンデッドだった。

　だから、アンデッドに効かないとかはないかってこと。

　それから『マジックエンゲージ』した魔法のヘイトはどうなってるのかってこと。

　この辺りを把は握あくしないとな。

「場所を移す？」

「だな。十層に上がって、アンデッド系の奴にちょっと撃ってみよう」

　というわけでワープで十層に移動。

　適当にレベル20くらいのアンデッドの敵を見み繕つくろう。





　ファイター・スケルトン　レベル19






　うんこれだな。早速『マジックエンゲージ』してみた。

　剣と盾を持った骸がい骨こつのモンスターに合体魔法が発動する。

　ＨＰバーがギューンと減った。おお、効くな。いいねいいね。

　そして、攻撃された敵は俺達に向かって攻撃しに突っ込んでくる。

　魔法で迎げい撃げきしようとする前田さんを、俺は止めた。

「待った前田さん。しばらく攻撃なし。防ぼう御ぎよも回かい避ひもなしで、黙だまって攻撃受けてくれ」

「？　分かったわ」

　ファイター・スケルトンは前田さんに向かって剣を振ふり下おろす。

　ヒット。前田さんのＨＰが減る。

　するとスケルトンはくるっと俺の方に向いて攻撃してくる。

　ヒット。俺のＨＰも減る。

　スケルトンがくるっと前田さんの方を向く。あっち行って攻撃。

　ヒット。次また俺に――

　こんな感じで、俺と前田さんの間を行ったり来たりのピンポン状態。

「なるほどな……じゃあもういいぜ前田さん。倒そう」

　前田さんはこくんと頷き魔法を詠唱。

「『エクス・ヒール』！」

　回復魔法を受けたスケルトンはＨＰが０になってカラカラと崩くずれ落ちた。

「……うーんなるほど。これはちょっと考えないとだわ」

「？　何を？」

「いや、これを見る感じ俺と前田さんでヘイト半々になってるっぽいからさ」

「モンスターの挙動を見る感じ、そうよね」

　敵モンスターは、最もヘイトを稼かせいでいるプレイヤーを攻撃するようになっている。

　主にこちらが攻撃をもらうことでヘイトが抜ぬける、つまり減少する。

　さっきスケルトンがピンポン状態だったのは、一発攻撃するごとのヘイト抜けで俺と前田さんのヘイト量の多少が入れ替わっていたからだ。

　優先目標がころころ変わっていたんだよな。

　つまり元々のヘイトがほぼ一緒だったということになる。

　ダメージは『ディアボリク・ハウル』のほうでしか稼いでいない。

　だが合体魔法だからか、俺にも半分ヘイトが来るらしい。

　しかしそうなると……困りごとが出てくる。

　今のままじゃ駄だ目めだ。もうひと押おし何かがいるぞ、これは。

　それからもう一つ確かめるため、俺達は八層に降りた。

　で、王おう冠かん付きのアイアン・ジェミニに合体魔法。

　今度は効かなかった。やはり王冠付きには効かない――と。メモメモ。

　と、そこで不意にチャイム音が鳴った。

　システムメッセージがログウィンドウに表示される。





　――間もなく朝礼の時間です。生徒の皆さんは至急学園に戻もどってください。






「あ、もう授業の時間か。とりあえず戻るか」

「そうね、そうしましょう。続きはまた放課後ね」

　というわけでいったん検証は終わり、と。

　でも大分収穫はあった。何とかなるかもしれないと思えるくらいには。




　　◆◇◆




　さて授業終了後――

　俺はギルドショップ街に出かけていた。

　あきら達たち三人も一緒だ。あとリューも。

　朝の検証作業の時は俺のローブのフードの中に入ってずっと寝ねていた。

　子供だからかよく寝ている。まあ今は元気に俺達の周りをパタパタ飛んでいる。

「で、何探すのぉ？　蓮れんくん」

「とにかくガード性能が高い杖が欲ほしい。あと、あれば盾たてもな。矢や野のさんが今使ってる盾って何だっけ？」

「ん？　ほい」

　と、矢野さんはアイテムウィンドウを開いて見せる。





　デュエルシールド

種類：盾　装備可能レベル：27　ガード性能：１４４

特殊性能：なし






　うんまあレベル相応の盾だな。

　特殊なスペックもないし。

「これよりガード性能高いのがあれば仕入れ対象だな。でも最優先は杖で」

「高代の杖はどんなん？」

「ああ俺は――」





　アイアンスタッフ

種類：杖　装備可能レベル：21　攻こう撃げき力りよく：17　獲かく得とくＡＰアーツポイント：10

ガード性能：55　ガードブレイク性能：20

特殊性能：ＩＮＴ知性＋８　ＭＮＤ精神＋４　ＭＡＸＭＰ＋12






　盾に比べればガード性能がとにかく貧弱。ここを何とかしないといけない。

　できないとアウミシュール大古墳に再アタックするのは厳しい。

　合成で今俺が作れるレシピではこれが限度。

　ここは店から何かいいものを仕入れるしかないという事で、ここに来た。

　レアモンスターからのドロップ装備は、合成で作れないのも多いしな。

「ふんふん。まあよく分からんけど分かったし」

「とにかくガード性能だけ高ければいいのよね？」

「ああ。あとあんまり高いと買えねえけど」

「お店いっぱいだねー。とにかく手あたり次し第だいみていこ！」

　とりあえず目についた適当なショップに入ってみる。

「おう、いらっしゃい！」

　がっちりした体格の、いかにも柔道部とか体育会系の三年の先せん輩ぱいが店番だった。

　その先輩は、俺を見るなり物珍しそうな顔をした。

「おっ。一年の竜りゆう付きじゃねえか。ほーお前さんが今年の一発目のＭＶＰか」

　リューがいると一発でばれるっぽいからなー。

「はい。まあ成り行きで」

「しかも紋章術師とは珍めずらしいな。大体ＭＶＰ取るのは魔ま剣けん士しとか聖騎士パラデインとか魔道士ウイザードなんだが……面白おもしろそうな奴やつだな」

　ああ、からの勧誘のパターンかこれ。

　だが、俺の予想は裏切られた。

「んで、何を見たいとかあるか？　適当に商品リスト全部見るか？」

　さらっと流して商談に移ろうとした。これは意外。

「……」

「ん？　何だ？」

「いえ。竜持ちなせいかよくギルドに勧誘されるんで……今もそうかなって思ったら違ったからちょっと驚おどろいて」

「ん？　誘さそってほしかったか？」

「ああいえそうじゃないんですけど」

「まあ俺らは格かく闘とう好きの格かく闘とう家か専門ギルドだからな。残念ながらお前さんは対象外だ」

「ああなるほど。そういう方向性のギルドもあるんですね」

「全員格闘家でＰＴ組んで活動するんですか？」

　と、あきらが質問。

「そうだぜ？　回復役ヒーラーいねえから何やるにもつれえのなんの。だが趣味に走るのも悪かないだろ。最後は楽しんだもん勝ちよ」

　それはそれでいいと思う。人それぞれロマンを追って楽しめばいい。ゲームだし。

　俺だって全く人のこと言えないスタイルでやってるからな。

「で、どうする？　商品リスト見るか？」

「あ、杖と盾だけ見せてもらえますか？　俺達のレベルで装備出来て、ガード性能の高いやつを探してるんです」

「ガード性能な。ちょっと待てよ。こんなのがあるが――レアモンスターのドロップ品なんだけどな」





　狂信者の杖（Ｏ）

種類：杖　装備可能レベル：25　攻撃力：３　獲得ＡＰアーツポイント：７

ガード性能：２５６　ガードブレイク性能：６

特殊性能：ＩＮＴ知性マイナス60　ＭＮＤ精神マイナス60　ＭＡＸＭＰマイナス50




　狂信者の盾（Ｏ）

種類：盾　装備可能レベル：25　ガード性能：３２０

特殊性能：ＩＮＴ知性マイナス60　ＭＮＤ精神マイナス60　ＭＡＸＭＰマイナス50






　うおおおお！　いいのある！　これこれこういうのが欲しかったんだよ。

　特殊性能ですっごいマイナスついてるけどこの際関係ないし。

「これ、いくらですか!?」

「ああ、盾は１５０万ミラだ」

「高っ！」

　買えん！　無理！

「杖は１万ミラな」

「安っ！」

　買える買える！　これは絶対買いだ、絶対買う買う買う。

「値段の差があり過ぎるんですけどぉ～」

　盾が高い矢野さんは不満顔だ。

「とはいえ大体どこもこんなモンだと思うぞ？」

「まあ用よう途と考えればこうなりもするか……」

「どういうこと？」

　と前田さんに聞かれる。

「杖持つジョブが敵に攻撃されることって、あんまりないだろ？　下がって魔法使うんだからさ。それがガードだけがバカ高くて魔法系のステ下がるって、とんでもなく意味不明の代物だよな？」

「まあ……そうね」

「反対に盾のガード性能は、盾役タンクにとっては少しでも多い方が嬉しいよな？　ＭＰ下がるのだけ痛いけど、ＩＮＴ知性とＭＮＤ精神はいらんっちゃいらんステだし。杖は謎アイテムで需要ないけど、盾はいいもので需要が多いってことになる」

「なるほど需要の差が金額に跳ね返るのね。オフラインのゲームって、似たシリーズの装備って似た値段だからびっくりしたわ。オンラインゲームはアイテムの値段に市場原理が働くのね……人同士の取引だから当然か」

　ちょっと感心したようにうなずく前田さん。

　確かにオンラインゲーム初だと、こういう価格差が新鮮に映るかもな。

「あー確かにそうだな」

　しかしこれは俺にとっては願ってもない。

　このゴミ扱いの謎アイテムこそ、俺にとっての秘密兵器になるに違いない。

「じゃあこの杖買います！」

「おう、まいどあり」

　店を出ると、俺は早速みんなに告げる。

「これでいけるかも――もう一回アウミシュール大だい古こ墳ふんに挑ちよう戦せんしてみようぜ！」

　俺おれ達たちはちょっと準備して移動することにした――







第10章　大古墳への再挑戦







　さぁ大古墳の鍵かぎで扉とびら奥おくに到とう着ちやく。

　ここからワンミス全ぜん滅めつコースだぞ。

　ここに来るまでにバトルの流れの打ち合わせはできている。後は実じつ践せんあるのみ。

　最初の小部屋、この間俺達が全滅した地点に。

　やっぱりデッドリー・ジェネラルが一体鎮ちん座ざしている。

　これ相手にＨＰが生命感知に引っかかる域まで減ると、壁かべからマミー軍団がわらわら出てきて全滅することになる。とにかくＨＰを高く保つのが先に進む絶対条件だ。

「じゃあ行くぜ前まえ田ださん。準備いいか？」

「ええ！」

　俺と前田さんで、デッドリー・ジェネラルの感知範囲外から合体魔法を放つ。

　当然これはヒット。一気に七割のＨＰを持っていく。

　攻撃を受けた敵は当然俺達に突とつ進しんしてくる。

「はいヘイト貰いっ！」

　敵の攻撃が飛んでくる前に、矢や野のさんが前田さんに『ギルティスティール』。

　これで俺と矢野さんが敵のヘイトを半々で持ち合うことになる。

　ちなみに矢野さんはもう銃じゆうを背負って盾持ち。ガード特化スタイルだ。

　敵の一発目の攻撃は矢野さんに向かった。

　突進からの斧おのの振ふり下ろしを、矢野さんはがっちりガードする。

　ガード削りはされるけど、ＨＰ一割くらい減っただけ。生命感知には遠い。

「ふぅ～ミスれんと思うと緊きん張ちようするし」

　矢野さんが敵の攻撃をガードすると、今度はターゲットが俺に。

　ヘイト半々だから、前田さんと検証してた時みたいなピンポン現象が起きる。

　ここで俺の杖が、前の『アイアンスタッフ』のままならやばいことになる。

　ガード性能が低いから、ガードしたとしても被ダメがでかい。

　だけどこの新兵器『狂信者の杖』なら――

　俺はデッドリー・ジェネラルの戦せん斧ぷの薙なぎ払い攻撃を見切ってガード。





　デッドリー・ジェネラルの攻撃。蓮れんは攻撃をガードした！






　おおノーダメ来た！　ステ振りＶＩＴ耐久特化と突つき抜けた杖のガード性能のおかげだな！

　続く体ごと回転する振り回し、再度薙ぎ払い、巨きよ体たいを生かした体当たり。とガードしていってもノーダメでやり過ごせた。

　とはいえ専守防衛だから、ここからのダメージは別の人に取って貰わないと。

　もちろんそこも打ち合わせ済み。

「あきら頼たのむ！」

「うん！」

　あきらは『スカイフォール』を床に突き立て、その周りでステップを踏ふみ始める。

　可愛かわいらしい振り付けでくるんと回転すると、大きな胸も合わせて揺れている。

　何というか、健康的なお色気を振りまいてるなー。

　まあこれはこういう動きなので仕方ない。はい決めポーズ。かわいい。

　からの――

「奥おう義ぎ！　『セイントクレセント』！」

『スカイフォール』を抜き、横薙ぎ一いつ閃せん。

　剣けんの軌道が三日月に派生し、デッドリー・ジェネラルに当たる。

　すると、回復を受けたときのエフェクトが。

　アンデッドなのでそれがダメージになる。





　あきらのセイントクレセントが発動。デッドリー・ジェネラルに５３９のダメージ！






　これは、ソードダンサーの範はん囲い回復効果の『ヒールステッププラス』と片手剣アーツの『クレセントスラッシュ』をタレントで合成した奥義だ。

　効果としては範囲回復。『ヒールステッププラス』の回復力がアーツの攻撃力分上乗せされた感じになるが、特性としては魔法に近いから大おお幅はばにレベルが上の相手にも普ふ通つうにヒットする。

　何より通常の回復ダンスって味方にしか掛けられないけど、この奥義化すると敵味方関係なく当たるのがポイント。アンデッドに撃うってダメージソースになってくれる。

「ああんちょっと余った！」

　あきらが奥義を食らわせても、デッドリー・ジェネラルはまだ倒れない。

　あとちょっとなんだけどな。惜おしいな。

「じゃあもう一発――！」

『セイントクレセント』の消費ＡＰアーツポイントは１８０。あきらの最大ＡＰアーツポイントは４５０。

　戦闘に入る前に満タン待機してるから、連射できるといえばできる。

「待って私が！」

　開幕合体魔ま法ほうを撃った後、ヒーリングを続けていた前田さんが動く。





　琴こと美みのエクス・ヒールが発動。デッドリー・ジェネラルに２４６のダメージ！






　これでデッドリー・ジェネラルのＨＰは０。呻うめき声をあげて倒れて消えていく。

「よーし！　行ける！」

　作戦練り直したかいがあった。

　クラス対たい抗こうミッションのご褒美がいろいろ役に立ってるな。

　使えるものはなんでもフル活用していかないとな！

「やったぁ！」

「高たか代しろくんの計算通りね」

「っしゃー！　ギルド作って一人部屋一人部屋！」

「ジャイアントキリングジャイアントキリング！」

「私の守護竜私の守護竜！」

「マイ浮島から見える絶景絶景！」

　調子に乗った俺達の心の中の叫びだ。欲丸出しだなー。

　さあ次行くぞ！　俺達は慎重にヒーリングして回復し先に進む。

「しっかしさぁ。人が必死にガードしてる時に、あの長いぶりっ子ダンス踊られるとちょいイラッとするよね？　ねえ、ことみー」

「え？　ど、どうかしらね……」

「がーん！　し、しょうがないじゃん、わたしだって恥はずかしいんだよ……！」

「まあまあ。確かにちょっと目の毒な感じはするけど、可愛いし俺は大歓迎だぞ」

「……ええ優ゆう奈な、イラつくわね」

「！　前田さんまで……そういうモーションなんだよ、変えれないし……」

「もちあっきーが悪いわけじゃなくてさあ。なんつーかソードダンサーの装備とかモーション設計した奴がさ、あざとすぎてキモいよねって話」

「それはやっててすっごい思うー！　とにかく一々動きとか装備が恥ずかしいんだよね」

「何かこう、男目線で見たいもの無理やりやらされてる感？　あるよね」

「……ある意味セクハラよね」

　うーんさすが、女子がやりたくないジョブナンバーワンだな。不評だ。

「まあほら、性能はいいわけだしな。一応男でもできるわけだし――」

　と俺がフォローしながら進んでいくと、また小部屋が。

　小部屋から小部屋が通路で繋がっている構造のようだ。

　今度はデッドリー・ジェネラルが二体か――

「同じ手で行こうぜ」

　合体魔法もあきらの奥義も範はん囲い攻こう撃げきだ。二体巻き込めば行けるはず。

　俺の予想は当たった。この部屋も生命感知に引っかかる事なくクリアできた。

　それから何個か連続でクリアしていったが、大体一部屋の敵は一、二体。

　手慣れて来たのでさくさく進む。

　敵とのレベル差があるから経験値も美味おいしい。

　俺28、あきら28、前田さん29、矢野さん31に上がった。

　順調順調。このまま行けるとこまで行くぞ――！

「お？　階段」

　階層が変わったら敵が強くなったりする。気を付けて行かないと。

　階段を下りて下の階層に。下りたらすぐにまた小部屋があって、中に敵が。





　デッドリー・ジェネラル　レベル81×３

　エンシェント・ドール　　レベル82×２






　あ、五体もいるぞ。

　しかもエンシェント・ドールはマジック・ドール系であってアンデッドではない。

　これはやり辛づらい。やはり難易度が上がっている。

「うーむ……全部アンデッドのがやりやすかったなー」

「そんな甘くないって事だよね。どうする蓮くん？」

「取りあえずいつも通り『マジックエンゲージ』から入って、それから――」

　と、俺達は作戦を打ち合わせた。

「大だい丈じよう夫ぶぅそれ？　相手五体だしやばくない？」

「確かに危険な気はするわね……」

「やってみようよ！　きっと大丈夫だよ！」

　矢野さん前田さんは不安そうだが、あきらは乗り気だった。

「心配ないって、やってみよ！」

「んーまああっきーがそう言うなら」

「やってみましょうか」

　あきらが押してくれて、作戦が決定した。

　まずは先手、敵五体を巻き込む範囲に『マジックエンゲージ』の合体魔法を。

　それが上手うまくヒットし、五体がわらわら迫って来る。

「ほい、ことみー！」

　矢野さんの『ギルティスティール』。

　俺と矢野さんでヘイトを半々に。ここまではいつもと一いつ緒しよだ。

　ここからはあきらに奥おう義ぎ撃うって貰もらって、アンデッドへの回復攻撃をやっていた。

　だが今やるとエンシェント・ドールの方は回復してしまう。

　それはまずいから、今回は別手段で行く。

　俺は杖を構え、矢野さんは盾を構え、敵の猛攻に備える。

　そこに後ろから、前田さんの魔法が発動する。

「『リベンジブラスト』！」

　敵の攻撃に対して、固定の反撃ダメージを発生させる魔ま法ほう壁かべを張る呪じゆ文もんだ。

　対象は味方一人、それが俺に掛けられた。





　デッドリー・ジェネラルの攻撃。蓮は攻撃をガードした！

　デッドリー・ジェネラルに10の反撃ダメージ！






　ガードしたらこんな感じで、敵にちょっとだけダメージが当たる。

　俺のところにはデッドリー・ジェネラルが二体と、エンシェント・ドールが一体来て三対一。矢野さんのところには二体行った。





　エンシェント・ドールの攻撃。優奈はガード。32のダメージ。






　矢野さんはちょっとガード削りを受けてしまう。

　そうするとヘイトがちょっと減るわけだから、そいつのヘイトの優先順位が変わって俺のところにやって来る。

　結局、俺の前に敵が五体。ヘイト抜けどころか反撃ダメージ発生するから、ガードしてもガードしても俺おれに余計にヘイトが集中する仕組みになる。

　だけど、それが狙ねらいだ。

　俺は次々繰くり出だされる攻撃を見切り、片っ端からガードしていく。

　デッドリー・ジェネラルの斧と体当たり、エンシェント・ドールのトゲフレイルの不規則な攻撃。それらを全すべて。

　デッドリー・ジェネラルの動きは散々見ている。

　エンシェント・ドールも下位のドール系は見た。モーションは殆ほとんど一緒だ。

　ガード削りされないなら――いくらＡＧＩ敏捷が低くて動きが遅めな紋もん章しよう術じゆつ師しでも、全部の攻撃をガードし続けることはそんなに難しくない。

　敵のモーションの前兆から次の攻撃を判断。その範囲から軸をずらす位置に動く。

　それでも当たる軌道の攻撃だけ、ガードだ。

　デッドリー・ジェネラルの体当たりはガードしてもノックバックするから注意。

　逆に計算して他ほかの敵の攻こう撃げき回かい避ひに使えるから利用すべし。

　敵もこちらも動いているから刻一刻と最適解は変わるけど――

　理論的にはこれを繰り返せばいいだけだ。

　問題は予測の正確さと、反応速度がそれに追いつくかだけ。

　戦いに入る前五体なら捌さばけるから、俺が攻こう撃げきを引き受けると言った。

　前田さん矢野さんは不安そうだったが、何とか維い持じできそうだ。

「す、すごいわ高代くん――！　本当に一発も当たらない……！」

「うわぁ何それ！　紋章術師なんてＡＧＩ敏捷低くて動き鈍にぶいはずなのに――何であんなに敵がいて、一発も直ちよく撃げき貰わずにすんでんの!?　ずるくない!?」

「まぁ蓮くんだからねー。相手の動きを見ながら、どう動いたら凌しのげるか判断するのがすっごい速くて正確なの。そこはステータスじゃなく、プレイヤースキルの部分だから……ＡＧＩ敏捷低くても関係ないよ」

　何故なぜか自慢げなあきらだった。

「おぅーい！　みんな俺が引き付けてるうちに攻撃をだな……！」

　そういう手順だったはずなんですが――？

　俺が囮おとりになってる間に、アンデッドじゃないエンシェント・ドールの方を倒たおすのだ。

「んを！　一いつ瞬しゆん忘れてたし！」

「おーけい！　今からやるね！」

　矢野さんは盾から銃に武器を持ち替え。

　あきらは『スカイフォール』でエンシェント・ドールに斬きりかかる。

　レベルが大分違ちがうから、ステータス差で回避スウエイされまくる。

　下手な鉄てつ砲ぽうも数撃ちゃ当たる作戦。ダメージは０じゃないからごり押しだ。

　矢野さんは銃を構えると、これまで盾たて防ぼう御ぎよで溜ためてたＡＰアーツポイントを使って奥義を発動。

「奥義！　『シャドウブラスター』！」

　空賊や猟師ハンターが覚えるスキルの『ステルスショット』と銃アーツの『ダブルブラスト』を合成した奥義だった。

『ステルスショット』は体が半透明になるエフェクトで、効果中は射撃攻撃でヘイトが増えない。それと二連射を行う銃アーツを組み合わせると、無ヘイトで強力なアーツ攻撃になる。やはり無ヘイトなのがポイント。

　元々矢野さんも合体魔法のヘイトを半分持っている。

　下手に攻撃すれば俺を上回って攻撃されかねない。

　そうなると盾を持っていない今、簡単に瀕ひん死しになって生命感知に引っかかる。

　だけど無ヘイトなら、ここで俺がやらかさない限りは撃ちまくって構わない。

　矢野さんの奥おう義ぎ直ちよ撃くげき。

　それでも足りないちょっとの分は、あきらのごり押し攻撃と『ステルスショット』の効果継けい続ぞく中の矢野さんの銃撃が削けずり取った。

　銃は元々回避スウエイ無視効果がある。格上に当てやすい武器だ。

　エンシェント・ドールが一体沈しずむ。

　続いて同じシーケンスで二体目も沈む。

　俺はノーダメを維持。段々数が減って楽になっていく。

　残りデッドリー・ジェネラル三体。こうなったら後は余よ裕ゆうだ。

「よし！　わたしが行くね！　奥義！　『セイントクレセント』！」

　デッドリー・ジェネラルが三体まとめて瀕ひん死し。

　そこに前田さんが、一体ずつ『エクス・ヒール』を撃ってとどめだ。

「よっしゃあぁぁっ！　行ける行ける！　まだ先行けそうだな！」

「やったぁ！　勝てたねぇっ！」

「ちょっとむずいかなって思ったけど……！」

「高代くんが上手く敵を捌いてくれたおかげね！」

「さっすが蓮くん。神反応だったよー！」

「ふっふふふ……まあな。あのくらいはなー」

　可愛い子に褒ほめられたら素す直なおに調子に乗っておく！

「てかさあ、紋章術師であれだけの動き出来るなら、魔剣士とか格闘家とかＡＧＩ敏捷高めで敵に攻撃されやすい前衛やった方がもっとプレイヤースキル活いきるんじゃん？」

「奥義の大ダメージは凄すごいけど、普ふ段だんは敵の矢面には立たないものね」

「いや、そうかも知れんが優ゆう遇ぐうジョブには興味がない」

　俺は基本後ろにいて、必要な時だけ相手を一いち撃げき必殺する暗殺スタイルだ。

　安定したヘイト稼ぎ手段が盾役タンクや前衛には必要だが、その真逆になる。

　タゲ取り用のヘイト獲得タウントスキルも無ければ、奥義以外のダメージヘイトも取れないからだ。

　俺にあるのはただただ、瞬しゆん間かん火力のみ。どこまで行ってもロマン砲なのである。

　今回の立ち回りはあくまでイレギュラー。オプションでしかない。

「ははは……まあダメジョブマイスターだしそりゃそうか」

「何だかもったいないわね……こんなに出来るのに」

「蓮くんだし、誰だれがなんて言っても治んないよ？」

「さっすがあきらは話が分かる！」

「分かるんじゃなくて、バカだからしょうがないって諦あきらめてるだけだからねー？」

「何ィ!?　驚愕の新事実！」

「ふふふっ。高代くんと青あお柳やぎさんってほんとに仲がいいわよね」

「高代ー。羨うらやましいから私ともいちゃいちゃしてってことみーが言ってるよー？」

「い、言ってないわよ！　何てこと言うのよバカ優奈！」

「痛っ!?　叩たたくことないじゃんことみー。せっかく意訳してあげたんだけどぉ？」

「余計なお世話ですっ！　ほら、先に行きましょう！」

　前田さんが先頭を切ってずんずん進む。

　同じような調子で進んでいったが、先は結構複雑な迷路みたいになっていた。

　だがそれでも、何とかミスらずに敵を倒して行けた。

　そうやって探索を続けている合間にも、前田さんはリューにせっせと食べ物をあげていたんだが――

「きゅーきゅー！　きゅーきゅー！」

　いきなり元気よく鳴き出して、しかも体が光り出した！

「ん!?」

「おお!?　光ってるし!?」

「リューくんどうしちゃったの!?」

「お、お腹なかでも壊しちゃったのかしら……!?」

　俺は自分のログを確かく認にんしてみる。





　リューの成長段階が上がりました！　習得するスキルを選んでください






　ほう……!?

「おおー。いい効果みたいだぜ！　成長したからスキル覚えれるよってさ」

　いいねいいね育成の醍だい醐ご味みだね。何を覚えられるのかね？

　選せん択たく肢しを確認。





　リジェネレート（常時発動）

〈効果〉　守護竜の近くにいるプレイヤーのＨＰが

徐々に回復するようになります

マスター以外のＰＴメンバーにも有効です

回復量は１秒あたり５ＨＰです




　オート採集（常時発動）

〈効果〉　近くに素材の収集ポイントがある場合、

時々自動で素材を回収してきます（採集道具は不要）

マスターがログアウトしている間にも、素材を収集してきます




　ターゲットマーカー（常時発動）

〈効果〉　範はん囲い魔ま法ほうや範囲スキルの発動ポイントになれます

対象はマスターが使う魔法及びスキルのみです

設置系の魔法やスキルを受けた場合、

守護竜が移動すれば合わせて効果範囲も移動します






　どれも常時発動型のサポート効果だな。

　ふむふむふむ。あー欲しいの二つあるぞ、これは。

　だが欲しさのレベルを考えたら、ぱっと一つに決めることができた。

　あれだな、あれ。

「何覚えられるのー？」

「このメッセージ見てくれ。『リジェネレート』『オート採集』『ターゲットマーカー』だってよ」

　俺はウィンドウを拡大表示してあきら達たちに見せる。

「みんなどれがいいと思う？」

「『リジェネレート』じゃん？　ＰＴメンバーにも恩恵あるし、ＨＰ回復手段は多ければ多いほどいいし」

「安全第一よね」

　矢野さんの意見に前田さんが頷うなずいてた。

「でも『オート採集』も捨てがたいかも。このゲームって強制ログアウトの時間があるから、死に時間の有効活用になるよね、これ」

　あきらの意見はもっともで、俺もこれには魅み力りよくを感じた。

「おうじゃあ『ターゲットマーカー』にしよう」

　俺は『ターゲットマーカー』を選択して決定した。

「じゃあって全然人の意見入ってないし！」

「聞く意味あったのかしら……？」

「蓮くん、なんでそれなの？」

「『リジェネレート』は『デッドエンド』撃つときのＨＰ１調整を崩される可能性あるからな。逆にちょっと邪じや魔まかなってさ。『オート採集』は悩なやむけど『ターゲットマーカー』が紋章術師にはかなりいいと思うんだよな。優先度としてはこっちだわ」

　さっそく試ためしてみよう。俺は『ディバイトサークル』の詠えい唱しようを開始。

　おお『ターゲットマーカー』の効果でリューをターゲット指定できる。

　リューをターゲットに発動！　光の円えん陣じんがリューの周りに発生。

「リュー。ちょっとその辺ぐるぐるしてくれ！」

「きゅっ！」

　敬礼みたいなポーズをするとリューが俺達の周りをくるくるし出す。

　すると展開されたサークルもリューにくっついて移動していく。

　そうそうこれ！　サークルの移動ができるようになるって事。

「紋章術師のサークルは展開した後動かせなかったからな。これは超ちよう進化だ！　リューいいぞ！　ナイスナイス！」

「きゅーきゅーきゅー！」

　俺が褒めるとリューは満足げだった。うん可愛いなー。

「ほーん。動くのは分かったけど、それで何が嬉うれしいし？」

「ヘイトが管理できていれば、敵は動かないからサークルが動く必要もないんじゃ？」

　矢野さんと前田さんは、いまいち納なつ得とくいかないみたい。

「対人戦用って事だよね？　リューくんに相手追いかけて貰えば使えるようになるし」

　対人戦はヘイトとか関係なくなるから、設置型のサークルは見て回かい避ひ余よ裕ゆうになる。

　リューの能力でサークルが動けるようになれば、確かに対人でも使えるようになる。

「それも正しいけどさ、俺的にはもっと紋章術師の可能性が広がると思うぜ。そのうち検証してみんなに見せるわ。今は先進もうぜ」

　今はワンミス全滅のダンジョン攻こう略りやく中だ。そちらに集中しないと。

　そして先に進んで――俺達は、黄金に輝かがやく物凄く豪ごう華かな扉とびらを発見した。

「ん!?　何かいかにもお宝がありますって感じの扉発見！」

「ほんとね。けど……！」

「まあそりゃそうだよねって感じだけど……！」

「うーむ。さぁどうすっかね……！」

　扉の前には門番がいた。
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　やっばいの来たぞ、これ。

　さっきのデッドリー・ジェネラルの上位種だな。

　明らかに格上感漂う宝飾された黄金の鎧よろいに、ジェネラルの倍以上ありそうながっしりした体格。目の奥おくがカッと真っ赤に輝いていて、携たずさえている漆黒の両手剣も禍まが々まがしいオーラを放っている。

　スケルトンっちゃスケルトンのくせに、風格があってカッコいいのだ。

　それが更さらにデッドリー・ジェネラルを六体側そばに控えさせている。

　計七体の門番が、宝物庫と思われる扉を守っていた。

「うっわー……ねえ高代どーすんのこれ？」

「と俺に聞かれましても……強そうだなこれ……」

「こーいう時に何か考え出すのあんたの役目じゃん？　さぁ早く早く！」

　何かすっごい便利キャラ扱あつかいされてるな俺は。

「いつも俺ばっかりな件について……」

「それだけ高代くんを信しん頼らいしてるって事よ。何か考えつかない？」

「すっかり軍師ポジだねー蓮くん。孔こう明めいがんばれー」

「俺劉りゆう備びポジがいいなー。配下任せでも生きていけそうだし」

　と冗談を言いながらも、必死で考えた。

　うーん。この『デッドエンド』封ふう印いん縛しばりダンジョンじゃな。

　結構深く潜って来たし、できれば今回で目的の物をゲットしたいが。

　うーむ……あ、そうか。別にあいつ倒す必要はないんだよな。

　奥の宝物庫にさえ入れれば……

　後で検証してみんなに見せると言ったけど、いきなりここでやってみようか。

　上手く行くかは知らんけど――これしか思いつかない。よーしやるか！

「よし。勝つのは諦めるか？」

　俺は笑え顔がおでそう提案したのだった。

「えー！　ここまで来て手ぶらで帰るのやなんですけどぉ！」

　俺の提案に、矢野さんが不満げな顔をする。

「いや、お宝を諦めるわけじゃなくてな」

「じゃあどうするの？　高代くん」

「ああ。勝つのは諦めて、あいつらを囮が引き付けてその隙すきにお宝を漁あさろうぜ。あの扉の奥が宝物庫な感じはプンプンするしな。囮は俺がやる」

「蓮くんだけで？　どうやってやるの？　またガードで防ぼう御ぎよ力りよくのごり押おし？」

「いやキングの攻撃はさすがにノーダメとはいかないと思うから、リューに頼ってみる。さっき言ってた新しい可能性ってやつ、ここで試してみるぜ」

　俺は『古代王族の鍵』をあきらに手渡す。

「俺があいつらを引き付ける。みんなはその隙に中に入ってお宝回収よろしく」

「だいじょぶぅ？　リューのあれってサークルが動くってやつでしょ？」

「大丈夫！　ミスったらミスったで貴重な検証データが一つ取れるし、それはそれでいいことだ！　俺的にはどう転んでも得しかしねー！」

「いや、それ大丈夫な理由じゃねーし！」

「ふふっ。高代くんってこういう時いつも凄く楽しそうよね」

「検証厨ちゆうだもんねー。うん、頑がん張ばってね。期待してるよー」

　矢野さんは若じやつ干かんあれだが、あきらと前田さんは温かく見守ってくれるみたいだ。

「よーし……じゃあ行く。敵が扉前からどいたらすぐ中に入って」

　俺はそう言い残し、魔法の詠唱に入る。

「『ディアジルサークル』！」

　ＡＧＩ敏捷を引き下げる効果だ。

　効果範囲は結構広めに。たむろする敵七体を巻き込める範囲に。

　発動。光の円陣がリューを中心に広がる。

　それを見たあきらが、察し良くポンと手を打っていた。

「あ！　蓮くん『ディアジルサークル』って、もしかして鈍足効果あるの!?」

「ああ、こっそりあるぜ！」

「うわー……！　なるほどこれは恐おそろしいことが起きるかも……！」

　それを背中に聞きながら、リューに声をかけた。

「リュー！　こっちおいで！」

　俺はリューを抱だっこして――よし行くぞ！

　宝物庫の扉前にダッシュ。

　ある程度近づくと、敵の感知範囲に入った。

　デッドリー・キングを先頭に、敵七体が一いつ斉せいに動き出す。

　よし、逃げるべし！

　急ブレーキ。くるっと回って脱走。追いかけっこの開始だ。

　俺はあきら達の脇を通り過ぎ、ここまでやって来た道の逆走を始める。

　敵は俺を感知して襲おそってきているから、あきら達はスルーで俺を追いかけてくる。

　入れ替わりにあきら達が宝物庫の扉に向かう。

　よしよし。だがここで追いつかれてやられたら、敵は元の位置に戻もどる。

　今度はあきら達がやられるわけだ。そうさせないようにめっちゃ逃にげてやる！

　レベル差もかなりあるから、敵の方が移動速度は速い。

　だがＡＧＩ敏捷による移動速度の差は、１００と２００で二倍速違うとかではない。

　速度の基準値があって、そこにステータスボーナスが緩やかに乗る感じ。

　種族差が結構でかい。四足歩行の獣けもの系の敵は基本的に俊足だったりする。

　スケルトン系は鈍足な方だ。基本動きがふわふわしている。

　とは言え、さっきも感じたように今は相手の方が足が速い。

　宝物庫の扉がある大部屋の出口あたりで、もう敵は俺との距きよ離りをかなり詰めて来た。

「きゅー！　きゅきゅー！」

「大丈夫！　そう簡単には追いつかん！」

　デッドリー・キングがリュー中心に広がる『ディアジルサークル』に踏み入る。

　そしてそこで、ガクッとスピードが低下する。

　足を止めず、再び距離を離す俺。

　サークルの範囲の外に出ると、キングは再び加速。

　距離が詰まりまたサークルに踏み入って、そしてまた失速。

　以下ループ。

「きゅきゅ？」

「サークルの外ならあいつらの方が速いけど、中ならこっちが速い！」

　サークルの効果で移動速度が下がった。

　その分、サークルの中と外でこんな逆転現象が起きる。

　つまり俺がリューを抱っこしてサークル展開してる限り、向こうは追い付けない。

『ディアジルサークル』はＡＧＩ敏捷を25％カットする。

　そしてあきらも言っていたが、付随効果で同時に足も25％遅くなる。

　サークルの範囲に入ってもまだ向こうの方が速かったら、アウトだった。

　ぶっつけ本番の賭けだったが、狙いが当たってくれた。

「上手くハマった！　このまま逃げまくるぜ！」

　こうやって敵を引きずり回すのを、ゲーム的にはカイティングとかマラソンと言う。

　俺が『ターゲットマーカー』を選んだのは、この戦法への応用を思いついたからだ。

　マラソンランナーとしての可能性を新たに見み出いだしたのだ。

　サークルがレジストしないというのが大きい。

　展開しながら移動できさえすれば、これはある種の無敵フィールドになり得る。

　これで毒とかのスリップ攻撃も併用できるようになれば、文字通りじわじわとなぶり殺しにしてやることも可能になる。かなり強力な手だ。今はそんな手段はないが。

　さてそろそろサークルの効果時間一分が切れる。掛け直さないといけない。

　俺は足を止める。急いで詠唱。

　敵はサークルの中心へゆっくり迫って来る。

　詠唱が先に終わる。サークルを上書き。再びダッシュで距離が開く。

　よし掛け直しも間に合う！

　フフフ。このままどこまでも引きずり回してくれる！

　何なら外まで逃げ切ってやろうか！

　来た道をガンガン戻る。掛け直しも何度も。

　すると今度はＭＰがやばい事に。

　けどまだあるぜ――！

「ターンオーバー！」

　ＨＰ一桁けた。ＭＰ満タン。

　これをやると当然――




「「「「ウオオオオォォォン！」」」」





　クリムゾン・マミー　レベル78　いっぱい






　来た来たー！　握手会再び！

　だがリューを抱いた俺は常に『ディアジルサークル』の中心にいる。

　マミーさんたちの出足は鈍く、囲まれる前に余裕でその場を逃げられてしまう。

　更に逃げて逃げて逃げて――

　段々外への出口まで行けそうな気がしてきた。行くか！

　ふと気になり、ちょっと後ろを振ふり返る。

　それはもうとんでもないことになっていた。

　このダンジョンは、全域の壁かべに生命感知のクリムゾン・マミーが埋まっている。

　その中をＨＰ一桁で突っ走ってきた結果、数百体の赤っぽいマミーが後ろに！

　もんのすごいモンスタートレインだ！　こんな大規模なのは見たことがない！

　デッドリー・キングの金ピカが赤に埋うもれて見えない！

　普ふ通つうのネトゲだとあんまり敵の数が多いと画面表示が処理落ちする。

　だがさすがＶＲＭＭＯはそんなことも起きずにド迫はく力りよくだった。

　何かもう笑えてきたぞ！　すげー！

「ぶはははははっ！　何だこれすげええぇぇ！　おもしれえぇぇ！」
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　もはや笑い声をあげながら、俺は出口に近づく。

　あの角まがって右、次二つ目で左で出口！

　いけるいけるいけるいける！　俺はいける！　勝利へのウィニングランだ！

　そして程なく、俺はダンジョンの外に飛び出していた。

　いやー、空の青が目に鮮やかだわ！

「よっしゃああああー！　ゴール来たぜーっ！　はーっはっは！　勝った勝ったー！」

　俺を追いかけてきていたアンデッド軍団は外に出てこられないみたいだ。

　入り口のところで、見えない壁にぶち当たったかのようにストップしていた。

　生息エリア外って感じかね。

　大体のネトゲは、モブごとに存在可能なエリアって決まってるからな。

　それ越こえて移動はしてこないわけで。暫しばらくしたら所定の位置に戻っていくだろう。

　その辺の設計思想はこのＵＷアンリミテツド・ワールドでも同じみたいだな。

「リュー良くやったな！　超助かったぜ、ありがとな！」

「きゅーきゅーきゅきゅきゅー！」

　テンション上がった俺はリューをぐりぐりと撫でた。リューも喜んでるみたいだ。

　そんな中アンデッド達の群れの中から、唯ゆい一いつ入り口を越えて外に出てきた奴やつがいた。

　それは金ピカのいかつい鎧に身を包んだ、かっこいいスケルトンだった。

「デッドリー・キングさんだけは出てこられるのかよ――さすがキングだな！」

　さてどうするか――

　あきら達が宝物庫を探索する時間はもう十分取っただろう。

　なら――ちょっとボーナスステージにチャレンジしてみるかね！

　後学のために、俺の一発でどのくらいダメージ通るかチェックしときたいしな。

「リュー！　やるぞ！」

「きゅうっ！」

　俺は大だい範はん囲いの『ディストラサークル』を詠唱し、余っていたＭＰを空に持って行く。

　そして、『仕込杖づえ』のヘッドを回して奥おう義ぎの構え。

　デッドリーキングはこちらに近づいてくると、カッとより一層目を赤く光らせた。

　唸うなりを上げて、漆黒の両手剣けんが大きく振りかぶられる。

　――大振りの、縦斬り！　これなら避さけながら滑り込めるか！

　紋章術師のＡＧＩ敏捷は低いけど、判断と動き出しのタイミングが早ければ！




　ドウッッ！




　それは漆黒の両手剣が地面を穿うがつ音だ。俺には当たっていない！

「いっけえええぇ！　奥義『デッドエンド』っっ！」

　敵の懐ふところに滑り込んだ俺は、すかさず奥義を放つ。





　蓮のデッドエンドが発動。デッドリー・キングに２５６１のダメージ！






　よし当てた！　けど――ＨＰバーの動きはわずかなものだった。

　さすがにレベル99のレアモンスは格が違ったなこれ。

　と考えつつも、俺は即そく座ざに装備武器を『狂信者の杖』に切きり替かえる。

　敵は奥義のダメージで一いつし瞬ゆん仰のけ反ぞっており、最速実行なら切り替えが間に合った。

　直後に、デッドリー・キングは懐にいる俺に対し、前蹴りを撃うってくる。

　避けるのは間に合わない。ガードするしかない！

　ガード削りされれば即そく死し。オワタ式ってやつだな！





　デッドリー・キングの攻撃。蓮は攻撃をガードした！






　よっしゃガードできる！

　まあただの蹴りだし、キングさんにとっては格ゲーの弱キック的な攻撃なんだろう。

　しかしこれがガードできるというならば――

　なるべくこの弱キックばかりしてくるような位置取りをキープすれば、結構粘れるんじゃないか？

　弱キック誘発する位置取りとはつまり密着。むしろ最接近が一番の安全地帯と見た！

　俺は蹴りをガードで捌さばきながら、デッドリー・キングへの密着を続けた。

　時折、剣を振り回しながら回転する攻撃が来るものの、頻ひん度ども少なくモーションも大きいため回かい避ひが可能だった。

　ただし回避のために飛とび退のくので、そのたびに間合いが開く。

　そうなると、再び剣をかいくぐって懐に飛び込む必要がある。

　それも大振りの縦斬りを見繕って行けば不可能じゃない。

　その他の攻撃の兆候が見えたら、大きく距離を取ればいい。

　飛び込み、接近、ガード、退たい避ひのルーチンが出来た。

　このパターンに入り続ければ、時間稼かせぎだけはできる。

　やがて五分間が経たち、奥義を構成するスキル『ファイナルストライク』『ターンオーバー』が再使用可能になる。

　もう一発撃てるぞ――！

　ちょうどその時俺はキングに最接近し、蹴りをガードで捌いたところだった。

　直後に、キングは回転斬りのために体を捻ひねる挙動を見せた。

　よし今！

　俺はその隙に大きく飛び退すさって、さらに後方ダッシュして距離を開けた。

　そこでアイテムボックスを開いて最速処理で合成を開始。『仕込杖』を合成できた。

　装備変更。キングが接近してきて、大振りの縦斬りの兆候。

　見逃さない！　二発目ゴー！





　蓮のデッドエンドが発動。デッドリー・キングに２５６１のダメージ！






　よし、以下ループで行けるとこまで行く！

　俺は即席で見つけ出したルーチン頼だのみに、延々それを繰り返すことにした。




　そして――どのくらいやっただろうか。




　俺はデッドリー・キングのＨＰを半分くらいまで削っていた。

　まだまだ、やれるところまでとことんやってやんぜ！

　そんな時だった。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　あ。この間見た二年生の先せん輩ぱいだ。





　三み浦うら慎しん祐すけ（２－Ｂ）

　レベル68　聖騎士パラデイン　パーティリーダー






　おお。ＨＰ回復した。ヒールをかけてくれたらしい。

「高代君！　良かったらあいつを倒すのに協力するけど、どうする!?」

　ちらりと横目に見ると、先せん輩ぱい方がたは前と同じレベル60台が十人くらい。

　これだけに加勢してもらえれば、本気で倒せるかも？

　意地を張る必要もない、ここはありがたく協力してもらうとしよう。

「お願いします！」

「よし分かった！　『ガーディアンフォース』！」

　三浦先輩はすぐさまスキルを発動し、俺おれをガードする位置に立ってくれた。

　デッドリー・キングの猛攻を受けつつも、俺に話しかけてくる。

「君が一人であいつを引き摺り出して、ここまで削ったのかい!?」

「ですね――！　まあ正確にはこいつの力も借りましたけど！」

　と、俺はリューに視線を送る。

「そのレベルなのに凄いな君！　とんでもないやつだよ！　実際に見てなきゃとても信じられない！」

　ほかの先輩方もそれぞれ、前衛後衛のそれぞれ位置について戦せん闘とうを開始。

　さてこの中で俺はどうするかな。

　とりあえずヘイト的には俺がぶっちぎってるだろうから、今までと同じ動きで向こうに合わせてもらうしかないか。

　と考えていると――

「フフフフ……我われトココマデ戦オウトハナ――」

　デッドリー・キングが喋ったあああぁぁっ！

　おいおいさすが高レベルだな！

　心なしかスケルトンなのに、にやりと嬉しそうに笑っているように見える。

「ソノチカラニ敬意ヲ表シ――我わガ奥義ヲ見セテヤロウ！」

　デッドリー・キングは両手で剣を掲げ、そしてざくりと地面に突つき立てた。

「刮かつ目もくセヨ！　『赤き災厄レツド・デイザスター！』」




　ズゴオオオオォォォォッ！




　デッドリー・キングの奥義が発動すると、地面に突き立てた剣を中心に猛烈な炎ほのおが噴き上がった。それが放射線状に広がっていき、俺たちを焼き払う。

　あっという間に目の前が真っ赤な炎に包まれる。

　広範囲かつ、高速の必殺剣に俺も先輩たちも為なす術すべなく巻き込まれた。




「「「うあああああああっ!?」」」




　そして――その場に立っているのはデッドリー・キングだけだった。

　うんまあ、全員一撃死したぜ……

　ＨＰ削ったから本気出してきたってことか。

　なるほどなあ、あの技わざの対策を考えないと勝てねえなあー。

　デッドリー・キングつええな。流石さすがレベル99のレアモンスターだな。

「フフフフ……マタ来ルガヨイ。勇敢ナル戦士タチヨ――」

　デッドリー・キングはドヤ顔っぽい感じでそう言い残し、威風堂々とダンジョン内に戻っていく。何かほんと、スケルトンのくせにカッコイイ奴だな……

　だが残念でした！　あんたが守ってた宝物庫、うちの女子陣じんが荒らしてますから！

　戻って驚くがいい！

　つっても何かあのキングさんバトルジャンキーっぽい感じするし、宝物庫を餌えさにして戦いたいだけなキャラ付けかも知れない。

　まあ何はともあれ楽しかった！　いつか倒たおしてやんぜ、デッドリー・キング！

「ははは……いやあ面目ない。助すけっ人とが十人も集まって即死してしまって……」

　と、俺と同じく地面にキスしてる三浦先輩が申し訳なさそうに言った。

「いやいや、ありがとうございました。巻き込んじゃってすいません」

「謝る必要なんてないよ。俺おれ達たちはデッドリー・キングの撃げき破は目的だったからね。外まで出てきてるなんて、願ってもないチャンスだったんだ」

「へぇ……何かいいもの落とすんですか？」

「ああ、武器や防具もあるけど、君も見たろ？　あいつの奥義。倒せたら赤き災厄レツド・デイザスターを習得できる奥義書を落とすんだ。威い力りよくあるし、どの武器でも撃てる奥義だから便利なんだよ」

「ほほー！　いいですね、それ！」

　いい目標だな！　いつか倒してゲットしてやろう！

「じゃあ、戻ろうか。また何かで一いつ緒しよになったらよろしく」

「はい。ですね、戻りますか――」

　死に戻りだ。あきら達は『ギルド設立許可証』ゲットできたかね？

　では、ホームポイントへゴー！







エピローグ







　翌日――

「ふわぁ……ちょっと寝ね過すごした」

　俺は朝七時過ぎにＵＷアンリミテツド・ワールドにログインした。

　朝イチにギルドハウスの準備ができると聞いていた。

　また朝イチログインして見てみようと思ったんだが、一時間ばかり寝過ごした。

　結局俺が敵を引き付けている間に、あきら達は『ギルド設立許可証』を発見していた。

　すぐギルド設立の手続きをやって、翌日まで待ちって言われたからその日はみんなログアウトし、それで今だ。

「きゅーきゅー！」

　ログインするとリューが俺にまとわりついてくる。

　おはようの挨あい拶さつか、可愛かわいいな。

　昨日ログアウトしたのは学園の転送ルームの前だった。

　俺はリューを抱っこして、転送ルームへ。

　で、転送の行き先を見てみると、ギルドハウスへっていう項目が増えている。

　さっそく選ぶ。

　すると目の前がぐわんと歪ゆがんで歪んで――また戻っていくときには別風景に。

　そこは、木造のファンタジー風家屋の中。

　殺風景で家具は何もない。上に続く階段と、いくつかの部屋への扉が見える。

「まぁギルドハウス貰もらっただけだからな、家具付きっていうのは甘いか」

　このゲーム家具も合成できるからな。

　そういうので揃そろえて好きなようにコーディネートしなさいって事だな。

　うん、いいねマイホーム！　苦労したかいがあったってもんだ！

「リュー。今日からここが俺たちの家だぞ！　お前がくつろげるスペースも作ってやるからな～」

「きゅーきゅー♪」

「よっしゃ上にも行ってみようぜ？」

　階段を上ろうと近づくと――

「あっ！　蓮れんくーん。おはよー」

　階段の上にあきらが。俺は見上げて挨拶を――

「おお、あきらおはよ……ぉおっ!?」

　声を上げてしまったのは、見えたから。

　ソードダンサー装備だったし丈短いし、階段の角度的な問題で――

　よく見えて最高だなとは思うが、これは不可抗力だった。

「!?」

　あきらも俺の反応で何事か伝わったらしく、さっと引っ込んだ。

「い、いいよ上がってきて！」

「ああ、りょーかい」

　階段を上ると、脇わきに立ってるあきらはすでに女子高生ルックに。

「……今のは、わたしも不注意だったから怒るのやめとくね」

「ああ――どうも……何でソードダンサー装備だったんだ？」

「昨日のままで、テンション上がって着き替がえるの忘れてたの」

「なるほど――」

　まあ俺もわくわくして早起きしてきたし、みんなちょっと浮かれ気味だよな。

「今はまだ何もないけど、これからいろいろカスタム出来そうだし、楽しみだね！」

　ちょっと落ち着いたらしいあきらが、にっこりと笑顔を見せる。

「おお。この殺風景さが逆に何かわくわくするよな！　ここからどう改造してやろうかってさ！」

　普通のネトゲでも似たようなシステムはあるけど、体感では完全に実写なＵＷアンリミテツド・ワールドの方が喜びもひとしおだわなー。

　ねんがんのマイホームを手に入れた世のお父さん方の気持ちがちょっと分かる気がしなくもない！

「ふふふ……蓮くん的にはどうしたいの？」

「そりゃまあまず、合成やりたいからマイ工房が欲ほしいな！　んで作った物を売るための店がいるし、商品やら合成素材の保管庫もいるよな！」

「じゃあ琴こと美みちゃんたち戻ってきたら、みんなでどう使うか方針会議だね！」

「お、そうなんだ？　みんな来てたのか。俺が最後かよ」

「うん。二人ともちょっと外も見て回って来るって。あ、ねえねえ蓮くん。記念に一緒にスクショ撮とろ？」

　と、カメラを取り出だすあきら。

「分かった。スマホの自撮り棒みたいなのあればいいのにな」

　手を伸ばして離して撮るしかない。

　するとリューがカメラに手を伸ばす。

「きゅーきゅきゅきゅー」

　自分を指さして、うんうん頷うなずく。

「あ、リューくん撮ってくれるの？」

「きゅきゅ」

　こくこく。おお、出来るのか。さすが守護竜りゆうさんは仕事ができるな。

　こうやってギルドハウス貰えたのもお前のおかげだよ。マジでできる子だ。

　というわけでリューに撮って貰って楽できた。

「ねえ蓮くん、何か強ごう引いんに誘さそっちゃったけど……この学校来てよかった？」

「そりゃあ、もちろん！　今までも楽しかったし、これからも楽しそうだぜ？」

「うんわたしも！　これからもいっぱい楽しもうね？」

　あきらはそう言って、すっごい可愛らしい笑顔になる。

　やーガチムチの獣人キャラだったフレの中の人がこんなだとは……返す返すも驚き。

　まあ嬉うれしいか嬉しくないかと言われれば嬉しいから、何ら問題はない。

「おう。これからもよろしく」

「うんっ！」

　握手。まあ何となく。あきらの手はすごい柔やわらかい感じだった。

　これからは、とりあえずこのギルドハウスをみんなでカスタムだな。

　それからギルドもでっかくして将来的には浮島貰って――

　紋もん章しよう術じゆつ師しとしてさらなる一いち撃げき必殺のロマンも追求しないとだし、マラソンランナーとしての可能性も突き詰めてみたい。リューの育成にも励まないとだ。

　ああギルド対たい抗こうイベントでジャイアントキリングも忘れちゃいけない。

　色々やれることあるな、このゲームは。

　三年の卒業までにどこまでやりつくせるかは分からない。

　とにかく、思う存分遊び倒してやろう！

　そこで、散歩から戻ってきたらしい前まえ田ださんと矢や野のさんが姿を見せた。

「おっ。高たか代しろも来てるしー。おはよー」

「おはよう高代くん」

「おう。おはよー」

「琴美ちゃん優ゆう奈なちゃんおかえりー」

「あれえ、ひょっとしてお邪じや魔ましちゃったし？　もっといちゃいちゃさせろー！　って感じだったり？」

「ち、違ちがうもん！　もう……！」

　と、あきらがちょっと顔を赤くする。

「矢野さんもすぐそういう話にしたがるよなー」

「そりゃもう、そうじゃなかったらこんなファッションしてないって」

「そーいうもんなのか？」

「そそ。バカだから、ファッションと恋バナとゲームの話くらいしかできませんしー」

「心外だな。ゲームってのは目の前の現象の奥おくに潜む計算式とか、ステータス１ポイントの意味を突き詰めて検証して、そこから自分なりの論理を構築して結果を出すのが楽しいんだよ。何も考えずに楽しむもんじゃなく、考えさせてくれるからこそ楽しいわけで」

「うわなんかウザッ！」

「蓮くんは蓮くんでそんなことばっかり言ってるよねー……」

　と、階下の方からごめんください、と声がした。

　ん？　誰だれか来たのか？

　俺たちが下に降りて扉とびらを開けると、来訪者はＮＰＣの女の人だった。

　すらっとしたモデル体型の美人だ。

「おはようございます。ギルド管理局事務所より参りましたレイミーと申します。ギルドハウス引き渡わたしの最終手続きと各種機能の説明に参りました。ただいまお時間を頂いてもよろしいでしょうか？」

　ほうほう。チュートリアル的なことね。

　俺たちは頷いてレイミーさんをハウス内に招き入れる。

「では早さつ速そくですが、どなたがギルドマスターになられるかはお決まりですか？　お決まりでなければ、あと二日以内に――」




「「「いえ、決まってます」」」




　と、あきら達たち三人が一斉に俺を指差した。

「ん!?　俺かよ！　クラス委員の前田さんかと思ってたけど!?」

「私はクラスだけで十分よ。ギルドの方は高代くんにお願いしたいわ」

「よろしくー。ギルマス蓮くん！」

「めんどーだからねえ。高代おねがーい」

「……へーい」

　ま、いいか。

「じゃあ俺がギルドマスターでお願いします」

　俺はそう言って、手を挙げた。

　さてこれから、どんなギルドになっていくかな！
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あとがき







　まずは本書をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　本作で通算八冊目ですが、今回は今までとはちょっと経緯が違い、小説家になろうさんで連載していたものを書籍化して頂けることになりました。感謝感謝です。

　作品のコンセプトは『こんな学校あったらいいな』を形にするという所です。

　フルダイブ型のゲーム技術がもし出来たらというところから考えて――

　でもきっと単にエンドユーザー向けのゲームとして発売するには単価が高すぎて採算が取れないから、何かしらの異業種とコラボして高い客単価を得つつ、社会への浸透を図っていくんですよ。その答えの一つとして、電脳空間を教育現場に利用するっていうのは普通にありそうじゃないですか？

　それにラノベでは学園って何かの黒幕だったり、自分が虐げられる現場だったりすることが多いわけですが、滅茶苦茶楽しい理想の学校があってもいいだろうと思いまして。

　また、個人的には割と実験作です。具体的にはこんな感じでしょうか――

　・一人称の作品（今までは全部三人称。やった事がないことをやろう）

　・書いたことのないゲーム物をやってみよう（元ネトゲ廃人だから、やれるはず！）

　・単に楽しいだけの話にする（整った起承転結よりも、楽しげな雰囲気を重視）

　特に三番目は口で言うのは簡単ですが、作品を書く自分自身の思考回路に関わる話ですから、なかなか苦労しました。

　でもその甲斐あって、新たな球種を身に付けられた感がありますね。

　やっぱりいろんな球種を操れてこそ、選手寿命が長くなるのではと思いますので。

　続きがお届けできるかは売り上げ次第ですが、やってみてよかったかなと。

　これからも小説家になろうさんでは色々書いてみようと思っていますので、時々覗いて頂けると幸いです。僕的にはロボものを書いてみたいんですよねえ……。

　さて最後に担当編集Ｎ様、イラスト担当頂いた晃あき田たヒカ様、並びに関係各位の皆さま、多大なるご尽力をありがとうございます。

　表紙のあきらちゃんのイラストとか、素晴らしい出来だなと思います。

　はじめて頂いた時、ありがてぇありがてぇって拝みたい気分でした。

　僕自身別なイラストも見たいので、続きが出るように皆さん買って下さい！

　それでは、この辺でお別れさせて頂きます。
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